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第1章： Retrospect 8の概要
Retrospect 8へようこそ! この章では、最初に各エディションの
Retrospectについて説明してから、プログラムのハードウェアとシステ
ム要件を明確にします。次に、Retrospectのコンポーネントのインス 
トール方法と旧バージョンのRetrospectからのアップグレード方法を説
明します。最後に、Retrospectコンソールの基本情報について説明しま
す。これは、最もよく使うユーザー インタフェースです。
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Retrospectの概要
データのバックアップと復元を行うために、次の3種類のソフトウェ
ア プログラムを使います。
Retrospectエンジンは、Retrospectサーバ（ストレージ デバイスが接続
されているコンピュータ）上で実行されるバックアップおよび復元用
のソフトウェアです。Retrospectエンジンは、Retrospectサーバでバッ
クグラウンド実行されます。Retrospectのライセンスが2つ以上ある場
合は、1つのユーザー インタフェースで複数のRetrospectサーバを制御
できます。
RetrospectコンソールはRetrospectアプリケーションとも呼ばれ、プロ
グラムの機能を制御するユーザー インタフェースが用意されていま
す。このコンソールを使用して、即時またはスクリプトによるバック
アップの作成や、バックアップ済みのファイルやフォルダの復元、実
行中のバックアップや復元アクティビティの監視、最新およびスケ 
ジュールされたアクティビティのレポート取得など、さまざまなこと
を実行できます。RetrospectコンソールはRetrospectエンジンと同じコ
ンピュータにインストールする必要はありません。ネットワーク上の
2つ以上のRetrospectサーバで大規模に導入されている場合も、1つの
Retrospectコンソールから各サーバ上の全アクティビティを管理するこ
とができます。
Retrospectクライアント エージェントは、Retrospectサーバにバック 
アップするネットワーク上の各コンピュータ（Mac、Windows、Linux）
にインストールする必要があります。クライアント エージェントを使
うと、クライアント コンピュータのドライブが直接Retrospectサーバ
に接続しているのと同じように、ネットワークを介してデータをコ 
ピー、復元できます。
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最適なエディションの選択
Retrospectのライセンスは主に次の4種類があります。

• Desktop 3-User：マシン1台とクライアント2台（Mac、 
Windows、Linux）をバックアップし、かつWindows XPおよび
Vistaクライアント向けOpen File Buckupを含みます。このライセ
ンスはサーバ（Mac OS X ServerやWindows Serverなど）をバッ
クアップせず、1つのアクティビティ スレッドに制限されます。

• Single Server 20 Clients：中規模のバックアップおよび復元の 
ニーズがある小規模ネットワーク向けです。シングル サーバ ラ
イセンスは、Mac OS X ServerまたはWindows Serverを1台とクラ
イアント20台までをバックアップします。

• Single Server Unlimited Clients：Mac OS X ServerまたはWindows 
Serverを1台と、任意の数のクライアントをバックアップします。

• Multi Server Unlimited Clients：複数のMac OS Xサーバまたは
Windowsサーバと任意の数のクライアントを保護する必要があ
るより大規模な設備向けです。

Retrospectアドオン製品
多くの優れた機能を持つRetrospectは、適切なライセンス コードがあ
る場合にのみ使用できます。現在のライセンスを表示するか、ライセ
ンスを追加購入するには、［Retrospect］＞［プリファレンス］を選択し
て［ライセンス］タブをクリックします。

Advanced Tape Support

Advanced Tape Supportアドオンは、スタンドアロン ドライブ、ライブ
ラリやオートローダ内のドライブなど、複数のテープ ドライブの並行
処理によって、テープ ライブラリやオートローダへの全体のバック 
アップ時間を改善します。Advanced Tape Supportアドオンは、 
Retrospectがインストールされた1台のバックアップ サーバで使用する
ライセンスとして提供されており、同機に接続されたテープ ドライブ
を何台でもサポートします。このアドオンには、Retrospect製品にすで
に組み込まれているテープ サポート機能（ バーコード、テープ ク 
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リーニング、テープ ドライブの連続使用、ハード ドライブへのバック
アップ時に起こる複数の同時操作に対するサポート）は必要ありま 
せん。

Windowsクライアント向けOpen File Backup

Open File Backupアドオンは、Windowsサーバ、デスクトップ コン 
ピュータ、ノートブック上で開いて使用する、NTFSファイル システ
ム上のファイルを保護します。メール、データベース、CRM、会計や
独自のアプリケーションなど、24時間稼働するビジネス クリティカル
なサーバ アプリケーションもバックアップできます。デスクトップや
ノートブック コンピュータに対しては、メール アプリケーションやそ
の他のアプリケーションが使用中でもバックアップを実行できます。 
Open File Backupアドオンのライセンス1つにつき、1台のRetrospect 
サーバがバックアップするWindowsネットワーク コンピュータをすべ
て保護します。

サーバ クライアント ライセンス
サーバ クライアント ライセンスは、ネットワーク接続サーバをバック
アップできます。サーバ クライアント ライセンスを購入すると、シン
グル サーバ エディションを両方とも使用できます （Retrospect Multi 
Serverエディションは、ネットワーク接続サーバの台数を制限なく保
護するためのライセンスです）。

Retrospectクライアント
Retrospectでは、クライアント エージェントを使用し
て、Macintosh、Windows、Linuxのネットワーク コンピュータを迅速
にバックアップします。Mac向けのRetrospectのすべてのエディション
は、追加のネットワーク クライアント コンピュータを保護するクライ
アント パック（ライセンス）の購入によって拡張できます。クライア
ント パックはRetrospectサーバにインストールされ、1台、5台、10台
のクライアント コンピュータで利用できます。
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Retrospectクライアント エージェントは、各クライアント コンピュー
タ上にインストールする必要があります。これにより、ソフトウェア
が保護されます。クライアント インストーラはRetrospect製品CDから
使用するか、Retrospect Webサイトの「サポート」セクションの「アッ
プデート」ページからダウンロードできます。

要件
Retrospect 8エンジン
デュアルプロセッサPowerPC G4、PowerPC G5、Intelプロセッサ 
Mac OS X 10.4.11、10.5.5またはそれ以降 
2 GB RAM以上 
コンカレント アクティビティにつき10～15 GBのハード  
ディスク空き容量 
バックアップ用ストレージ

Retrospect 8コンソール
PowerPC G4、G5、またはIntelプロセッサ 
Mac OS X 10.5.5以降 
2 GB RAM以上 
50 MBのハード ディスク空き容量

Retrospect 8クライアント エージェント
Mac OS X 
PowerPC G3、G4、G5またはIntelプロセッサ 
Mac OS XまたはMac OS X Server 10.3.9、10.4.11、10.5.5またはそれ以
降各OSに関するApple社のガイドラインを満たすRAM

Windows 
Pentiumプロセッサまたはそれ以降 
Windows 2000、XP、Vista、7、Windows 2000 Server、Windows Server 
2003または2008 
各OSに関するMicrosoftのガイドラインを満たすRAM
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Linux 
Red Hat Linux、Red Hat Enterprise Linux、SUSE Linux Desktop、SUSE 
Linux Professional、SUSE Linux Standard Server、SUSE Enterprise Server
オペレーティング システムを実行しているx86ベースのシステム。 
glibc version 2またはそれ以降オプションや環境設定の変更にGUI（グ
ラフィカル ユーザー インタフェース）を使用するには、Javaバージョ
ン1.2以降も必要です。
注：Red Hat Linux、SUSE Linux、その他のLinuxディストリビューショ
ンで、現在サポートされているバージョンのリストは、Retrospect Web
サイトを参照してください。

ストレージ デバイス
Retrospectはバックアップ先として、ハード ディスク ドライブ（ダイ
レクトまたはネットワーク接続型の両方）、テープ ドライブおよびラ
イブラリ（FireWire、SCSI、iSCSI、Fibre Channel経由で接続されたも
の）、リムーバブル ディスク ドライブを含む、幅広い種類のストレー
ジ デバイスに対応しています。対応しているテープ ドライブおよびラ
イブラリの完全なリストは、RetrospectサポートWebサイトを参照して
ください。http://www.retrospect.com/supporteddevices/ 

http://www.retrospect.com/supporteddevices/
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Retrospectのインストール
Retrospectをインストールするには、3つの個別のソフトウェア プログ
ラムをインストールする必要があります:

• Retrospectサーバ（ネットワーク上でバックアップを実行するマ
シンであって、バックアップ用ストレージ デバイスが接続され
ている）には、Retrospectエンジンをインストールする必要があ
ります。

• Retrospectを管理する1台以上のマシンには、 Retrospectコンソー
ルをインストールする必要があります。1つのコンソールで複数
のRetrospectサーバを制御できます。

• Retrospectでバックアップするネットワーク上の各マシンに
は、Retrospectクライアント エージェントをインストールする
必要があります。Mac OS X、Windows、Linux向けのRetrospect
クライアント インストーラがあります。

アップグレードする場合の注意： Retrospect 8はRetrospect 6.1がインス
トール済みのマシンでも共存できます。旧ソフトウェアの動作に干渉
を引き起こすことはありません。

Retrospectエンジンのインストール
Retrospectエンジンをインストールするには、以下の手順に従います。

1. RetrospectサーバとするマシンにRetrospect CDを挿入するか、ダ
ウンロードしたディスク イメージをダブルクリックし、デスク
トップにマウントします。

2. ［Retrospect エンジンのインストール］をダブルクリックし 
ます。

3. インストーラにプロンプトされたら、管理者のユーザー名とパ
スワードを入力し、［OK］をクリックします。

4. インストーラの指示に従います。



16 Retrospectユーザーズ ガイド

Retrospectコンソールのインストール
Retrospectコンソールをインストールするには、以下の手順に従い 
ます。

1. Retrospectサーバの管理に使用するマシンにRetrospect CDを挿入
するか、ダウンロードしたディスク イメージをダブルクリック
し、デスクトップにマウントします。

2. ［Retrospect 8 管理コンソール］フォルダのアイコンを［アプリ
ケーション］フォルダにドラッグしてコピーします。これをよ
り簡単にするため、Retrospect ディスク イメージには［アプリ
ケーション］フォルダへのエイリアスがあります。

Mac OS Xを実行しているマシンへのRetrospectクライアン
ト エージェントのインストール
注：追加のセキュリティとして、パブリック暗号化キーと一致するク
ライアントにRetrospectサーバが自動的に接続するためのパブリック/
プライベート キー認証方法を使用するRetrospectクライアント エー 
ジェントをインストールするには、第4章 『クライアント、サーバ、
ネットワーク共有の操作』を参照してください。

1. Retrospectサーバにバックアップするネットワーク上の各マシン
にRetrospect CDを挿入するか、ダウンロードしたディスク イ 
メージをダブルクリックし、デスクトップにマウントします。

2. ［Client Installers］フォルダをダブルクリックして開き、［Mac
クライアント インストーラ］フォルダをダブルクリックして開
きます。最後に［OS Xクライアントのインストール］をダブル
クリックします。

3. インストーラにプロンプトされたら、管理者のユーザー名とパ
スワードを入力し、［OK］をクリックします。

4. インストーラ プログラムの指示に従います。
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Microsoft Windowsを実行しているマシンへのRetrospectク
ライアント エージェントのインストール
注： 追加のセキュリティとして、パブリック暗号化キーと一致するク
ライアントにRetrospectサーバが自動的に接続するためのパブリック/
プライベート キー認証方法を使用するRetrospectクライアント エー 
ジェントをインストールするには、第4章 『クライアント、サーバ、
ネットワーク共有の操作』を参照してください。

1. Retrospectでバックアップする各マシンにRetrospect CDまたはダ
ウンロードしたディスク イメージにある［Client Installers］ 
フォルダの下の［Windowsクライアント インストーラ］フォル
ダを、Windowsデスクトップにコピーします。

2. ［Windowsクライアント インストーラ］フォルダを開きます。
3. Retrospect Client for Windows [バージョン番号].exeをダブルク 
リックし、プログラムの指示に従います。

4. 要求されたら、Windows クライアント マシンを再起動します。

Linuxを実行しているマシンへのRetrospectクライアント  
エージェントのインストール

1. Retrospectでバックアップする各マシンにRetrospect CDを挿入す
るか、ダウンロードしたディスク イメージをダブルクリック
し、Macintoshデスクトップにマウントします。

2. ［Client Installers］フォルダをダブルクリックして開き、
［Linuxクライアント インストーラ］フォルダをダブルクリッ
クして開きます。このフォルダの中に、Linux向けRetrospectク
ライアントのインストーラ ファイル（Linux_Client_[バージョ 
ン番号].rpmまたはLinux_Client_ バージョン番号].tar）があり 
ます。

3. 適切なファイルをネットワーク上の場所にコピーし、クライア
ント エージェントをインストールするLinuxコンピュータにコ
ピーします。
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4. 他の実行中のアプリケーション プログラムで、保存していない
ドキュメントをすべて保存します。

5. オペレーティング システムや使用するインストーラに応じて、
次のコマンドを入力します。

6. rpm $rpm -i Linux_Client_7_6_100.rpm 

 または
tar $tar -xf Linux_Client_7_6_100.tar, $.Install.sh

7. クライアントへの不正アクセスを防止するために、パスワード
を作成して入力します。このパスワードを忘れないように、注
意してください。

注： クライアントのパスワードには、基本的な英数字（ロービット
ASCII）のみ使用できます。Macintoshのハイビット文字は、Windowsの
ハイビット文字には対応していません。たとえば、Luf$Luf00は問題あ
りませんが、Lüf•Lüføøでは問題が起こります。
インストールが完了すると、クライアント エージェントが自動的に起
動します。

以前のバージョンのRetrospectからのアップグ
レード
Mac向けRetrospect 8では、以前のバージョンとは異なるアーキテクチ
ャを基盤としており、異なる構成ファイルを使用しているため、バー
ジョン8ではバージョン6.x以前のインストールの設定をインポートし
ません。このため、アップグレードするときは、Retrospect 8のバック
アップ環境を再構築する必要があります。一般的な手順を以下に示し
ます。この手順について説明しているユーザーズ ガイドの章も示し 
ます。

1. Retrospect 8サーバーとコンソール（第1章）をインストールし
環境設定を構成します（第7章）。
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2. 新しいメディア セットを作成し、バックアップ データを格納す
るためのメディアを割り当てます（第5章）。

3. 新しいルールを作成します（以前のバージョンのセレクタを置
き換えます）（第7章）。

4. Retrospectクライアント コンピュータとネットワーク共有にロ
グインします（第4章）。

5. お気に入りフォルダを定義して、以前のバージョンのサブボ 
リュームを置き換えます（第3章）。

6. タグを割り当て、以前のバージョンのソース グループを置き換
えます（第3章）。

7. バックアップ、コピー、グルーミングなどの操作のスクリプト
を作成します（第5章と第7章）。

Retrospectエンジンの停止と起動
Retrospectサーバ マシンにRetrospectエンジンをインストールすると、
自動的に起動され、通常はRetrospectコンソールを使用しての管理以外
にエンジンを管理する必要はありません。ただし、手動でエンジンを
シャットダウンする場合は次のようにすることができます。

1. Retrospectサーバ マシンで「システム環境設定」を開きます。
2. 「システム環境設定」でRetrospectのアイコンをクリックし 
ます。

3. ウィンドウの左下角にある鍵の形のアイコンをクリックしま
す。管理者の名前とパスワードを入力し、［OK］をクリックし
ます。

4. エンジンをシャットダウンするには、［Retrospect エンジンの
停止］をクリックします。しばらくするとエンジンが停止し、
ボタンが［Retrospect エンジンの起動］に変わります。エンジ
ンを再起動するには、このボタンをクリックします。

5. 通常、Retrospectエンジンはシステム起動時に自動的に起動され
ます。そうしたくない場合は［Retrospectエンジンをシステム起
動時に起動する］のチェックを外します。
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Retrospectコンソールの起動と停止
Retrospectコンソールを起動するには、お使いのマシンの［アプリケー
ション］フォルダ内のRetrospectアプリケーションのアイコンをダブル
クリックします。Retrospectコンソールが開き、同じコンピュータ上で
Retrospectエンジンが実行されているかを自動的に検出します。エンジ
ンが同じマシンにあって実行されている場合、Retrospectコンソールが
自動的に接続します。ローカルのRetrospectエンジンがない場合、コン
ソールのボトムバーのプラス（+）ボタンをクリックしてリモートの
Retrospectエンジンを1つ以上追加することができます。
ヒント： 開いたダイアログの［サーバ アドレス］に、Retrospectエン
ジンを実行しているマシンのIPアドレスを入力できます。または、マ
シンがローカル サブネットにある場合は、Server.localなどのコン 
ピュータ名を入力できます。マシンのコンピュータ名は、［システム
環境設定］の［共有する］カテゴリーに表示されます。
ローカルまたはリモートのRetrospectエンジンに初めて接続すると
き、Retrospectが［プリファレンス］ウィンドウを開き、そのエンジンの
ライセンス コードを入力するよう促します。この情報を入力し、［追
加］をクリックします。
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表示された登録画面で、次のいずれかのボタンをクリックします:

• ［登録］：ご利用のRetrospectをまだ登録しておらず、登録する
場合。このボタンをクリックすると、デフォルトのWebブラウ
ザが起動され、登録Webサイトが開きます。ここで登録用の 
フォームに記入します。

• ［登録済み］：ご利用のRetrospectが登録済みの場合。
入力されたライセンス コードに基づき、Retrospect［プリファレンス］の 
［ライセンス］パネルに［Multi Server NFR］、［無制限のクライアン
ト］、［オープン ファイル バックアップ アドオン］のコードが表示
されます。
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ヒント： ［プリファレンス］ウィンドウが開いている間に、［全般］パ
ネルをクリックしてRetrospectサーバの名前を［サーバ名」の欄に入力
することを推奨します。デフォルトで、Retrospectは「システム環境設
定］の「共有」パネルに示されたサーバ マシンのコンピュータ名を 
サーバ名として使用しますが、ユーザーにとって内容が分かりやすい
名前ではない場合があります。
また、［サーバのパスワードを変更］ボタンをクリックし、希望のパ
スワードを入力して、ログインした各Retrospectエンジンにパスワード
を割り当てる必要があります。この手順を実行することにより、ネッ
トワーク上で実行している他のRetrospectコンソール アプリケーショ
ンからRetrospectエンジンへの不正アクセスを防止します。
［環境設定］ウィンドウでの作業が完了したら、ウィンドウを閉じます。
Retrospectを終了するには、［Retrospect］メニューの［Retrospectを終
了］を選択するか、Cmd-Qを押します。
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Retrospectコンソールの概要
Retrospect 8コンソールは、Retrospectサーバで起こるアクションを制御
するユーザー インタフェースです。Retrospectコンソールは、 
Retrospectサーバ マシンで実行できます。また、ネットワーク上のど
こからでもサーバを操作できます。コンソール ウィンドウを詳しく見
てみましょう。

Retrospect 8のコンソール ウィンドウは複数のセクションから構成され
ています。

ツールバー
ウィンドウ上部に横方向に配置されたツールバーには、バックアッ
プ、コピー、復元アシスタントを起動するボタン（Retrospectでスクリ
プトを作成し、アクティビティを実行する最も簡単な方法）、アク 
ティビティ一時停止ボタン、検索フィールドがあります。
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サイドバー
左側のサイドバーでは、どのRetrospectサーバを制御するかを選択しま
す。ネットワーク上に複数のRetrospectサーバがある場合、それらすべ
てがこのサイドバーに表示されます。 サーバの横にある三角ボタンを
クリックすると項目を表示または非表示にすることができ、それを 
使ってそのサーバの機能を制御できます。各サーバには次の項目があ
ります:

• ［操作］には、Retrospectが実行した、または実行中、実行予定
（スコープ バーからの選択による）のバックアップ、コピー、
復元イベントのリストが表示されます。一番左側の状況アイコ
ンは、そのアクティビティが正常であったか、問題があったか
を表示します。また、アクティビティの日付と時刻、そのアク
ティビティに関連づけられたスクリプト名、操作のタイプ、ア
クティビティのソースと宛先、および（現在と過去の操作につ
いて）アクティビティの速度を確認することができます。

• ［過去のバックアップ］は、以前のバージョンのRetrospectのス
ナップショット（バックアップ中にソース ボリュームにある 
ファイルすべてのリストを表示）とセッション（バックアップ
操作中にコピーされた実際のファイル）の概念を組み合わせた
ものです。MacまたはWindowsクライアントで過去のバック 
アップのリストをフィルタすることができます。

• ［スクリプト］は、スケジュールの有無を問わず、Retrospectの
すべてのアクションを制御します。スクリプトを作成しない即
時アクション（即時バックアップのような）の概念は存在しな
くなりました。［スクリプト］リストでスクリプトをハイライ
トして選択し、リスト表示ツールバーで［実行］ボタンをク 
リックして、任意のスクリプトを即時に実行することができ 
ます。
［スクリプト］リスト下の詳細表示を使い、選択したスクリプ
トを見直し、変更することができます。詳細表示のタブをク 
リックすると、スクリプトのサマリー表示、スクリプトのソー
ス、宛先、ルールの設定、実行するスクリプトのスケジュール
作成または変更、スクリプトのさまざまなオプション設定がで
きます。
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• ［ソース］にはRetrospectサーバのすべてのローカル ボリュー
ム、ログインしているネットワーク共有、追加されたRetrospect
クライアント コンピュータのリストが表示されます。［ソー
ス］リスト表示のリスト表示ツールバーで［追加］ボタンをク
リックすると、6.1（またはそれ以降）のMac向けRetrospectクラ
イアント、あるいは7.6（またはそれ以降）のWindows向け
Retrospectクライアントを実行しているクライアント コンピュー
タを追加できます。NASデバイスと共有も同様に追加できま
す。［ソース］リストには、ソースの名前、ソースがあるマシ
ン、そのマシンが実行しているOS、その容量、その容量のうち
どのくらいが使用済みかを含め、各ソースに関する情報が表示
されます。

• ［メディア セット］にはバックアップに使用されるメディア  
セットのリストが表示されます。スコープバーを使い、メディ
ア セットの異なるタイプ（すべて、テープ、ディスク、光メ 
ディア、ファイル）に基づき、 リストの結果をフィルタするこ
とができます。

• ［ストレージ デバイス］には、Retrospectサーバに接続されたス
トレージ デバイスのリストが表示されます。このリストには、
ハード ディスク、リムーバブル ディスク、NASボリュームは表
示されません（これらは［ソース］下に表示されます）。光メ
ディアドライブやテープ ドライブおよびライブラリなどのハー
ドウェア デバイスが含まれます。

• ［レポート］はサイドバーの最後の項目です。三角ボタンをク
リックして含まれるレポートのリストを表示します。カスタム 
レポートはほぼすべてのリスト表示から保存できます。レポー
トに表示させたい特定の欄の表示/非表示を切り替えるには、リ
スト表示の任意の欄の見出しを右クリックし、並べ替え順を設
定するには欄の見出しをクリックし、リストに表示される結果
をフィルタするにはスコープ ボタンをクリックし、さらにフィ
ルタ条件を追加するにはスコープ バーの右のプラス（＋）ボタ
ンをクリックし、必要に応じて条件をドラッグして順序を変
え、スコープ バーで［レポートの保存］をクリックします。レ
ポートに名前をつけるよう促されます。［レポート］リストの
下に作成したレポートが表示されます。
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リスト表示と詳細表示
［リスト表示］とオプションの［詳細表示］は、ウィンドウのメイン
セクションにあります。リストと詳細の内容は、サイドバーで選択し
た項目と、スコープ バーで選択した内容によって変わります。

リスト表示ツールバー
［リスト表示］とオプションの［詳細表示］は、ウィンドウのメイン
セクションにあります。

スコープバー
スコープ バーには、コンテキスト依存スコープ ボタン、［レポートの
保存］ボタン、そして適時にリスト表示の上部に表示され、事前定義
またはユーザー定義の条件に基づきリスト表示をフィルタできる 
（＋）条件追加ボタンがあります。

ボトムバー
ボトム バーには、Retrospectサーバをサイドバーに追加するための 
（＋）追加ボタン、歯車のアイコンのアクション メニュー ボタン 
（レポート編集と操作の一時停止が可能）、詳細パネル用の表示/非 
表示ボタンがあります。

ダッシュボード
［ダッシュボード］はサイドバーでRetrospectサーバをクリックしたと
きのみ表示されます。1つの便利な表示方法で表示された、そのサーバ
に関する選択されたレポートの概要を含みます。ダッシュボードを使
い、すべてのバックアップ、コピー、復元アクティビティのサマリー
をすばやく取得できます。［ダッシュボード］表示には任意のレポー
トを追加できます。
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第2章： 基礎
この章では、Retrospectの主な概念について説明します。このマニュ 
アルとプログラム自体は、この基本概念に常に従っているため、 
Retrospectの機能を最大限に発揮させるにはこの概念を理解することが
重要です。この章では、Retrospectの仕組み、データのバックアップに
使用できるさまざまなメディア セットの種類、メディア セットで実行
できるバックアップ操作について、説明します。
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Retrospectの仕組み
Retrospectは、要求されるまでバックアップ ファイルが削除または上
書きされることがないよう保証するバックアップ保管方法を使用しま
す。このため、ファイルはバックアップ メディア上に無期限に維持
されます。たとえば、、ある特定の文書で一定期間作業をしていた場
合、Retrospectはバックアップのたびにその文書の異なるバージョンを
バックアップします。必要に応じて、Retrospectではある特定時点に 
バックアップ済みのファイルの旧バージョンを取得することができ 
ます。
Retrospectは常にプログレッシブ増分バックアップを実行します。プロ
グレッシブ増分バックアップは、現在バックアップ用に使用している
メディア セットにないファイルのみをインテリジェントにコピーしま
す。これらのファイルは通常、前回のバックアップ以降の新しいファ
イルまたは変更されたファイルです。「フル」または「増分」バック
アップのどちらかを指定する必要はありません。Retrospectはデフォル 
トでまだバックアップされていないすべてのファイルをコピーします。
Retrospectでは、バックアップに追加する必要があるのは一意の各ファ
イルの1つのインスタンスのみであるため、バックアップ メディアの
容量を節約できます。このようにしないと、ファイルの重複コピーで
容量が使い尽くされる可能性があります。この容量節約の手法は、 
ファイルレベルの重複除外またはシングル インスタンス ストレージ
と呼ばれます。
Retrospectでのバックアップ、コピー、復元操作のすべてがソースと宛
先を必要とします。バックアップでは、ソースは一般にハード ドライ
ブまたはハード ドライブ上のフォルダです（Retrospectではそれぞれ
「ソース」と「お気に入りフォルダ」と呼びます)。宛先は通常ディス
クやテープなどバックアップ メディア上に保存されたメディア セッ
トです。
Retrospectは、メディア セットに含まれるファイルとフォルダのイン
デックスであるカタログ ファイルを使用して、メディア セット内の
変更されたファイルの世代を管理します。バックアップ メディアそ
のものを実際に検索すると、デジタル テープのようなメディアでは
特に、時間がかかりますが、カタログによってその必要がなくなるた
め、ファイルを迅速に検索することができます。デフォルトでは、カ
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タログ ファイルはRetrospectサーバ コンピュータの次の場所に保存さ
れています。Library/Application Support/Retrospect/Catalogs/ 

ソース
ソースとは、バックアップ対象のディスク ボリューム、ディスク ボ 
リューム上のフォルダ、ネットワーク クライアントです。バックアッ
プする各ソースは［ソース］リストに追加する必要があります。
Retrospectはバックアップするボリュームやフォルダを指すためにソー
スという語を使うこと、そしてバックアップを書き込むハード ディス
ク ボリュームに対してもソースという語を使うことを理解することが
重要です。たとえば、「マイ ディスク」という名前のクライアントの
ハード ディスク（ソース）を、「バックアップ ディスク」という名前
のハード ディスク上にあるディスクまたはファイル メディア セット
にバックアップすることができます（「バックアップ ディスク」も 
バックアップ可能なハード ディスクであるため、［ソース］リストに
も表示される）。
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［ソース］リストの上のツールバーで、ソースの追加や削除、お気に
入りフォルダの追加など、［ソース］リストのアイテムを操作できま
す。リストの下のタブ付きエリアでは、リストで選択したソースにつ
いての重要な詳細情報が表示されます。

メディア セット
メディア セットは、バックアップするファイルとフォルダの宛先で
す。メディア セットは、1つまたは複数のディスク、テープ、光ディ
スク、または単一のファイルで構成されています。個々のメディア 
（テープ、光ディスク、ハード ディスクなど）は、メディア セットの
メンバーです。メディア セットは、1つまたは複数のディスクまたは
テープ、または単一のファイルで構成されています。個々のメディア
（テープまたはハード ディスクなど）は、メディア セットのメンバー
です。1つのメディア セットは、ハード ドライブ、ディスク アレイ、
テープ、さらにはフラッシュ メモリなど、 あらゆるストレージ メ 
ディアで構成できます。
単一のメディア セットにバックアップできるソース ボリュームの数に
制限はありません。たとえば、バックアップ先の単一メディア セット
に、自分のコンピュータの内蔵ハード ディスク、外付けハード  
ディスク、Retrospectクライアント ソフトウェアがインストールされ
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たコンピュータの同僚のハード ディスク、さらにMac OS X Serverまた
はWindows Serverもバックアップできます。すべてのメディア セット
は、Retrospectの［メディア セット］リストに表示されます。
リストの上のツールバーで、メディア セットの追加、削除、コピー、
検証などの機能を使用して、メディア セットを操作できます。リス 
トの下のタブには、選択したメディア セットの詳細情報が表示され 
ます。

ディスクまたはテープがデータでいっぱいになると、Retrospectは新
しいメンバーを要求し、メディア セットに追加してデータの付加を
続行します。使用できる新規または消去されたメディアを自動的に
使用します。Retrospectが探している名前を持つメディアがある場
合、Retrospectはそのメディアのデータを消去して再利用します。ただ
し、メディアの名前が異なり、そのメディアにデータがある場合は、
自動的に使用することはありません。
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Retrospectでメディア セットを作成するとき、次のいずれかのタイプ
とすることができます:

•	 ディスク メディア セットは、Retrospectの最もフレキシブルな
メディア セットです。ハード ディスク、NAS（Network  
Attached Storage）、リムーバブル カートリッジ、フラッシュ メ
モリなど、複数のランダム アクセス ストレージ デバイスにま
たがってバックアップができます。領域を再利用可能にするた
め、古いバックアップをディスク メディア セットからグルーミ
ングすることができます。また、バックアップ操作で使用中の
ディスク メディア セットから復元を実行することもできます。
テープ バックアップを使用しない場合、ディスク メディア  
セットは最も利用されるバックアップ先となるはずです。ディ
スク メディア セットでは、各ファイルが600 MBを超えない大
きさの一連のファイルをバックアップ先メディアに書き込みま
す。これは、このようなファイルがオフサイト ヴォールトなど
の追加ストレージに複製される環境で便利です。Retrospectで
は、バックアップ ファイルを格納するフォルダをディスク メ 
ディア セットの単一メンバーと解釈します。ディスク メディア 
セットは旧バージョンのRetrospectに存在するより柔軟性の低い
リムーバブル ディスク セットを代替します。ディスク メディ
ア セットのカタログは、通常Retrospectサーバのハード ドライ
ブに保存されます。

•	 テープ メディア セットは、ストレージ メディアとしてテー
プ ドライブとバックアップ テープを使用します。Retrospect
は、DATドライブ、LTOドライブ、AITドライブ、VXAドライ
ブ、DLTドライブを含む、多様なタイプのテープ ドライブに対
応します。対応しているドライブの完全なリストは、Retrospect
ウェブサイトを参照してください。（複数のテープに対応し、
それらを自動的に読み込むことができる）テープ ライブラリな
どの一部のドライブは、Advanced Tape Supportのアドオンに対
するライセンスが必要な場合があります。テープ メディア セッ
トのカタログは、通常Retrospectサーバのハード ドライブに保
存されます。
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•	 テープWORMメディア セットはテープ メディア セットに類
似していますが、使用するテープがWORM（Write Once, Read 
Many）であることが異なります。その名前から分かるよう
に、WORMテープはデータが書き込まれると、削除や再利用が
できません。WORMテープはアーカイブ目的で使用され、文書
保管の政府規制に準拠しています。テープWORMメディア セッ
トのカタログは、通常Retrospectサーバのハード ドライブに保
存されます。

•	 ファイル メディア セットは、カタログ ファイルとバックアッ
プされたデータを統合し、単一のファイルとしてボリュームに
格納します。ディスク メディア セットを保存できる場所ならど
こでも保存できますが、保存先のボリュームのサイズや、ファ
イル システム（FAT32、NTFS、HFS+など）の最大ファイル サ
イズに制限されます。ファイル メディア セットのバックアッ
プは、メディアをまたがることはできません。ファイル メディ
ア セットは、すべて（カタログおよびバックアップされるデー
タ）が単一のファイル内で自己完結している小規模なジョブに
役立ちますが、ほとんどの場合、ディスク メディア セットを使
用することを推奨します。

メディア アクション
バックアップ スクリプトを手動で実行するときは常に、または後で自
動実行するようスクリプトを設定するとき、4つのメディア アクショ
ンのうち1つを選択します。メディア アクションによって、Retrospect
に物理メディアの処理方法が指示され、それにより、バックアップ対
象のファイルにも影響があります。
Retrospectの4つのメディア アクションは次のとおりです。

•	 メディア アクションなし：デフォルトで選択されています。現
在のバックアップ中にメディアに対して特に処理は必要ないこ
とを通知します。通常、Retrospectはプログレッシブ増分バック
アップを実行し、メディア セット上にすでに存在するファイル
をコピーしないため、時間とメディア上の領域が節約されます。
つまり、新規のファイルおよび最後のバックアップ以降に変更さ
れたファイルのみを、同じメディア セットにコピーします。
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•	 新しいメンバーにスキップ：現在のメディア セット内に新しい
メンバーを作成します。新しいメディアを要求するダイアログ
が表示され、次のバックアップ処理で使用するメディアを挿入
できます。このメディア アクションは、以前特定のメディア  
セットに使用したメディアが使用できない場合に役立ちます。

•	 新しいメディアセットを開始：新しい宛先メディア セット（以
前のメディア セットと類似した名前）を選択したタイプで作成
します。メディア セットのタイプに応じて、新規または消去し
たディスクあるいはテープを使用します。ディスク メディア  
セットの場合は、ディスク上に新しいフォルダを作成し、バッ
クアップされたデータはフォルダ内の一連の600 MBのバック 
アップ ファイルに書き込まれます。「新しいメディアセットを
開始」を使用すると、古いメディアを安全なオフサイトのスト
レージに保管できます。

•	 メディア アクションのリサイクル：先に宛先メディア セット
のカタログ内容（存在する場合）をクリアし、バックアップさ
れたファイルが見えないようにします。次に、メディア セット
の最初のメディア メンバーを探し、使用できる場合は消去しま
す。最初のメンバーを使用できない場合、任意のメディア セッ
トのタイプに適切で、使用可能な新規または消去されたメディ
アを使用します。ソースから選択されたすべてのファイルと 
フォルダが、メディア セットにバックアップされます。「メ 
ディア アクションのリサイクル」は、1つまたは複数のメディ
ア ピースを再利用する場合に使用します。

注：一致させるオプションがオンになっている限り（デフォルト）、 
Retrospectはプログレッシブ増分バックアップを実行し、すでにバッ
クアップされたファイルと完全に一致しないファイルのみを追加しま
す。メディア セットとそのカタログ ファイルが空の場合、Retrospect
のプログレッシブ増分バックアップは、バックアップした各ソースの
復元に必要なすべてのファイルを自動的に追加します。
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カタログ ファイル
Retrospectは独立したカタログ ファイル（通常はRetrospectサーバの 
/Library/Application Support/Retrospect/に存在する）を使用して、メ
ディア セットのすべてのファイルとフォルダを追跡します。カタログ
は、バックアップ メディア上のファイルのインデックスまたは目次と
考えることができます。カタログによって、メディアをバックアップ 
デバイスに挿入することなくメディア セットの内容を参照でき、ファ
イルの検索および取得が大幅に高速化されます。
カタログ ファイルは、メディア セットとの間でファイルをコピーす
るすべての操作に必要です。破損したカタログは、メディア セットの
リスト表示ツールバーの［修復］ボタンを使用して、修復できます。
カタログが失われた場合、または重度の破損によって修復できない場
合、メディアを読み取ってインデックスを再作成することにより、カ
タログを再構築できます。

Retrospectクライアント
RetrospectはMacintoshデスクトップにマウントされた任意のドライブを
バックアップできます。ドライブはローカルでも共有ネットワーク上
のボリュームでもかまいません。
Retrospectクライアントによって、ネットワーク上のその他のコン 
ピュータも、バックアップおよび復元することができます。Retrospect
クライアント ソフトウェアを搭載したコンピュータはRetrospect
クライアント コンピュータ、または単にクライアントと呼ばれま
す。Retrospectは、ファイル サーバのインストール、ファイル共有の
開始、ボリュームのマウントを実行しなくても、ネットワーク上のク
ライアントのバックアップを、完全な管理者権限で実行できます。
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プアクティブ バックアップ
Retrospectのプロアクティブ バックアップは、ネットワークやディスク
構成の変化に対応できます。
プロアクティブ バックアップでは、特殊なスクリプトによるバック 
アップを使用します。指定された日時に指定されたメディア セット
にソースをバックアップするのではなく（通常のスクリプト）、プロ
アクティブ バックアップ スクリプトは、一時的にネットワーク上に
存在するコンピュータとボリューム（Retrospectクライアント ソフト
ウェアがインストールされたノートブック コンピュータなど）を探
します。ソースが見つかると、Retrospectはこれをバックアップしま
す。Retrospectクライアントのユーザーがボリュームのバックアップを
要求することもできます。プロアクティブ バックアップ スクリプトは
多くの場合、定期的なバックアップ スクリプトと併用すると、包括的
なバックアップ戦略を実現します。
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第3章： ハードウェア
この章では、Retrospectがさまざまなバックアップ デバイスとどのよう
に連携するか、そしてRetrospectからハードウェアがどのように見え、
どのように制御するかについて説明します。
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ソースとストレージ デバイス
Retrospectでは、ハードウェアはサイドバーからアクセスできる2つの
異なるプログラム領域、［ソース］と［ストレージ デバイス］に表示
されます。

ソース
1つ目の領域、［ソース］には、Retrospectバックアップ エンジンを
実行しているコンピュータに接続されているハード ドライブと、そ
のハード ドライブ上に定義されたお気に入りフォルダが表示されま
す。Retrospectでは、お気に入りフォルダは別個のソースとして、お気
に入りフォルダ自体が配置されているハード ドライブにかかわらず 
バックアップできます。［ソース］には、Retrospectに詳細を指定した
ネットワーク ボリュームも表示されます。ネットワーク ボリューム
は、ファイル サーバやNAS（ネットワーク接続型ストレージ）などの
ネットワーク共有としてマウントされるか、Retrospectクライアント
（Retrospectクライアント ソフトウェアを実行しているコンピュータ）
としてマウントされます。Retrospectクライアント、NASデバイス、 
ネットワーク共有に関する操作の詳細については、第4章を参照してく
ださい。
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［ソース］リストでは、表示するソースのタイプに応じて異なるアイ
コンが使用されます。

ハード ドライブ：Retrospectサーバ マシンに接続されているも
のと、Retrospectクライアント マシンに接続されているものが
あります。
Retrospectクライアント：三角ボタンと共に表示されます。ク
リックして開くことで、Retrospectクライアント マシンに接続
されているハード ドライブを表示できることを示します。
AFPやSMBなどのファイル共有プロトコルを使用してログイン
されているネットワーク ボリュームまたは共有です。
お気に入りフォルダです。

Retrospectでは、Macデスクトップにマウント可能な任意のメディアを
ソースとして使用することができます。したがって、メディアがハー
ド ドライブか、ネットワーク共有か、Retrospectクライアント マシン
に接続されたハード ドライブ、さらにはフラッシュ メモリ ドライブ
や、リムーバブル メディアを挿入したディスク ドライブかに関係な
く、すべて［ソース］リストに表示されます。

［ソース］ツールバーの使用方法
［ソース］リストの上にある［ソース］ツールバーでは、［ソース］
リストで選択したアイテムに対して、さまざまなアクセスを実行でき
ます。選択したソースに応じて、ツールバーのそれぞれ異なるアイテ
ムがアクティブになったり、ならなかったりします。
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ツールバーのボタンには次の機能があります。
•	 追加：ダイアログを開き、ネットワーク共有やRetrospectクライ
アント コンピュータを［ソース］リストに追加できます。

•	 削除：選択したRetrospectクライアント コンピュータ、ネット
ワーク共有、またはお気に入りフォルダが［ソース］リストか
ら削除されます。

•	 お気に入りの追加：選択したソース上のフォルダを選択して、
お気に入りフォルダとして指定できます。

•	 名前の変更：選択したRetrospectクライアントの名前を変更でき
ます。この変更でRetrospect内のクライアント名が変更されます
が、実際のマシン名は変更されません。つまり、Retrospectの 
［ソース］リストに表示されるクライアント名のみが変更され
ます。

•	 クロックの設定：選択したRetrospectクライアント コンピュー
タの日付と時刻を変更し、Retrospectサーバの日付と時刻に一致
させます。

•	 更新：選択したRetrospectクライアント コンピュータへの接続
をテストし、IPアドレスや接続速度などの情報を更新します。

•	 検出：既存のRetrospectクライアントをスクリプトから一切削除
することなく、そのクライアントに新しいアドレスを関連付け
ることができます。

•	 更新：選択したコンピュータのRetrospectクライアント ソフト
ウェアを更新できます。

•	 パスワード：選択したネットワーク共有またはRetrospectクライ
アント コンピュータのログイン情報を変更します。

•	 取り出し：選択したネットワーク共有をアンマウントします。
•	 消去：選択したソースからすべてのデータを消去します。この
操作は元に戻せないため、実行する際は十分に注意してくだ 
さい。
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スコープ バーの使用方法
Retrospectで管理するソースの数は非常に多いため、［ソース］リスト
のアイテムを2つの方法でフィルタできるスコープ バーが用意されて
います。リストに表示されるソースをフィルタするには、スコープ  
バーのボタンのいずれかをクリックします。

1つ目のグループでは、ソースで使用されているオペレーティング シ
ステムを基準に［ソース］リストのアイテムをフィルタできます。
［サーバ］ボタンをクリックすると、リストが限定され、サーバ オ
ペレーティング システムを実行しているコンピュータのみが表示さ
れます。これには、任意のバージョンのMac OS X Server、Windows 
Server、NAS（ネットワーク型ストレージ システム）で使用される 
サーバ ソフトウェアが含まれます。［デスク（ラップ）トップ］ボタ
ンをクリックすると、リストが限定され、Retrospectでサポートされて
いるサーバ オペレーティング システム以外（完全なリストについては
第1章の『要件』を参照）を実行しているRetrospectクライアント コン 
ピュータのみが表示されます。
2つ目のグループでは、［ソース］リストのアイテムをタイプ別にフィ
ルタできます。［ローカル］ボタンをクリックすると、Retrospectサー
バ コンピュータに接続されているソースのみが表示されます。［クラ
イアント］ボタンをクリックすると、Retrospectクライアント コン 
ピュータのみが表示されます。［共有］ボタンをクリックすると、 
ネットワーク共有のみが表示されます。
注： スコープ バーの2つのボタンのグループはインタラクティブで
す。スコープ バーの1つ目のグループのボタンをクリックすると、2つ
目のグループのボタンでさらにフィルタする場合に表示されるアイテ
ムが影響されます。たとえば、ネットワークにNASデバイスが接続さ
れているとします。1つ目のグループで［すべて］または［サーバ］ 
フィルタを選択した場合、2つ目のグループで［共有］を選択すると
NASが表示されます。しかし、1つ目のグループで［デスク（ラップ）
トップ］を選択した場合、NASはフィルタで除外されるため、 
2つ目のグループでは何も表示されません。
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詳細領域の使用方法
［ソース］リストの下の詳細領域には、［ソース］リストで選択し 
たソースに関する追加情報が表示されます。詳細領域には、［サマ 
リー］、［オプション］、［タグ］の3つのタブがあります。
サマリー： ［サマリー］タブには、選択したソースに関する情報が表
示されます。表示される情報は選択したソースの種類に応じて変化し 
ます。

［概要］セクションには、クライアントの名前、前回のバックアップ
および次回にスケジュールされているバックアップの日付、バック 
アップ ステータスなどの主要な情報が表示されます。［説明］セク 
ションには、ソースの容量、ネットワーク アドレス情報、バックアッ
プ パフォーマンス速度に関する情報が表示されます。
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オプション：［オプション］タブでは、Retrospectクライアント マシ
ンのアイテムのみがアクティブになります。

［暗号化ネットワーク リンク］の横のチェックボックスをオンにする
と、選択したRetrospectクライアント コンピュータとRetrospectサーバ
の間の転送が暗号化されます。スリープ中のクライアント コンピュー
タでプロアクティブ バックアップ アクティビティを実行するために起
動させたい場合は、［ウェイクオンLANを有効にする］の横のチェッ
クボックスをオンにします。
［ボリューム］セクションでは、［バックアップ］ポップアップ メ 
ニューから［すべてのボリューム］、［選択されたボリューム］、ま
たは［起動ボリューム］を選択できます。［選択されたボリューム］
を選択した場合、バックアップするボリュームの横にチェックマーク
が付いていることを確認します。
ヒント：［選択されたボリューム］を使用することで、Retrospectの他
の機能ではバックアップ対象として選択されるマシンのボリュームを
除外することができます。たとえば、タグを使用して（タグの詳細に
ついては後述）、特定のRetrospectクライアント マシンを選択するこ
とができます。この場合、デフォルトでは、そのマシンに接続されて
いるすべてのボリュームがバックアップされます。［選択されたボ 
リューム］を使用することで、必要なボリュームのみをバックアップ
できます。
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タグ： ［タグ］タブはデフォルトでは空です。ここでは特定のソース
に適用できるタグを作成できます。これらのタグをスクリプトで使用
することで、特定のタグ付きのアイテムのみを対象にRetrospect処理を
実行できます。タグを使用して、複数のボリュームをグループ化し、
整理することができます。ユーザーが作成したタグは、［ソース］タ
ブの［スクリプト］カテゴリに表示されます。
たとえば、会計部門のボリュームを含む「Accounting」タグを作成で
きます。その後、バックアップ スクリプトを作成するときに、個々の
会計ボリュームを1つずつ選択するのではなく、「Accounting」タグを
選択するだけで、そのグループに含まれるすべてのボリュームが自動
的に選択されます。また、すべてのポータブルRetrospectクライアント 
マシン用に「Laptops」タグを作成しておけば、プロアクティブ バック
アップ スクリプトに含まめるマシンを選択するときに、簡単にこれら
のマシンを選択できます。
新規タグを作成するには、［タグ］タブの下にある［+］（プラス）
ボタンをクリックします。ダイアログでタグの名前を入力すると、リ
ストに新しいタグが表示されます。

ソースに1つ以上のタグを割り当てるには、［ソース］リストでソース
を選択してから、目的のタグの横にあるチェックボックスをオンにし
ます。同様に、ソースからタグを削除するには、［ソース］リストか
らソースを選択し、削除対象のタグの横にあるチェックボックスをオ
フにします。
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Retrospectからタグ自体を削除するには、タグを選択してから［タグ］
タブの下にある［-］（マイナス）ボタンをクリックします。このアク
ションの実行を確認するプロンプトが表示されます。タグを削除する
操作を誤った場合に元に戻すことはできないため、十分に注意してく
ださい。タグを削除すると、そのタグを適用したすべてのボリューム
からそのタグが削除されますが、ボリュームにそれ以外の影響はあり
ません。削除したスクリプトを使用しているスクリプトをすべて 
チェックする必要があります。

［ソース］リストのカスタマイズ
［ソース］リストはカスタマイズできます。ほとんどの列は、列見出
しをクリックすることで、昇順または降順にソートできます。選択し
た列がハイライト表示され、列見出しに上または下向きのソート失印
が表示されます。列の順番は、列見出しをドラッグすることで変更で
きます。2つの列見出し間の線をクリックしてドラッグすることで、列
の幅を変更できます。
［ソース］リストのデフォルトの選択は、 ［ステータス］、［名前］、
［マシン］、［オペレーティング システム］、［使用領域］、［合計
容量］、［最後のバックアップの日付］、［ファイルを参照］です。
任意の列見出しを右クリックすることで、コンテキスト メニューが開
き、 ［パス］、［インターフェイス］、［タイプ］、［接続］、 
［ファイル システム］、［エージェントのバージョン］、［空き領
域］、［次のバックアップ日付］を選択して追加できます。

ストレージ デバイス
Retrospectでバックアップ ハードウェアが表示されるもう1つの場所
は、サイドバーの［ストレージ デバイス］カテゴリの下です。ここに
表示されるデバイスは、テープ ドライブやライブラリ（ローダー、
オートチェンジャー、オートローダーと呼ばれることもあります）な
ど、直接Retrospectによって制御されるデバイスです。
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［ストレージ デバイス］リストについてさらに詳しく説明します。デ
フォルトでは、［名前］、［状態］、［場所］の3つの列から構成され
ます。各列の機能は次のとおりです。

•	 名前：ストレージ デバイス、マガジン、またはメディアの名前
が表示されます。Retrospectによる制御と使用が可能なデバイス
の名前の左には、グレーの三角ボタンが表示され、そのデバイ
スで利用できるメディアの表示/非表示を切り替えることができ
ます。トップ レベル名の横にグレーの三角ボタンがないデバイ
スが表示された場合、Retrospectではそのデバイスをバックアッ
プ先として使用できないことを意味します。

•	 状態：ストレージ デバイスによって報告されるデバイスのス 
テータスが表示されます。たとえば、ほとんどのテープ ドライ
ブでは、書き込み可能なテープがドライブに装填されていると
きに［準備完了］と報告されます。下のスクリーンショットで
は、デバイスはテープ ライブラリなので、1台目のドライブの
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デバイス ステータスは、「6： 準備完了」となっています。こ
れは、スロット6のテープがドライブに装填され、使用する準備
が整っていることを意味します。

•	 場所：コロンで区切られた3つの数字（n:n:n）が表示されま 
す。それぞれ、バス：ID：LUNを表しています。内蔵ATAPI 
（DVD+RWドライブ）、内蔵SATA、FireWire、USB、SCSI
は、それぞれ独自のバスで表されます。IDはそのバス上のデバ
イスのIDです。LUN（論理ユニット番号）は、SANまたは一部
のiSCSI構成で論理ボリュームのIDを表すために使用されます。

詳細領域の使用方法
［ストレージ デバイス］リストの下の詳細領域には、リストで選択し
たデバイスの詳細情報が表示されます。詳細領域には、 ［サマリー］
と［オプション］の2つのタブがあります。
サマリー：［サマリー］タブには、選択したストレージ デバイスまた
はメディアに関する情報が表示されます。表示される情報は、選択し
たデバイスやメディアの種類に応じて変化します。
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［概要］スクリプトには、タイプ、ベンダー、モデル、ファームウェ
ア バージョン、インターフェイス、報告されたステータスなど、デバ
イスに関する重要な情報が表示されます。［説明］セクションには、
デバイスの場所とテープ ドライブの場合ドライブのクリーニング間隔
および最後の既知のクリーニングに関する情報が表示されます。［メ
ディア］セクションは、選択したデバイスに装填されているメディア
に関する情報が表示されます。表示される情報には、バーコード（一
部のテープ ライブラリで使用）、テープが初めて使用された日付、 
テープ上のデータが圧縮されているかどうか（［書式］に表示）、そ
の他のテープ属性が含まれます。
オプション： ［オプション］タブには、選択したストレージ デバイス
に関する情報が表示されます。このタブのコントロールは、選択した
デバイスに種類に応じてアクティブまたは非アクティブになります。
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詳細領域上部のコントロールは、テープ ドライブ用です。［テープ  
アラート］をオンにすると、テープ ドライブ エラーのアラートがロ
グに追加されます（エラーを表示するには、［表示］＞［ログ］を選
択）。一部のテープ ライブラリは、バーコード リーダでテープを追跡
できます。Retrospectでバーコード付きのテープを使用するには、 
［バーコード スキャンを有効にする］をオンにします。また、クリー
ニング間隔の時間数を入力することで、定期的なスケジュールでテー
プ ドライブをクリーニングするよう設定することもできます（デフォ
ルトの「0」はテープ ドライブのクリーニングについて一切通知しな
いことを意味します）。［マガジンごとのスロット数］設定は、多数
のスロットを備えるライブラリを使用する場合に便利です。スロット
をグループ化することで、［ストレージ デバイス］ビューでの表示と
管理が簡単になります。グループに含める最大スロット数を設定する
と、ライブラリはRetrospectによって自動的に整理されます。たとえ
ば、ライブラリに60個のスロットがあり、マガジンごとの最大スロッ
ト数を「15」に設定すると、それぞれ15個のスロットを持つ4つのマガ
ジン コンテナが作成されます。数を指定するときに、スロットまたは
マガジンの実際の物理的なグループと同じにする必要はありません。
表示目的のみに使用されます。
光学ドライブには［書き込み速度の設定］ポップアップ メニューを使
用します。デフォルト設定にした場合、ドライブが処理できる最高速
度でデータが書き込まれます。特定の記録可能メディアが最速で処理
できないことを知っている場合など、特別な必要性がある場合は、 
ポップアップ メニューから［高速］、［中］、または［時間がかか
る］から選択できます。

［ストレージ デバイス］リストのカスタマイズ
［ストレージ デバイス］リストはカスタマイズできます。ほとんどの
列は、列見出しをクリックすることで、昇順または降順にソートでき
ます。選択した列がハイライト表示され、列見出しに上または下向き
のソート失印が表示されます。列の順番は、列見出しをドラッグする
ことで変更できます。2つの列見出し間の線をクリックしてドラッグす
ることで、列の幅を変更できます。
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前述のリストのデフォルト列に加えて、任意の列見出しを右クリック
することで、コンテキスト メニューが開き、そこから ［タイプ］、 
［メディア セット］、［ベンダー］、［製品］、［ファームウェア］、
［インターフェイス］を選択して追加できます。

ハードウェアの概要
バックアップ デバイスにRetrospectとの互換性があることを確認する
には、Retrospect Webサイトで最新の互換性情報およびサポートされて
いるデバイスの具体的な詳細を確認してください。
ハードウェアおよびソフトウェアのインストールが有効であることを
確認したにもかかわらず、Retrospectとバックアップ デバイスに問題
が発生した場合は、第8章『トラブルシューティングとサポート資料』
を参照してください。

Retrospectとハードウェアの操作
ほとんどの時間、バックアップ ハードウェアはRetrospectの制御下で
動作します。しかし、ハードウェアを直接監視したり、問題をトラブ
ルシューティングしたりすることが必要になることがあります。この
セクションでは、特定のタイプのハードウェアでの操作について説明
します。

バックアップ デバイスの表示
バックアップ デバイスがRetrospectから見えており、Retrospectによっ
て使用されていることを確認するには、デバイスのタイプに応じて、
デバイスが［ソース］リストまたは［ストレージ デバイス］リストに
表示されることを確認します。Retrospectサーバのデスクトップからデ
バイスにアクセスできる場合、そのデバイスはRetrospectでも表示され
るはずです。ただし、Retrospectからrootユーザーとしてアクセスする
ネットワーク共有は例外です。［ストレージ デバイス］リストに表示
されるべきデバイスでデバイスが表示されない問題が発生した場合、
最初に［ストレージ デバイス］リストの上のツールバーにある［再ス
キャン］ボタンをクリックしてください。［再スキャン］をクリック
した後、［ストレージ デバイス］リストにデバイスが表示されるまで
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に、最大で2分ほどかかることがあります。バックアップ コンピュー
タに正しく接続されているすべてのバックアップ デバイスは、Apple
のシステム プロファイラ アプリケーションにも表示されるはずです。
これらのデバイスが表示されない場合は、デバイスのマニュアルで設
定に関する情報を確認してください。

トラブルシューティングのヒント： 

SCSIデバイスの場合、各デバイスの電源が入っていること、ケーブル
がしっかりと接続されていること、各デバイスに一意のIDが割り当て
られていること、SCSIチェーンが正しく終端処理されていることを
確認します。各デバイスとコンピュータ自体の電源が切られてない限
り、SCSIチェーンのデバイスの構成を変更しないでください。
SCSIチェーンの接続と終端処理が正しく行われていない場合、または
IDが競合している場合、さまざまな問題が発生します。最も無害な問
題は、デバイス ステータス リストにデバイスが表示されないことで
す。より深刻な（それでも小さな）問題は、バックアップ コンピュー
タとバックアップ デバイスの通信障害とその結果のデータ損失です。
最も深刻な問題は、コンピュータまたはSCSIチェーン上のSCSIデバイ
スへのダメージです。
［ソース］または［ストレージ デバイス］リストに表示されないドラ
イブは、Retrospectでサポートされていないか、特別な要件が必要であ
る可能性があります。最新の互換性情報およびサポートされているデ
バイスの詳細については、Retrospect Webサイト 
（http://www.retrospect.com ）を参照してください。

Finderでマウント可能なドライブ
Retrospectでは、バックアップ先としてFinderでマウントできる任意の
ドライブ（光学ディスクを除く）がサポートされています。たとえ
ば、Retrospectサーバに直接接続されている内蔵および外付けハード 
ドライブや、ネットワーク経由で接続されているハード ディスクなど
です。また、Retrospectでは、Finderでマウントできるリムーバブル メ
ディアおよびSSD（ソリッド ステート ドライブ）もサポートされてい
ます。

http://www.retrospect.com
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Retrospectで使用できるボリュームを確認するには、サイドバーで 
［ソース］をクリックして、［ソース］リストを表示します。

メディア セット タイプの選択

マウント可能なディスク ドライブは、ファイル メディア セットと 
ディスク メディア セットどちらのデスティネーションとしても使用 
できます。これら2種類のメディア セットには大きな違いがありま
す。ディスク メディア セットは、次の理由により最大限の柔軟性と 
パフォーマンスを提供します。

•	 ネットワーク ボリュームを含む複数のディスクへの分散
•	 ディスクのグルーミングを自動的に実行し、ディスク容量を確
保するオプション

•	 NASデバイスおよびサーバへのバックアップの最大のサポート
•	 同一のメディア セットをある操作ではデスティネーションとし
て使用し、同時に、別の1つまたは複数の操作のソースとして使
用可能

さらに、ディスク メディア セットには、ファイル メディア セットの
ようなファイル サイズ制限がありません。ディスク メディア セット
では、一連のファイルがデスティネーション メディアに書き込まれ、
各ファイルが 600 MB を超えることはありません（バックアップ デー
タを他のストレージにレプリケートする場合に便利です）。
注： Mac OS X 10.6「Snow Leopard」より、AppleはFinderのファイル サ
イズの計算方法を変更し、従来の1 MB = 1,024 * 1,024バイトではなく 
1 MB = 1,000 * 1,000バイトと計算されるようになりました。この結
果、見かけ上のRetrospectメディア セットのファイル サイズは692 MB
になります。
ハード ディスクに保存する場合、ファイル メディア セットでもディ
スク メディア セットでもメディア セット データ ファイル以外のファ
イルを格納し、アクセスすることができます。
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ヒント： 前バージョンのRetrospectを使用していて、ファイル バック
アップ セットを広範に使用していた場合、Retrospect 8ではディスク 
メディア セットに移行してください。

マウント可能ディスクを使用するための準備
ディスクを実際に使用する前に、メディア セットのメンバーとして追
加し、準備しておくことをお勧めします。Retrospectでスクリプトを実
行していて、ディスク メディア セットにストレージを追加する必要が
ある場合、それまでにメディア セットに追加されているディスクが自
動的に使用されます。
メディア セットにディスクを追加するには、第5章の『メディア セッ
トへのディスクの追加』を参照してください。

ディスク グルーミング
デフォルトでは、ディスク メディア セットのメンバーであるディスク
が一杯になる（または割り当てたディスク領域がすべて使用されてい
る）と、ファイルやフォルダのコピーを続行するための新しいディス
クを要求されます。
既存のディスクを使用し続ける場合は、ディスク領域を空けるための
グルーミング オプションを使用すれば、古いファイルやフォルダが削
除されるため、新しいディスク用の領域を確保できます。
ディスク グルーミングを有効にして、グルーミング ポリシーを指定す
ると、容量が必要になった場合に（ポリシーに基づいて）自動的に古
いファイルとフォルダが削除されます。メディア セット作成ウィザー
ドのディスク グルーミング設定オプションの詳細については、第7章
の『ディスク メディア セットのグルーミング オプション』を参照し
てください。
警告: グルーミングを実行すると、ファイルとフォルダがバックアッ
プ メディアから削除されます。削除されたファイルやフォルダはリカ
バリできません。グルーミングを有効にする前に、重要なファイルと
フォルダを保護するバックアップ ポリシーが設定されていることを確
認してください。
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ディスク メディア セットのグルーミング オプションはいつでも変更
またはオフにできます。特定の時点でバックアップを保護する場合
は、バックアップを「ロック」することで、Retrospectにグルーミング
されないようにすることができます。また、ポリシーによってグルー
ミング対象から外れた特定のバックアップをメディア セットから手動
で削除することも可能です。
グルーミングは段階的バックアップ戦略の一部として使用すると便利
です。詳細については、第7章の『段階的バックアップ戦略』を参照し
てください。

テープ ドライブ
Retrospectでは、追加のソフトウェアをインストールしなくても、ほと
んどのテープ ドライブがサポートされています。サポートされている
テープ ドライブのリストについては、 
http://www.retrospect.com/supporteddevices/ を参照してください。
シーケンシャル アクセス メディアは、比較的安価かつある程度の容量
があり、安定した転送速度が得られます。このため、テープはバック
アップ、特にバックアップの一部を安全のためにオフサイトで保管し
たり、長期的なアーカイブを作成する場合に適しています。
Retrospectを使用してボリュームをテープにバックアップする場合、 
データはテープの先頭から末尾に向けてシーケンシャルに書き込まれ
ます。テープにバックアップを追加すると、前回のデータの末尾に続
けて書き込まれ、テープの最後に到達するまで同様に追加されます。
テープをドライブに入れたときに、バックアップ コンピュータでも
RetrospectでもFinderにマウントされることはないため、テープがMac
のデスクトップに現れることはありません。
ヒント： 一度ディスクにバックアップしてから、バックアップを 
テープにコピーする段階的バックアップ戦略を用いることで、テープ
へのバックアップの全体的なパフォーマンスが向上します。これは、
使用するメディアのタイプに応じてD2D2T（disk-to-disk-to-tape）また
はD2D2D（disk-to-disk-to-disk）バックアップと呼ばれます。第7章の
『段階的バックアップ戦略』を参照してください。

http://www.retrospect.com/supporteddevices
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テープ容量
あるテープに格納できるデータの実際の量は、さまざまな要因によっ
て変化します。テープの容量は、バックアップ コンピュータとテープ 
ドライブの相対的な速度差の影響を大きく受けます。
低速のソース（低速のコンピュータ、低速のハード ドライブ、ネット
ワーク上の共有ボリュームなど）から高速のテープ ドライブにバック
アップした場合、ソースからテープ ドライブに安定した速度でデータ
を供給できないため、テープの容量は少なくなります。テープが仕様
通りの容量のデータを格納できなくても驚かないでください。一部の
テープ ドライブは、日々の使用で格納可能な容量より大容量として表
記されていることがあります。これらの表記は、テープ ドライブの 
ハードウェア圧縮機能で圧縮される前の容量を指しており、このとき
高い圧縮率が使用されている可能性があります。

圧縮
Retrospectまたは対応テープ ドライブによって実行される圧縮によ
り、格納するデータのサイズを縮小してスペースを節約することがで
きます。圧縮によって実際にメディアの容量が大きくなることはあり
ません。ディスクまたはテープが格納できるデータの量は常に一定で
す。圧縮とは、データをテープに書き込む前に元のデータのサイズを
小さくすることで、より多くのファイルをテープに書き込めるように
する技術です。
テープ ドライブでは、ハードウェア データ圧縮がよく用いられま
す。Retrospectでは、ドライブが対応していれば常にハードウェア圧縮
が使用され、必要に応じてRetrospectのソフトウェア圧縮が自動的にオ
フになります。
ヒント： Retrospectのソフトウェアベースの圧縮ルーチンよりハード
ウェア圧縮の方がはるかに高速です。
圧縮率はバックアップするデータのタイプによって変わります。一般
にテキスト ファイルは高い圧縮率で圧縮できますが、アプリケーショ
ンやシステム ファイル、およびオーディオ、ビデオ、PDFファイルな
どすでに圧縮済みのファイルの圧縮率は低くなります。一般論として
は、さまざまなコンテンツが混在するソース ボリュームを圧縮した場
合、元のサイズの約2/3になります。
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暗号化を使用している場合、Retrospectではハードウェア圧縮が無効に
なります。これは暗号化したデータの圧縮率が低くなるためです。暗
号化と圧縮を両方使用する場合は、Retrospectのソフトウェア圧縮オプ
ションを使用してください。この場合、暗号化の前に圧縮が実行され
ます。これはハードウェア圧縮ではできません。

テープ アラートのサポート
多くのテープ ドライブとライブラリでは、テープ アラート メッセー
ジがサポートされています。これらのデバイスでは、ハードウェア エ
ラーを報告するテープ アラートが生成されます。アラートには次の 
3つのカテゴリがあります。

•	 情報
•	 警告
•	 クリティカル

Retrospectでは、3種類の方法でテープ アラートがサポートされます。
この統合により、次のことが可能になります。

•	 エラーの性質を説明するダイアログ ボックスの表示
•	 ［アクティビティ］リストへのエラーの記録
•	 操作ログへのエラーの記録

この動作は、Retrospectサーバからアクセス可能でテープ アラートを
サポートしている任意のテープ ドライブまたはライブラリに対して有
効または無効にできます。
注： ほとんどのテープ ドライブでは、テープ アラートは自動的に有
効にはなりません。この章の『ストレージ デバイスのオプション』の
説明を参考に手動で設定できます。

WORMテープのサポート
コンプライアンス規制その他の要因の結果、多くのテープ ドライブお
よびライブラリでWORM（Write Once Read Many）テープがサポート
されるようになりました。その名前から分かるように、WORMテープ
はデータが書き込まれると、削除や再利用ができません。
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Retrospectでは、WORMは特別なアイコンで表示されるため、簡単に
区別できます。通常のテープでは青いテープ アイコンが使用されます
が、WORMテープのアイコンは黄色です。
警告: WORMテープを使う際は、Retrospectの［空のメディアへ自動的
にスキップ］設定がオフ（デフォルト設定）になっていることを確認
してください。この設定にアクセスするには、［Retrospect］＞［プリ
ファレンス］を選択して［メディア］タブをクリックします。

WORMテープの操作
Retrospectでは、WORMテープは通常のテープとは扱いが異なるた
め、WORMテープは、テープWORMメディア セットだけで使用する
ことをお勧めします。
新しいメディア セットを作成する際に、テープWORMメディア セッ
トを作成するよう選択できます。詳細については、第5章の『メディア 
セットの作成』を参照してください。
テープWORMメディア セットは、通常のメディア セットとは扱いが
異なります。テープWORMメディア セットをデスティネーションと
して使用する自動処理（スクリプト処理）では、ファイルは正しい名
前のWORMテープに書き込まれます。正しい名前のWORMテープが見
つからなかった場合は、自動的に空のWORMテープのみが使用されま
す。Retrospectによって自動的に空の通常のテープがテープWORMメ 
ディア セットに追加されることはありません。
同様に、通常のテープ メディア セットをデスティネーションとして使
用する自動処理では、自動的に空のWORMテープが通常のテープ メ 
ディア セットに追加されることはありません（追加されるのは空の通
常のテープのみ）。
アクティビティ実行時にRetrospectからメディアを要求された場合
や、Retrospectのテープ メディア セットへのメンバーの追加機能を使
用することで、テープWORMメディア セットに通常のテープを手動で
追加したり、通常のテープ メディア セットにWORMテープを手動で
追加したりすることができます。
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注： WORMテープは、通常のメディア セットの一部として使用され
ている場合でも、消去したり再利用したりすることはできません。通
常のテープは、WORMメディア セットに追加されている場合でも消去
したり再利用したりすることが可能です。

テープ ドライブのクリーニング
定期的なクリーニングは、パフォーマンスの信頼性を確保する上で重
要です。ドライブ ヘッドの汚れは、テープ ドライブの問題やメディア
障害報告の主な原因を引き起こします。この場合、Retrospectではログ 
エラー-206（「ドライブから障害、ヘッド汚れ、不良メディア等が報
告されました」）が報告されます。
ほとんどのテープ ドライブでは、クリーニングは非常に簡単で、特別
なテープ クリーニング カートリッジを挿入し、ドライブ自体にクリー
ニングを実行させるだけです。メーカーによるクリーニング推奨手順
については、ドライブのマニュアルを参照してください。
テープ ドライブの機能によっては、多数のテープ クリーニング オプ
ションが使用できることがあります。
Retrospectでは、すべてのテープ ドライブにクリーニング間隔を設定
するオプションが用意されています。このオプションにアクセスする
には、サイドバーで［ストレージ デバイス］を選択し、詳細領域で 
［オプション］タブをクリックし、［ドライブのクリーンアップ：使
用時間が［空白］時間であれば、ドライブをクリーンします。］の横
に数値を入力します。デフォルト設定のゼロは、ドライブのクリーニ
ングを実行しないことを意味します。
バーコード読み取りをサポートするテープ ライブラリを使用してい
る場合は、クリーニング テープ（クリーニング バーコード ラベル付
き）をクリーニング スロットにロードしておくと、指定した間隔で自
動的にクリーニングが実行されます。バーコード読み取りをサポート
していないテープ ライブラリを使用している場合でも、クリーニング 
スロットを指定し、クリーニング テープを挿入しておけば、自動的に
テープのクリーニングが実行されます。
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ライブラリ内のスロットをクリーニング スロットとして指定するに
は、次の手順を実行します。

1.	 クリーニング テープをライブラリの空のスロットにロードし 
ます。

2.	 サイドバーの［ストレージ デバイス］をクリックします。
3.	 ［ストレージ デバイス］リストでテープ ドライブを選択しま
す。必要に応じて、三角ボタンをクリックして、すべてのライ
ブラリ スロットを表示します。

4.	 クリーニング テープの入ったスロットを右クリックします。コ
ンテキスト メニューから［クリーニング スロットとして有効に
する］を選択します。
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5.	 リスト内のテープの名前が「クリーニング テープ」に変更され
ます。

テープ ドライブを手動でクリーニングするには、次の手順を実行し 
ます。

1.	 単一テープ ドライブを使用している場合は、クリーニング テー
プを挿入します。ほとんどのテープ ドライブでは、クリーニン
グ テープが認識され、クリーニングが実行された後、クリーニ
ング テープが排出されます。テープ ライブラリを使用している
場合は、前述のようにスロットがクリーニング スロットとして
指定されていることを確認します。

2.	 テープ ライブラリの場合、クリーニング テープの入ったスロッ
トをリストのドライブ アイコンにドラッグします。クリーニン
グ テープがドライブに移動され、クリーニング サイクルが自動
的に開始します。一部のライブラリでは、テープ ドライブを右
クリックして、コンテキスト メニューから［クリーニング］を
選択することもできます。ドライブのクリーニングを実行する
ことを確認するメッセージが表示されます。［クリーニング］
をクリックします。

テープ ステータスの表示
Retrospectを使用して、バックアップに使用するテープや使用したテー
プに関する情報を表示できます。
テープ情報を表示する前に、使用するデバイスが［ストレージ デバイ
ス］ウィンドウに表示されていることを確認します。使用するデバイ
スがウィンドウに表示されていない場合は、この章で前述した『バッ
クアップ デバイスの表示』を参照してください。
テープ ステータスを表示するには、次の手順を実行します。

1.	 サイドバーの［ストレージ デバイス］をクリックします。
 ［ストレージ デバイス］リストが表示されます。

2.	 テープをドライブに挿入します。
テープがロードされると、そのステータスがリストの［ステータス］
列に表示されます。ステータス メッセージの意味は次のとおりです。
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•	 準備完了：メディアにRetrospectデータが含まれているか、メデ
ィアが準備の整ったメディア セットのメンバーであることを示
しています。

•	 消去済み：空のメディアを示します。
•	 内容不明：テープは空ではないが、有効なRetrospectデータが含
まれていないことを意味しています。このステータスは、他の
バックアップ ソフトウェアで書き込まれたテープを挿入した場
合に表示されることがあります。

•	 間違ったバージョン：別のバージョンのRetrospeで書き込まれ
たテープが挿入されていることを意味しています。ドライブの
ファームウェア バージョンがRetrospectでサポートされていな
い場合にも表示されることがあります。

•	 書き込み保護：テープがロックされていることを意味してい 
ます。

•	 巻き戻し中：テープが巻き戻し中であることを意味しています。
•	 Pending（待機中）：テープはドライブにロードされているが、
まだ読み込まれていないことを意味しています。

•	 ハードウェア エラー：デバイス エラーが発生したことを示して
います。

•	 未ロード：通常は、テープがドライブ内にあるが、巻き戻され
ており、使用するには排出と再挿入が必要であることを意味し
ています。このメッセージは、テープ ライブラリ内でテープが
交換されているときに表示されることもあります。

•	 メディアの移動中：テープがあるスロットから別のスロットに
テープ ドライブ機構を通して移動中であることを意味してい 
ます。

•	 動作中ビジー：ドライブがビジーであることを示しています。
•	 Empty（空）：ドライブ内にテープが存在しないことを示して
います。
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テープの使用準備
無人でスクリプトが実行されているときに新しいテープが必要になる
と、消去済みまたは正しい名前の適切なテープが自動的に使用されま
す。事前にテープを消去またはフォーマットして、使用するメディア
を準備しておくことをお勧めします。
また、Retrospectがテープを必要とする前に、メディア セットにテー
プを追加しておくこともできます。

メディア セットにテープを追加するには、次の手順を実行します。
1.	 単一テープ ドライブにテープが挿入されていること、または 
テープ ライブラリにテープがあることを確認してから、サイド
バーの［メディア セット］をクリックします。
［メディア セット］リストが表示されます。

2.	 メンバーを追加するテープ メディア セットをクリックして選択
します。

3.	 ［メディア セット］リストの下の詳細領域で、［メンバー］タ
ブをクリックします。
［メンバー］リストにメディア セットの既存のメンバーが表示
されます。

4.	 リストの下の［+］ボタンをクリックします。
 ［新規メンバーの追加］ダイアログが開きます。
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5.	 挿入したテープまたはライブラリ スロット内のテープを選択し
ます。必要に応じて、三角ボタンをクリックして、すべてのラ
イブラリ スロットを表示します。
注： 空、消去済み、または内容不明のテープを選択する必要が
あります。すでに既存のメディア セットに属しているテープを
追加することはできません。

6.	 ［追加］をクリックします。
選択したメディアをメディア セットに追加することを確認し、
メディア上のコンテンツがすべて失われることを警告するメッ
セージが表示されます。

7.	 ［追加］をクリックします。
メディアがメディア セットに追加され、メディア セットの名前
に合わせてテープに番号付きの名前が付けられます。

単一テープ ドライブ用のコマンド
［ストレージ デバイス］リストのドライブを右クリックし、コンテキ
スト メニューからコマンドを選択することで、次のテープ ドライブ操
作コマンドを使用できます。このメニューのその他のコマンドは、 
テープ ライブラリ用のコマンドです。これらについては、この章の 
『テープ ライブラリ用のコマンド』で後述します。
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•	 取り出し：選択したテープをドライブからアンロードします。
•	 消去：選択したテープの内容を消去します。一部のテープ ドラ
イブ機構の場合は、メディアを再利用するための処理が実行さ
れます。

•	 保存：選択したテープを末尾まで早送りしてから巻戻し、張力
とアライメントを均一化します （一部のタイプのテープでは、
操作中に自動的にリテンションが行われ、このコマンドを使用
して手動でリテンションを行うことはできません）。テープを
長期間使用していなかった場合、またはストレージ環境の気温
または湿度が大幅に変化した場合は、リテンションを実行する
必要があります。

•	 フォーマット：選択したテープを完全に再フォーマットしま
す。このプロセスには、消去より長い時間がかかることがあり
ます。サポートされているのは一部のテープ ドライブに限られ
ます。

テープ ライブラリ
テープ ライブラリ（ローダー、オートチェンジャー、オートローダー
と呼ばれることもあります）とは、複数のテープを保持するマガジン
または固定ストレージ スロットからドライブ機構にテープを機械的に
出し入れするハードウェア ユニットです。テープは任意の順番で並べ
ることが可能で、無人バックアップの実行に必要なテープがRetrospect
によって特定されます。テープ ライブラリは、1本のテープが一杯に
なると自動的にテープが交換され、メディアが使用できないことによ
るダウンタイムを限定できるため、大規模ネットワーク バックアップ
に便利です。多くのテープ ライブラリが利用可能です。各テープ ライ
ブラリは使用可能な多数のテープ ドライブ機構の1つまたは複数を使
用します。詳細については、ライブラリのマニュアルおよび 
http://www.retrospect.com/supporteddevices/ の『Device』セクションを
参照してください。

http://www.retrospect.com/supporteddevices
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Retrospectでは、バーコード読み取りライブラリがサポートされてお
り、バーコードIDに基づいてカートリッジを管理できます。Retrospect
のメディア要求、バックアップ セットのプロパティ、操作ログのイベ
ント、［ストレージ デバイス］ウィンドウに、テープのメンバー名 
（ある場合）に加えてバーコードが表示されます。CLNコード付きの
クリーニング カートリッジは自動認識されます。
Retrospectでは、ライブラリ内およびライブラリからカートリッジを移
動するための複数のインポート/エクスポート スロットがサポートさ
れています。インポート/エクスポート スロットは、［ストレージ デ
バイス］リストに表示されます。インポート/エクスポート スロット
との間でテープをドラッグして移動できます。
複数のドライブを備えたテープ ライブラリと「先進的なテープのサ 
ポート」アドオンを使用している場合、複数のドライブを同時に使用
して操作を実行できます。

テープ ライブラリに対するRetrospectの動作
Retrospectの動作は、ライブラリでバーコード読み取りがサポートされ
ているかどうかによって異なります。
Retrospectでは、バーコード読み取りライブラリがサポートされてお
り、バーコードIDに基づいてカートリッジを管理できます。Retrospect
のメディア要求、メディア セットのプロパティ、ログ イベント、 
［ストレージ デバイス］ウィンドウに、テープのメンバー名（ある
場合）に加えてバーコードが表示されます。さらに、Retrospectで
は、CLNコードの付いたクリーニング テープが自動認識されます。 
バーコード サポートがある場合、ライブラリ内のストレージ スロット
がすばやくスキャンされ、その中味が特定されます。
バーコード読み取りをサポートしていないライブラリの場合、各テー
プの名前を取得するためにライブラリのスキャンが必要になります。
ライブラリから各テープがテープ ドライブに挿入され、テープの名前
と場所がRetrospectに記録されます。
Retrospectの起動、ライブラリのドアの開閉、またはマガジンの変更
が行われるたびに、ライブラリの中味は変わっている可能性があるた
め、最新の情報を維持するためにスキャンが必要になります。
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バーコード サポートのないライブラリの場合、Retrospectではライブ
ラリの2回目以降のスキャンを高速化するため、「ストレージ スロッ
ト メモリ」と呼ばれる機能が用いられます。Retrospectを終了するた
びに、ライブラリ内の各スロットとドライブの状態が記録され、設定 
ファイルにこの情報が保存されます。

テープ ライブラリのステータスの表示
テープ ライブラリのステータスを表示するには、ロード済みのマガジ
ンを挿入し（デバイスが該当する場合）、サイドバーの［ストレージ 
デバイス］をクリックすると、［ストレージ デバイス］リストが表示
されます。このリストにライブラリ、テープ スロット（インポート/
エクスポート スロットを含む）、ドライブが表示されます。

Retrospectでは、ライブラリ、テープ ドライブ、各ストレージ スロッ
トに関する情報（ステータス、場所、バーコードなど）が表示されま
す。アイコンと追加ステータス情報は、各スロットの中味を示してい
ます。
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スロットにテープが入っていません。

テープがドライブに移動されたため、スロットにテープはありま
せん。どのスロットからテープがドライブに移動したかは、ライ
ブラリによって記録されているため、これは確かです。

（不明）：スロットはRetrospectによってスキャンされていま 
せん。

このスロットは、Retrospectによってクリーニング テープ スロッ
トとして指定されています。クリーニング テープには緑色のアイ
コンが使用されます。
� 
名前付きのテープは、Retrospectがテープを前回スキャンしたと 
きにスロットにあったものですが、それからスロットの中味が変
わっている可能性があるため、ステータスは不確実です。

名前付きのテープは、Retrospectがテープを前回スキャンしたとき
にスロットにあったものです。それからスロットの中味は変更さ
れていないため、ステータスは確かです。
�
テープへの書き込み中にメディア エラーが発生しました。この 
テープは自動実行（スクリプト）には使用されません。このテー
プを再利用するには手動で消去する必要があります。

このテープは、WORM（Write Once, Read Many）としてフォー 
マットされています。この章で前述された『WORMテープのサ 
ポート』を参照してください。

テープ ライブラリに関する作業
［ストレージ デバイス］リストでは、アイコンをドラッグ アンド ド
ロップすることでテープを移動できます。テープ アイコンの上にポイ
ンタを置き、スロットからスロットへ、ドライブからスロットへ、あ
るいはドライブからドライブへテープをドラッグします。
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テープ ライブラリ用のコマンド
［ストレージ デバイス］リストのライブラリ、ドライブ、またはス 
ロット アイコンを右クリックし、コンテキスト メニューからコマンド
を選択することで、次のテープ ライブラリ操作コマンドを使用できま
す。このメニューの一部のコマンドは、すべての種類のテープ デバイ
スに使用できます。これらについては、この章で前述された『単一 
テープ ドライブ用のコマンド』を参照してください。

•	 無視：Retrospectがこのデバイスをスキャンまたは使用しないよ
うにします。

•	 バーコードを消去する：すべての既知のテープからバーコード
情報のリンクを解除します。この機能は、Retrospectに不正確
なバーコード情報またはテープ名が表示された場合、または
Retrospectテクニカル サポートによって実行するように指示さ
れた場合のみ使用してください。

•	 要素の初期化：ライブラリに要素の初期化コマンドを送信しま
す。ライブラリのすべての要素のステータスが強制的に更新さ
れます。このコマンドは、［ストレージ デバイス］ウィンドウ
に表示される情報がライブラリの実際の状態と一致しない場合
のみ使用してください。

•	 クリーニング スロットとして有効にする：選択したスロットを
クリーニング スロットとして指定します。Retrospectがメディ
アを検索するときにクリーニング スロットはスキャンされま
せん。ライブラリがバーコード読み取りをサポートしている場
合、Retrospectでは、CLNコード付きのクリーニング テープが
自動的に認識され、そのスロットはクリーニング専用として予
約されます。テープあたりのクリーニング回数とテープ ドライ
ブをクリーニングする頻度は、ドライブまたはテープの［プロ
パティ］ウィンドウから指定できます。

•	 スキャン：ライブラリ内の選択したスロットを巡回し、各テー
プをスロットからドライブに移動して、テープの名前を記録し
ます。テープ ドライブでバーコードがサポートされている場合
は、このコマンドを使用する必要はありません。
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インポート/エクスポートのサポート
一部のライブラリには、ドアを開かなくてもテープをライブラリに出
し入れできる独立したポートが用意されています。Retrospectでは、こ
の機能を「インポート/エクスポート スロット」と呼びます。その他に
も「メール スロット」、「I/E要素」「コール スロット」と呼ばれる
ことがあります。ライブラリにインポート/エクスポート スロットがあ
り、有効になっている場合、Retrospectでは、他のスロットのリストの
上に独立したスロットとしてそれらが表示されます。ソース ドライブ
または任意のスロットからインポート/エクスポート スロットにテープ
をドラッグ アンド ドロップすると、ライブラリによって、選択した 
テープがポートに移動されます。テープをポートに入れる
と、Retrospectのインポート/エクスポート スロットの横に「メディア
利用可能」と表示され、そこからドラッグ アンド ドロップで任意のス
ロットまたはドライブに移動できます。
Retrospect では、無人操作中にインポート/エクスポート スロットはス
キャンされません。スクリプト バックアップなど無人操作でテープを
使用する場合は、インポート/エクスポート スロットにテープを入れな
いでください。

テープ ライブラリのメディア要求
即時操作や自動操作では、Retrospectによってライブラリのスキャンと
適切なメディアの検索が実行され、必要なテープがロードされます。
新規または消去済みのテープが必要な場合、条件を満たす最初のテー
プがロードされ、使用されます。
適切なテープが見つからなかった場合は、［アクティビティ］リスト
にメディア要求アラートが表示されます。メディアを挿入するまで操
作は続行できません。

テープ ライブラリのメディア障害
Retrospectでメディア障害が発生すると、致命的エラーとしてすべての
操作が停止します。
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テープ ライブラリでは、Retrospectの［書き込み失敗後には新しいメ 
ディアを自動的に使用］設定をオンにして、すべての操作の停止を避
けることができます。この設定を有効にしているときに、Retrospectで
メディア障害が発生すると、次に使用可能なテープが検索され、代わ
りに使用されます。

メディアの寿命と保管
メディアの寿命はメディアの保管方法と保守方法によって大きく影響
を受けます。メディアを保管する際は、メディアの劣化の原因となる
湿度、熱、粉塵汚染を避ける必要があります。メディアが劣化すると
整合性が失われたり、データ自体が失われることがあります。
磁気メディアの最大の敵は湿気です。直射日光を避け、ヒーターの近
くに置かないようにします。過度の気温の変化を避けます。埃やたば
この煙など空気中の粉塵もメディアの劣化の原因となることがあり 
ます。
テープは潤滑剤を使うユニークなメディアです。ドライブのヘッドを
何度も通過すると、テープの潤滑剤が次第に失われ、故障が発生しや
すくなります。1本のテープで数千回のヘッド通過に耐えられるはずで
すが、テープ操作を実行するたびにヘッドを数回通過する点に注意し
てください。
防火防煙対策と温湿度管理に対応した建物が理想的なメディア保管場
所です。少なくとも、メディアを元の箱に入れ、キャビネットや机の
中に保管してください。
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複数のバックアップ デバイスに対するRetrospectの動作
運用中、Retrospectは使用可能なバックアップ デバイスから適切なメ 
ディアを検索します。メディアが一杯になった場合、または何らかの
理由で別のメディアが必要な場合、また使用可能なドライブが検索さ
れます。これは、たとえば、1台のドライブにRetrospectで使用できる
テープがあり、夜間に1本目のテープが一杯になったときのためにもう
1台のドライブに空のテープを用意されているような場合に便利です。
ドライブは2台のLTOドライブなど類似した機構を使用している必要が
あります。
Retrospect for Macintoshに「先進的なテープのサポート」アドオンがイ
ンストールされている場合、複数のドライブに同時に書き込むことが
可能です。詳細については、RetrospectのWebサイトを参照してくだ 
さい。
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第4章：クライアント、サーバ、ネットワーク
共有の操作
この章では、バックアップ サーバからネットワーク接続された
Retrospectクライアント コンピュータにアクセスできるようにするため
の、Retrospectクライアント ソフトウェアの構成および管理について説
明します。また、Retrospectクライアントで使用できるオプションおよ
びコントロールについても説明します。さらに、サーバ、ネット 
ワーク共有など、その他のネットワーク接続されたリソースを追加し
てRetrospectをバックアップする方法についてもこの章で説明します。
最後に、ネットワークのバックアップを最適に設定する方法について
のアドバイスを示します。
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ネットワーク バックアップの概要
Retrospectでは、ストレージ デバイスが接続された1つ以上のRetrospect
サーバ コンピュータを使用して、ネットワーク接続されたRetrospect
クライアント ソフトウェアが搭載されたMacintosh、Windows、Linux
コンピュータをバックアップできます。Mac OS X ServerやWindows 
Serverを実行しているマシン、またはNASデバイスなど、ネットワー 
ク接続サーバをバックアップすることもできます。方法は2通りあ
り、この章で後述します。Retrospectサーバが2つ以上ある場合でも、 
1つのRetrospectコンソール アプリケーションから簡単に管理でき 
ます。
クライアントをバックアップするには、まず、Retrospectクライアント 
ソフトウェアを各クライアント コンピュータにインストールします。
次に、Retrospectコンソール アプリケーションを使用して、クライア
ントをソースとして追加し、Retrospectサーバで使用できるようにしま
す。クライアントを構成したら、ボリュームが直接Retrospectサーバに
接続されている場合と同様に、クライアントのボリュームをソースと
して使用して、スクリプトを作成およびスケジュールできます。

Client Licenses

ライセンスに基づいた数のクライアントをRetrospectに追加できます。
ライセンスを追加して、クライアントを増やすこともできます。
Retrospectのライセンス マネージャは、入力されたライセンス コー
ドに基づいてクライアント ライセンスを追跡します。クライアント 
ライセンス コードは、Retrospect for Macintosh製品に含まれているほ
か、Retrospectクライアント パックで個別に取得することもできます。
現在のライセンスを表示するには、［Retrospect］メニュー＞［プリ 
ファレンス］を選択してから、［ライセンス］タブをクリックしま
す。左側のリストにサーバが2つ以上ある場合は、ライセンスを表示
するサーバをクリックします。右側のリストには、クライアント ライ
センスなど、追加したライセンスが表示されます。［使用ディスク領
域］列には、使用されているライセンスの数が表示されます。
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ヒント： ライセンスは特定のRetrospectサーバに付与されるもので
す。そのため、サーバが2つ以上ある場合は、それぞれが完全に異なる
ライセンスで実行されます。たとえば、Retrospect サーバのうち1つの
みテープライブラリが接続されている場合は、高度テープ サポートラ
イセンスをそのサーバにのみ追加します。

クライアント ライセンスを追加するには、ライセンス リストの下の 
プラス（＋）ボタンをクリックし、表示されるダイアログに新しいラ
イセンス コードを入力します。追加のクライアント ライセンスを購 
入するには、リストの下の［購入］ボタンをクリックします。
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Retrospectクライアントの操作 

Retrospectクライアントのインストール
Macintosh、Windows、またはLinuxコンピュータにRetrospectクライア
ント ソフトウェアをインストールする方法については、第1章の説明
を参照してください。

ファイアウォールの操作

ネットワーク クライアントをバックアップするときに、Retrospectで
はネットワーク接続が必要です。大部分のファイアウォールは、デ 
フォルトではこのアクセスが有効になっていません。
Retrospectでは、TCPおよびUDPの通信にポート497を使用しま
す。Retrospectクライアントを検索してアクセスするには、すべての
RetrospectクライアントおよびRetrospectバックアップ サーバのTCPお
よびUDPの両方にポート497で通信できるように、ファイアウォールを
設定する必要があります。
Macintoshでは、［システム環境設定］>［セキュリティ］>［ファイア
ウォール］で、Mac OS Xファイアウォールの設定を制御します。
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ファイアウォールのデフォルトの設定は「すべての受信接続を許可」
です。この設定を有効にしてRetrospectクライアントをインストールし
た場合は、Retrospectは常にクライアントと通信できます。
警告: Retrospectクライアント ソフトウェアのインストール時にファイ
アウォールを「必須サービスのみ許可」に設定した場合、または、ク
ライアントがインストールされ、Retrospectのソースに追加された後で
設定がこれに変更された場合は、Retrospectはクライアントと通信でき
なくなります。
「特定のサービスおよびアプリケーションにアクセスを設定」に設定
した場合、Retrospectクライアント ソフトウェアのインストーラが 
ファイアウォールと連動して必要なポートを開き、Retrospectがクライ
アントと通信できます。
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Windowsでは、Windows XP SP2（またはそれ以降、Windows Vista
およびWindows 7を含む）ファイアウォールを使用している場合
は、Retrospectのインストール時にファイアウォールが有効になってい
るとRetrospectが自動的にこれらのポートを開きます。それ以外の場合
は、ポートを手動で開く必要があります。ファイアウォールの例外を
有効にする方法については、Windowsのマニュアルを参照してくだ 
さい。

クライアント セキュリティ
Retrospectでは、Retrospectクライアント用に高度に暗号化されたパブ
リック キーおよびプライベート キーの証明書ファイルを作成できま
す。作成された証明書は、クライアントからサーバへの自動ログイン
に使用できます。この方法をお勧めしますが、Retrospectクライアント
で個々のパスワードを入力することもできます。個々のパスワードを
使用する場合は、Retrospectクライアント ソフトウェアをインストー
ルするときに、パスワードの入力を要求されます。

Retrospectクライアントでパブリック/プライベート キー認証を使う
パブリック/プライベート キーは、Mac OS X 10.4以降を実行してい
るRetrospectクライアントが、一致する暗号化キー セットを使用して
Retrospectサーバに自動的にログインできる方法です。この機能を使用
するには、次の手順に従います。

1.	 Retrospectアプリケーションを起動し、［Retrospect］＞［プリ
ファレンス］＞［クライアント］を開きます。

2.	 ［キーの作成...］をクリックし、キー作成用の8文字以上のパス
ワードを入力して［作成］をクリックします。コンピュータの
速度によっては、Retrospectのキー生成に1分ほどかかることが
あります。

3.	 適切なパブリック キーを持つクライアントを自動的にログイン
するようにする場合は、［自動的にクライアントを追加する］
をチェックします。このオプションをチェックすることを推奨
します。その後、Retrospectサーバがネットワークを定期的に
チェックし、パブリック キーが一致する新しいクライアント
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が見つかると、自動的にRetrospectの［ソース］リストに追加
します。このようにして追加されたクライアントには、「自動
的に追加されたクライアント」というタグが付きます。そのた
め、Retrospectで自動的に追加されたクライアントを検索するこ
とができます。また、このタグの付いたクライアントを自動的
にバックアップするスクリプトを作成することもできます  
（タグの詳細については、第3章のタグに関するセクションを 
参照）。

4.	 Retrospectインストーラのディスク イメージまたはCDか
ら、Client Installersフォルダを開き、Mac Client Installerフォルダ
をハード ドライブにコピーします。

5.	 Finderで/Library/Application Support/Retrospect/ にあるpubkey.
datファイルを検索し、それをハード ディスク ドライブのMacク
ライアント インストーラ フォルダにある「public_key」という
名前のフォルダにコピーします。

6.	 pubkey.datファイルを含むこのpublic_keyフォルダをRetrospectク
ライアント インストーラとともに配布またはコピーします。イ
ンストーラが実行されるときにpublic_keyフォルダがクライア
ント インストーラと同じレベルに置かれている限り、適切な暗
号化キー（pubkey.dat、pubkey1.dat、pubkey2.dat、...、pubkey9.
dat）が各クライアントにインストールされます。

7.	 各コンピュータにRetrospectクライアント ソフトウェアをイン
ストールした後、RetrospectクライアントはRetrospect サーバに
ログインできます（または、Retrospectサーバでオプションが設
定されている場合、自動的にログインされます）。
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ネットワーク インタフェース
バックアップ コンピュータに複数のネットワーク インタフェースがあ
る場合は、プライマリ インタフェースが使用できないとき、Retrospect
アプリケーションおよびRetrospectクライアント ソフトウェアによっ
て、自動的に使用可能なインタフェースに切り替えられます。
Mac OS Xのネットワーク システム環境設定で、ネットワークに接続
するときに接続を試行するネットワーク インタフェースの順序を指定
できます。
ネットワーク インタフェースの構成の詳細については、この章で後述
する『高度なネットワーク』を参照してください。

Retrospectクライアントのソースへの追加
バックアップするネットワーク上のマシンにRetrospectクライアント 
エージェントをインストールした後、続いてそれらクライアントを
Retrospectの［ソース］に追加する必要があります。クライアントは
Mac、Windows、Linuxマシンとすることができます。
ネットワーク接続されたクライアントを追加するには、次の手順に従
います。

1.	 Retrospectコンソールで、サイドバーの［ソース］をクリックし
ます。初めてクライアントを追加する場合は、Retrospectサーバ
上のローカルのハード ディスクのみが［ソース］リストに表示
されます。これらローカルのハード ディスクは通常最終的な 
バックアップ先となります。
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2.	 リスト表示ツールバーの［追加］ボタンをクリックします。 
［ソース］ダイアログが表示されます。

3.	 2つ以上のネットワーク インタフェースがある場合は、［イン
タフェースのソース］ポップアップ メニューで使用するインタ
フェースを選択します。Retrospectによってネットワークでアク
ティブなクライアントが検索され、［ソース］リストに表示さ
れます。RetrospectおよびRetrospectクライアント マシンでプラ
イベート キー/パブリック キー認証を使用し、クライアントを
自動的に追加するように設定した場合は、Retrospectではパス 
ワードの入力を要求されません。ステップ6に進みます。
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4.	 リストのクライアントをクリックして選択します。同一のパ
スワードを割り当ててある複数のクライアントを選択する場
合、Commandキーを押しながらリスト内の各クライアントをク
リックします。または連続したグループを選択する場合、ク 
リックしてからShiftキーを押しながらクリックします。

5.	 ［追加］をクリックします。プライベート キー/パブリック  
キー認証を使用していない場合は、クライアントのパスワード
を要求されます。パスワードを入力し、［OK］をクリックしま
す。追加するクライアントのそれぞれに対して、同じ操作を繰
り返します。Retrospectがクライアントを［ソース］ダイアログ
の後ろの［ソース］リストに追加します。目的のクライアント
を全部追加したら、［完了］をクリックして［ソース］ダイア
ログを閉じます。

6.	 （オプション）利用可能なクライアントが［ソース］ダイア
ログに自動的に表示されない場合があります。これはおそら
くそれらクライアントがローカル サブネット外にあるためで
す。［ソース］ダイアログ下の［ソースを直接追加］ボタン
をクリックして、これらのクライアントを手動で追加できま
す。Retrospectがダイアログを表示し、そのクライアントのIP
アドレス（またはDNS、コンピュータ名）とパスワードをたず
ねます。情報を入力し、ダイアログの［追加］ボタンをクリッ
クします。Retrospectがそのクライアントに接続できた場合、
緑色のアイコンが表示され、そのクライアントが［ソース］リ
ストに追加されます。［完了］をクリックして［ソースを直接
追加］ダイアログを閉じ、再度［完了］をクリックして［ソー
ス］ダイアログを閉じます。

7.	 クライアントの追加が完了したら、それらクライアントはまず
そのクライアントのコンピュータ名で［ソース］リストに表示
されます。コンピュータ名の横の三角ボタンをクリックする
と、そのコンピュータに接続されたディスク ボリュームがすべ
て表示されます。
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クライアント接続テスト
Retrospectクライアント マシンをバックアップするには、Retrospect 
サーバとクライアントの間の接続を維持する必要があります。 
Retrospectでは、接続をテストおよび維持する方法として、 更新、検
出、アドレスの3つがあります。

更新
まず、以前にRetrospectのソースに追加した、Retrospectクライアント 
ソフトウェアがインストールされたマシンにアクセスできるかどうか
を、更新機能を使用してテストできます。次の手順を実行します。

1.	 サイドバーの［ソース］をクリックします。
2.	 ［ソース］リストで、Retrospectクライアント マシンをクリッ
クして選択します。探しているクライアント マシンを簡単に検
索するには、スコープバーの［クライアント］ボタンをクリッ
クし、［ソース］リストにRetrospectクライアントのみを表示し
ます。マシンのボリュームやお気に入りフォルダのアイコンで
はなく、マシンのアイコンをクリックしてください。

3.	 ［更新］をクリックします。Retrospectによってクライアント 
マシンが検索されます。検索に成功すると、詳細ビューの［サ
マリー］タブに表示されるクライアント マシンの情報が更新さ
れます。クライアントのボリュームが変更された場合も［ソー
ス］リストが更新されます。ネットワークにクライアントが見
つからない場合は、ダイアログが表示されます。
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検出
異常が発生している場合に、Retrospectでクライアントが見つけられな
いことがあります。たとえば、IPアドレスを指定してクライアントを
追加し、IPアドレスを変更した場合、Retrospectでクライアントを見つ
けられないことがあります。この場合、検出機能を使用します。次の
手順を実行します。

1.	 サイドバーの［ソース］をクリックします。
2.	 ［ソース］リストで、検出するRetrospectクライアント マシン
をクリックして選択します。

3.	 ［検出］をクリックします。クライアントの追加時と同様のダ
イアログが表示されます。クライアントを探し、［検出］をク
リックします。

アドレスのテスト
既知のIPアドレス、DNS名、またはホスト名（［システム プリファレ
ンス］の「共有］パネルに、「コンピュータ名.local」の形式で表示さ
れる）を使用して、クライアントの応答をテストできます。次の手順
を実行します。

1.	 サイドバーの［ソース］をクリックします。
2.	 ツールバーの［追加］ボタンをクリックします。［ソースの追
加］ダイアログが表示されます。

3.	 ［アドレスのテスト］ボタンをクリックします。表示されるダ
イアログに、IPアドレス、DNS名、またはローカル ホスト名
を入力し、［テスト］をクリックします。指定したアドレスに
Retrospectクライアント ソフトウェアが見つかった場合は、ク
ライアント名、アドレス、クライアント ソフトウェアのバー
ジョンが表示されます。指定したアドレスにコンピュータは見
つかったが、Retrospectクライアント ソフトウェアが実行され
ていない場合、または、コンピュータが見つからなかった場合
は、ダイアログにエラーが表示されます。
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クライアントの削除
クライアントにログインした後、そのクライアントが［ソース］リ
ストに存在する必要がなくなることがあります（たとえば、クライ
アント コンピュータがネットワークから削除された場合）。この場
合、Retrospectでそのクライアントを削除できます。
［ソース］リストでクライアントを選択し、ツールバーの［削除］を
選択します。
操作を確認するメッセージが表示されます。［OK］をクリックする
と、Retrospectのスクリプトおよびその他のリストからクライアント 
ボリュームが削除されます。この操作は、そのときに使用されている
RetrospectサーバのRetrospectのみを対象としています。ネットワーク
上の他のコンピュータで実行されているRetrospectサーバには影響を与
えないため、通常どおりにこのクライアントにログインされたままに
なります。クライアントを削除しても、そのクライアントの既存の 
バックアップには影響はありません。
クライアントを削除すると、Retrospectの環境設定の［ライセンス］ペ
インで、使用可能なライセンスが1つ増えます。
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クライアント情報の取得
Retrospectコンソールには、［ソース］リストに表示されるクライアン
トのステータスやその他の情報を表示できます。［ソース］リストの
下の詳細ビューに情報が表示されます。

［サマリー］タブの［概要］セクションには、次の情報が表示され 
ます。
［クライアント名］は指定されたクライアント名です。［ソース］ 
ツールバーの［名前の変更］ボタンでクライアントの名前を変更して
いない場合は、クライアント コンピュータから取得されます。
［タイプ］は、デスクトップまたはサーバのいずれかを示します。
［ファイル システム］は、クライアント ボリュームを選択した場合に
のみアクティブになり、そのボリュームで使用されるファイル システ
ム（たとえば、Mac OS拡張やNTFS）が表示されます。
［パス］は、クライアント ボリュームまたはお気に入りフォルダを選
択した場合にのみアクティブになり、選択したアイテムへのパスが表
示されます。
［最後のバックアップの日付］には、選択したアイテムがRetrospectに
よって最後にバックアップされた日付が表示されます。
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［次のバックアップ日付］には、選択したアイテムを次回バックアッ
プするようにスケジュールされている日付が表示されます。
［状態］には、このクライアントでバックアップやその他の操作を実
行できるかどうかが表示されます。
  

［バックアップ］ は、Retrospectのスケジュールに従ってクライ
アントがバックアップされたことを意味します。

［ビジー］は、クライアントには現在Retrospectがアクセス中であ
ることを示しています。

［ロックされている］は、このクライアント ワークステーション
のユーザーが、クライアントのコントロール パネルで「読み取り
専用」に設定したことを示しています （クライアントのバック 
アップはできるが、バックアップをリストアしたり、削除したり
することはできない）。

［オフライン］ は、クライアントがRetrospectから見えないこと
を示しています。クライアントがシャットダウンされたか、ネッ
トワークから切断されているか、クライアント ソフトウェアが実
行されていません。

［準備完了］は、クライアントがソースとしてスクリプトに含ま
れているが、まだRetrospectによってバックアップされていないこ
とを示しています。

［保護なし］は、Retrospectによって選択したアイテムがまだ一度
もバックアップされていないことを示しています。

［バージョン情報］は、クライアント コンピュータにインストールさ
れたクライアント ソフトウェアのバージョン番号を示しています。
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［サマリー］タブの［説明］セクションには、次の情報が表示され 
ます。
［合計容量］には、クライアント ボリュームを選択すると、ボリュー
ムの合計容量を示します。
［使用領域］には、クライアント ボリュームを選択すると、ボリュー
ムで使用されている容量を示します。
［空き領域］には、クライアント ボリュームを選択すると、ボリュー
ムで空いている容量を示します。
［セキュリティ］は、クライアントによって使用されるセキュリティ
の種類を示しています。なし、パスワード、または、パブリック/プラ
イベート キーのいずれかが表示されます。また、クライアントで［暗
号化ネットワーク リンク］オプション（［オプション］タブ）を選択
しているかどうかも示しています。
［インターフェイス］は、クライアントに割り当てられたネットワー
ク インタフェースです。
［アドレス］は、クライアントのIPアドレスです。
［速度］は、バックアップ コンピュータとクライアント コンピュータ
の間のネットワーク接続の転送速度です。
［エコー時間］は、クライアントの接続で発生する、ミリ秒単位の遅
延時間で、通常は200ミリ秒未満です。ネットワークまたはクライアン
トがビジーの場合、またはルータを使用している場合は、問題がなく
ても、エコー時間が長くなることがあります。
［クロック オフセット］は、クライアント コンピュータとRetrospect
の内部クロック間の時間差です。

クライアントの更新
クライアント ソフトウェアが更新されると、新しいバージョンが
Retrospect Webサイトからダウンロードできるようになります。クライ
アントの更新は、Retrospect サーバまたは個々のクライアントから行
うことができます。
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Retrospectサーバからのクライアントの更新
Retrospectサーバからクライアントを更新するには、次の手順に従い 
ます。

1.	 サイドバーの［ソース］をクリックします。
2.	 ［ソース］リストで、更新するRetrospectクライアント マシン
をクリックして選択します。複数のクライアントを更新するに
は、Commandキーを押しながらリスト内の各クライアントをク
リックします。または連続したグループを選択する場合、ク 
リックしてからShiftキーを押しながらクリックします。

3.	 ツールバーの［更新］ボタンをクリックします。Retrospect
クライアントの更新ファイル（.rcu）の場所を指定する
よう要求されます。クライアントの更新ファイルは、 
Mac OS X、Windows、Linuxとオペレーション システムご
とに異なります。それぞれのクライアント更新ファイル
は、Retrospect CDおよび次のRetrospect Webサイトの該当する場
所にあります。 
http://www.retrospect.com/supportupdates/updates/ 

4.	 適切なクライアント更新ファイルを選択し、［更新］をクリッ
クします。確認の後、Retrospectによってクライアント コン 
ピュータでクライアント ソフトウェアの更新が開始されます。
複数のタイプのクライアントがある場合は、それぞれのタイプ
ごとにこの手順を繰り返します。

更新が終了すると、Retrospectによって、［操作ログ］に結果が記録さ
れます。

クライアント コンピュータからのクライアントの更新
前述のようにRetrospectサーバからクライアントを更新しない場合 
は、個々のクライアント コンピュータから直接クライアントを更新 
できます。クライアント インストーラ アプリケーション（Mac OS 
X）、Setupアプリケーション（Windows）、rpmまたはtarインストーラ
（Linux）を使用してクライアントを更新します。



92 Retrospectユーザーズ ガイド

コンピュータのオペレーティング システムに適切なインストール手
順に従ってください（第1章参照）。パブリック/プライベート キーの
ペアを使用している場合は、クライアント インストーラを実行する前
に、必ず、適切なpubkey.datファイルをRetrospectクライアント インス
トーラのpublic_keyフォルダに追加してください。

クライアントおよびそのソフトウェアのアンインストール
コンピュータからクライアント ソフトウェアを削除する場合は、この
章で前述した『クライアントの削除』に従って、クライアントを削除
します。次に、クライアントの種類によって、以下のセクションを参
照してください。

•	 Mac OS X

•	 Windows

•	 Linux

Mac OS X

1.	 Retrospect 8ディスク イメージまたはCDを探し、次の場所に移
動します。/Client Installers/Mac Client/ 

2.	 Macクライアント アンインストーラを、Retrospectクライアント 
ソフトウェアをアンインストールするMacintoshにコピーし 
ます。

3.	 Macクライアント アンインストーラを開き、画面の指示に従っ
てRetrospectクライアント ソフトウェアをアンインストールし 
ます。

Windows 

1.	 ［スタート］メニューから、［設定］>［コントロール パネ
ル］>（Windows 2000/XP）または［コントロール パネル］
（Windows VistaおよびWindows 7）を選択します。

2.	 ［プログラムの追加と削除］（Windows 2000/XP）または［プ
ログラムと機能］（Windows VistaおよびWindows 7）をダブル
クリックします。
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3.	 表示されるウィンドウで、Retrospectクライアント ソフトウェア
を選択して、［変更/削除］（Windows 2000/XP）または［アン
インストール］（Windows VistaおよびWindows 7）をクリック
します。

Linux

クライアントのアンインストールのプロセスは、クライアント ソフト
ウェアのインストール方法によって異なります。
rpmの場合は、次のコマンドを入力します。$rpm -e retroclient

tarの場合は、tarでインストールされたクライアント ソフトウェア  
ファイルを手動で削除します。

操作：サーバとネットワーク接続型ストレージ
すべてのバージョンのRetrospect（Desktop 3-Userバージョンを除く）
は、Mac OS X ServerまたはWindows Serverマシンをバックアップでき
ます。すべてのバージョンで、NAS（Network Attached Storage）デバ
イスをソースとして使用できます。Retrospectの［ソース］リストに 
ネットワーク共有を追加するには、サーバ名またはIPアドレスを指定
して、有効なログイン認証情報を入力します。

サーバまたはNASのソースとしての追加
ネットワーク共有またはNASを［ソース］リストに追加するには、次
の手順に従います。

1.	 サイドバーの［ソース］をクリックします。Retrospectサーバ上
のローカルのハード ディスクと以前に追加したクライアントが
［ソース］リストに表示されます。

2.	 リスト表示ツールバーの［追加］ボタンをクリックします。 
［ソースの追加］ダイアログが表示されます。
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3.	 ソース ダイアログの下の［共有を追加］をクリックします。
サーバの資格情報をたずねるダイアログが表示されます。その
ネットワーク共有で使用されるファイル共有プロトコルの略語
で始まるURLを入力する必要があります。共有がApple Filing 
Protocolを使用する場合はafp://（、Windowsコンピュータで一般
的に使用されているServer Message Blockプロトコルを使用する
場合はsmb:// （Mac OS XマシンもSMBネットワークに接続でき
ます）を使用します。プロトコルの略語の後に共有の名前（推
奨）またはIPアドレス、そしてその共有ボリュームのディレク
トリ名を続けます。接続先のコンピュータにDNSサーバによっ
て割り当てられた名前がない場合は、.localドメインを追加する
必要があります。たとえば、次のようになります。 
afp://serverName.local/shareName

4.	 ネットワーク共有のユーザー名とパスワードを入力し、［追
加］をクリックします。入力された情報が正確な場合、緑色の
アイコンが［追加］ボタンの横に表示されます。ネットワーク
共有もダイアログの後ろの［ソース］リストに追加されます。
情報が正確でない場合、赤色のアイコンが表示されます。情報
を確認し、再度入力します。

5.	 ［完了］をクリックして視覚情報ダイアログを閉じ、再度［完
了］をクリックして［ソース］ダイアログを閉じます。ネット
ワーク共有が［ソース］リストに追加されます。
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クライアントの環境設定
クライアント ソフトウェアをインストールしたら、クライアント コン
ピュータのユーザーは、Retrospectクライアント コントロール パネル
を使用して、ネットワークのバックアップ操作の一部の要素を制御で
きます。バックアップを実行するために設定を変更する必要はありま
せん。ほとんどの場合、既存の設定のまま使用できます。Retrospectク
ライアントのコントロールパネルを開くには、次の操作を実行します。
Mac OS X：［アプリケーション］フォルダから、Retrospectクライア
ントを開きます。
Windows：［スタート］メニューから、［すべてのプログラム］> 
［ Retrospect］>［Retrospectクライアント］を選択します。
Linuxの場合インストールされたクライアント フォルダから
RetroClient.shを実行します。
Retrospectクライアント コントロール パネルには、インストールされ
たクライアント コンピュータの情報が表示されます。表示される情報
には、ユーザーまたはコンピュータ名、クライアントのアクセス ス 
テータス、最近のバックアップのレポートなどがあります。
Macクライアントは、次のように表示されます。

Windowsクライアントは、次のように表示されます（Linuxクライアン
トも同様）。
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注： JavaベースのGUI（グラフィカル ユーザー インターフェース）
に加えて、Linuxクライアントではコマンド ラインでも制御できま
す。コマンド ライン引数を参照するには、次のとおりに入力しま
す。$retrocpl --help

アクセス マスター コントロール
ラジオ ボタンのオンまたはオフにより、バックアップ コンピュータ
によるクライアントへのネットワーク アクセスの許可または拒否を
切り替えられます。クライアント ソフトウェアをインストールした場
合、クライアント コンピュータを起動するたびに、コントロールはオ
ンになり、アクセスが許可されます。このコントロールをオフにする
と、クライアント コンピュータのデータは、ネットワークを通じて
Retrospectからアクセスできなくなります。

全般環境設定
Retrospectクライアント コントロール パネルには、クライアントの操
作を管理するユーザーの環境設定があります。この設定を表示する方
法は、Windows、Linux、Mac OS Xでそれぞれ異なります。
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Mac OS X： ［環境設定］ボタンをクリックします。

WindowsまたはLinux： コントロール パネルの4つのタブ（［ステー
タス］、［環境設定］、 ［アクセス］、［プロアクティブ バックアッ
プ］）のうち、［環境設定］タブをクリックします。
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通知の環境設定
クライアント ユーザーは、Retrospectネットワーク動作に関する通知を
受け取る方法を指定できます。
［Notify after Backup（バックアップ後に通知）］では、バックアップ
またはその他の操作の終了後にメッセージが表示されます。クライア
ントのユーザーは、［OK］をクリックするとメッセージを終了するこ
とができます。
［Notify if no Backup in n days（n日間バックアップなしの場合通知）］ 
では、クライアントが入力ボックスに指定した日数以内にバックアッ
プされていないと、メッセージが表示されます。デフォルトでは、こ
の設定はオンになっており、日数は7になっています。
［Report HP compaq SMART errors（HP Compaq SMARTエラーを報
告）］（Windowsクライアントのみ）では、Retrospectがクライアント
のHP Compaq SMARTハード ドライブ ボリュームにエラーを検出した
場合、プロアクティブ バックアップから即時バックアップするように
要求します。デフォルトでは、このオプションはオフになってい 
ます。

優先度の環境設定
優先度の環境設定は、クライアント コンピュータでユーザーのタスク
またはバックアップ コンピュータに要求された操作のどちらを優先す
るかを設定するものです。
注：この設定はMac OS Xクライアントでは必要ありません。
スライダーをドラッグして［User（ユーザー）］および［Backup 
（バックアップ）］の間の適切な場所に設定します。スライダを
［User（ユーザー）］に近づけると、コンピュータはユーザーの処理
を優先し、Retrospectクライアントの操作が遅くなります。スライダを
［Backup（バックアップ）］に近づけると、クライアントの操作が優
先され、クライアント コンピュータのユーザーへの応答が遅くなり 
ます。
この設定は、クライアントがRetrospectサーバとアクティブに通信して
いる場合にのみ機能します。
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アクセス制限の環境設定
クライアント ユーザーのコンピュータにあるファイルおよびフォルダ
へのアクセスを制御できます。Mac OS Xクライアントでは、これら
の設定が［Retrospect Client Preferences（Retrospectクライアント環境設
定）］ダイアログの最上部に表示されます。WindowsおよびLinuxクラ
イアントでは、これらの設定は［アクセス］タブに表示されます。
［Read Access Only（読み取りアクセスのみ）］では、クライア
ント コンピュータはネットワークを通じてバックアップできます
が、バックアップ コンピュータによる書き込みはできません。つま
り、Retrospectでクライアント コンピュータのファイルのリストア、
移動、削除はできません。また、Retrospectでボリュームの名前を変更
することもできません。スクリプト オプションの［ソースボリューム
のバックアップ時刻の設定］、［コピーおよび検証後、ソースファイ
ルを削除］、［クロックの同期］は、クライアントでは使用できませ
ん。この設定は、デフォルトではオフになっています。
［Private Files/Folders/Volumes（プライベート ファイル/フォルダ/ボ
リューム）］では、プライベートに設定されたファイル、フォルダ、
ボリュームには、バックアップ コンピュータからアクセスできませ
ん。この設定は、デフォルトではオフになっています。チェックボッ
クスを選択し、次のようにプライベートのアイテムを設定します。
WindowsまたはLinuxでアイテムをプライベートに設定するには、［追
加］ボタンをクリックし、アイテムを表示して選択してから、［OK］
または［除く］をクリックします。除外するボリューム、フォルダ、
または個々のファイルを追加するには、もう一度［追加］をクリック
します。プライバシー機能では、指定したリテラル パス名を使用し
ます。ファイル名やフォルダを移動したり名前を変更したりした場合
は、プライベートではなくなります。別の場所にボリュームをマウン
トした場合は、そのファイルやフォルダはプライベートではなくなり
ます。
Mac OS Xでアイテムをプライベートに設定するには、名前の最初
か最後にブレット記号（「•」、Option-8）を入力します（末尾に入
力すると、Finderでの並べ替え順に影響を与えない）。たとえば、
「Personal」というフォルダをプライベートに設定するには、名前を
「Personal•」に変更します。
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プロアクティブ バックアップの操作
クライアント コンピュータからプロアクティブ バックアップ スクリ
プトを操作するには、次の2つの方法があります。

•	 クライアントからのスケジュール設定
•	 実行の保留

クライアントからのスケジュール設定
クライアントがプロアクティブ バックアップ スクリプトに含まれてい
る場合は、クライアントのコントロールパネルを使用して、クライア
ントがバックアップされるタイミングを制御できます。
注： プロアクティブ バックアップは、Mac OS Xクライアント ソフト
ウェアでは、バックアップ サーバと呼ばれます。
Mac OS X： バックアップ サーバの環境設定は、［Retrospect Client 
Preferences（Retrospectクライアント環境設定）］ウィンドウに表示さ
れます。
Windows/Linux：［Proactive Backup（プロアクティブ バックアップ）］
タブをクリックして、コントロールを表示します。
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これらのコントロールは、クライアント コンピュータをバックアップ 
コンピュータによってバックアップするタイミングを設定します（プ
ロアクティブ バックアップ スクリプトを使用）。ユーザーは、通常、
これを使用して、バックアップを要求するか、バックアップを保留し
ますが、プロアクティブ バックアップの設定をこのクライアントの通
常のスケジュールに戻すこともできます。プロアクティブ バックアッ
プのオプションは次のとおりです。
［As soon as possible（すぐ実行）］では、プロアクティブ バックアッ
プが実行可能になるとすぐに、Retrospectサーバによって、クライアン
ト コンピュータのバックアップが行われます。
［According to normal schedule（通常のスケジュールで実行）］で
は、バックアップ スクリプトで定期的にスケジュールされた時間
に、Retrospectサーバによって、クライアント コンピュータのバック 
アップが行われます （デフォルトの設定）。
［After ______（______後）］では、指定した時刻または日付まで、ク
ライアント コンピュータのバックアップを行わないようにします。最
大で現在の時刻から1週間後まで設定できます （時刻および日付をク
リックして、数字を入力するか、矢印をクリックして変更する）。
設定を有効にするには、［OK］をクリックします。

実行の保留
プロアクティブ バックアップによってクライアントをバックアップし
ようとするときに、クライアント コンピュータの画面にダイアログが
表示され、実行を開始するまでの時間がカウントダウンされます（デ
フォルトでは、プロアクティブ バックアップ スクリプトの［オプショ
ン］タブで20秒に設定されている）。このダイアログから、実行しよ
うとしているプロアクティブ バックアップ オペレーションを、3つの
方法で制御できます。
カウントダウンが0になるまで待つと、プロアクティブ バックアップ
が実行されます。
［バックアップ］をクリックすると、バックアップが直ちに実行され
ます。
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［遅延］をクリックすると、バックアップを実行する時間を設定でき
ます。
実行を保留すると、Retrospectサーバのログに記録されます。

高度なネットワーク
Retrospectでは通常、マルチキャストを使用して、ローカル ネット 
ワーク セグメントまたはローカル サブネットに直接続されたバック
アップ クライアントを検索し、［ソースの追加］ウィンドウに表示し
ます。ネットワークでバックアップ コンピュータとクライアントの間
にルータがあるか、異なる物理ネットワークに接続された複数のネッ
トワーク カードがバックアップ コンピュータに接続されている場合
は、Retrospectのより高度なアクセス技術を使用する必要があります。
Retrospectでは、クライアントへのアクセスに複数の方法を使用するこ
とができます。また、バックアップ コンピュータのアダプタ カードの
使用を制御できます。

アクセス方法
Retrospectでは、標準のDNSおよびWINSディレクトリ サービス、また
はTCP/IPに基づいたRetrospect独自のPitonネーム サービスのいずれか
を使用できます。
Retrospectのソースにクライアントを追加すると、後で使用するアクセ
ス情報も保存されます。Retrospectがクライアントに接続してバック 
アップしようとするとき、元のアクセス方法を使用して、アクセス情
報を現在のIPアドレスに解決します。
各クライアント コンピュータでは、Retrospectクライアント ソフ
トウェアは、RetrospectサーバのRetrospectからのクエリを待機しま
す。Retrospectがクライアントと通信する方法は、Retrospectで使用して
いるアクセス方法によって異なります。
［ソースの追加］ダイアログで使用できる方法は、次の3つです。
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•	 マルチキャスト
•	 サブネット ブロードキャスト
•	 ソースを直接追加 

マルチキャスト
最初に［ソースの追加］ダイアログを開くと、ポップアップ メニュー
にデフォルトで設定されているアクセス方法は、［マルチキャストの
使用］です。この方法では、リスンしているクライアント コンピュー
タにマルチキャスト要求を送信し、クライアント情報の応答を要求し
ます。クライアントをこの方法で追加すると、このクライアントに接
続してバックアップしようとしたときに、Retrospectでは、クライアン
ト データベースを更新して適切なクライアントに接続する要求を送信
することにより、自動的にIPアドレスの変更が処理されます。
ネットワーク分析を使用してマルチキャストで送信したパケットを監
視する場合は、Retrospectでは通信に既知のポートである497を通信に
使用します。パケット フォーマットは、Retrospect独自のプロトコル
であるPiton（PIpelined TransactiONs）に従っており、Retrospectのネッ
トワークの速度と信頼性を有効に利用できます。マルチキャストPiton
ネーム サービスでは、割り当てられたアドレスとして224.1.0.38を使用
し、Retrospectクライアント ソフトウェアを実行しているコンピュータ
にのみ、Pitonでクエリを転送できます。
マルチキャスト アクセスは単純で、設定の必要はありませんが、ルー
タをまたがって操作することはできません。ローカル サブネット内で
のみ機能します。

サブネット ブロードキャスト
サブネット ブロードキャストでは、インターネットなど、事実上どのよ
うなネットワーク トポロジーでもクライアントにアクセスできます。
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TCP/IP標準に従って、サブネットには、たとえば、192.168.1.0および
255.255.255.0のような、ネットワーク アドレスおよびサブネット マ 
スクが割り当てられます。ルータはこれらのアドレスにより、コン 
ピュータが接続されている物理的なネットワークを識別します。ルー
タでは、特定のサブネットにあるすべてのコンピュータにクエリを送
信することもできます。Retrospectでは、サブネット ブロードキャスト
によるアクセス方法の機能を活用して、マルチキャスト アクセスと同
じPitonプロトコルを使用します。
Retrospectのサブネット アクセス方法では、使用するサブネットごとに
アドレスおよびマスクを定義し、ネットワークが変更された場合は、
これらの構成を更新する必要があります。サブネットを定義する方法
については、この章で後述する『ネットワーク インタフェースおよび
サブネットの構成』を参照してください。

ソースを直接追加
ソースを直接追加では、特定のバックアップ クライアントをRetrospect
のソースに追加できます。この方法では、バックアップ クライアン
トのIPアドレス、DNS名、またはWINS名が既知である必要がありま
す。DHCPサーバから動的IPアドレスを取得するコンピュータには、数
字のIPアドレスを使用しないでください。アドレスが変更されたとき
に、Retrospectでは認識できないためです。
クライアントを直接追加するのは、クライアントが数台の場合には有
効ですが、クライアントが多数ある場合には面倒な作業になります。
多数のクライアントを追加する場合は、次のいずれかの方法が便利 
です。
クライアントを直接ソースに追加するには、次の手順に従います。

1.	 Retrospectコンソールで、サイドバーの［ソース］をクリックし
ます。

2.	 リスト表示ツールバーの［追加］ボタンをクリックします。 
［ソースの追加］ダイアログが表示されます。
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3.	 ［ソースの追加］ダイアログの下部にある［ソースを直接追
加］をクリックします。表示されるダイアログで、IPアドレス
（またはDNSまたはWINS名）をおよびクライアントのパスワー
ド入力し、［追加］をクリックします。Retrospectが指定された
IPアドレスにクライアントを見つけたら、ダイアログに緑色の
アイコンが表示されます。直接追加するクライアントのそれぞ
れに対して、同じ操作を繰り返します。Retrospectがクライアン
トを［ソース］ダイアログの後ろの［ソース］リストに追加し
ます。目的のクライアントを全部追加したら、［完了］をク 
リックして［ソース］ダイアログを閉じます。

ネットワーク インタフェースおよびサブネットの構成
Retrospectのインタフェース機能によって、複数のアダプタ カードから
選択し、バックアップ クライアントのグループに対してネットワーク 
オプションを制御できます。たとえば、カスタム インタフェースに 
よって、ルータを通してバックアップ データを要求することなく、さ
まざまなサブネットのクライアントをバックアップできるため、ネッ
トワークの帯域幅を節約できます。
Retrospectの環境設定で、さまざまなネットワーク インタフェースに
名前を付け、特定のネットワーク アドレスに割り当てることができま
す。アドレスは順に使用されます。そのためには、次の手順を実行し
ます。

1.	 ［Retrospect］＞［環境設定］＞［ネットワーク］を選択しま
す。［サーバ］列に複数のRetrospectサーバが表示される場合
は、制御するサーバを選択します。ウィンドウの右側の接続リ
ストには、Macのデフォルトのネットワーク接続が表示され 
ます。

2.	 ネットワーク インタフェースを追加するには、接続リストの下
のプラス（＋）ボタンをクリックします。表示されるダイアロ
グで、［接続］ポップアップ メニューから使用するネットワー
ク インタフェースのIPアドレスを選択し、［追加］をクリック
します。
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接続リストに新しい接続が表示されます。クライアントおよび
ネットワーク共有を検索するときにRetrospectが使用するサブ 
ネットを制限することもできます。これを実行するには、接続
リストで接続を1つ選択してから、［説明］ボックスの下のプラ
ス（＋）ボタンをクリックします。表示されるダイアログで、
サブネット アドレスおよびサブネット マスクを入力し、［追
加］をクリックします。サブネットの制限が［説明］ボックス
に表示されます。
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詳細設定
上級ユーザーは、Retrospectのネットワーク動作をさらに詳細に制御す
る必要があるかもしれません。［ネットワーク］設定ペインで［詳細
設定］ボタンをクリックすると、さまざまな設定が可能なダイアログ
が表示されます。

［ネットワーク再試行警告遅延］：クライアントが指定された時間内
に応答しない場合は、Retrospectによってネットワーク再試行のダイア
ログが表示されます。
［接続タイムアウト］：Retrospectがクライアントの通信再開を待機す
る最大時間。これを超えると、エラー–519（ネットワーク通信失敗）
がログに記録され、次のアクティビティを続行します。
［検索ポーリング間隔］：クライアントが最後に認識されたアドレス
に見つからない場合は、この間隔でクエリを送信します。
［検索タイムアウト］：指定した時間内にクライアントが見つからな
かった場合は、既知のクライアントの検索を終了します。
［ライブ ポーリング間隔］：ライブ ネットワーク ウィンドウにある
クライアントにポーリングする場合は、この間隔でクライアントにブ
ロードキャストします。インタフェースに複数のサブネットを構成し
た場合、ポーリング間隔は定義されたサブネットの数で割った値にな
ります。
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［カウント漏れ］：指定した数の連続したポーリングに応答がない場
合は、ライブ ネットワーク ウィンドウからクライアントを削除しま
す。これはすでにバックアップ クライアント データベースに追加され
たクライアントには影響しません。
［マルチキャスト有効期限］：有効期限の数をマルチキャストUDPパ
ケットの数に割り当てます。これは、ルータのホップ数の最大値で、
これを超えるとパケットが破棄されます。有効期限の数を増やすと、
検索対象となるIGMP対応ルータで接続されているサブネットの数が増
えます。IGMPをサポートしていないルータでは、マルチキャストUDP
パケットは転送されません。
変更する設定の横に値を入力して、［完了］をクリックします。設定
を入力した後で元に戻すには、［デフォルトを使用］をクリックし、
次に［完了］をクリックします。
警告: このダイアログは、変更による影響を理解している場合、または
Retrospectのテクニカル サポートの指示があった場合にのみ変更してく
ださい。状況によっては、このダイアログでの変更により、Retrospect
のパフォーマンスに悪影響がある場合があります。注意してください!

ネットワーク バックアップのガイドライン
このセクションでは、Retrospectを使用してワークグループのバック 
アップを設定するための情報とアドバイスを示します。
一般的に、ローカル バックアップに適用する原則が、クライアント コ
ンピュータのネットワーク バックアップにも適用できます。ローカル 
バックアップとネットワーク バックアップの主な違いは、データの量
であり、ストレージの限界を超える可能性があります。膨大なデータ
量と、ネットワーク バックアップの速度の低下により、時間の制限を
超える可能性があります。一晩でネットワーク全体のバックアップが
できない場合は、バックアップを複数の日程に分ける、ドキュメント
のみバックアップ、プロアクティブ バックアップ スクリプトの使用を
検討してください。
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このセクションの情報はあらゆるLAN環境に適用できますが、説明す
る例では、基本的なEtherneネットワークを前提としています。ネット
ワークにネットワーク間接続デバイス（ルータやゲートウェイなど）
が存在する場合でも、バックアップ ワークグループの1つ以上のメン
バーがネットワーク間接続デバイスによってその他のメンバーから分
離されている場合を除き、ほとんどの内容が適用できます。ルータま
たはゲートウェイを通してバックアップを実行すると、バックアップ
を完了するまでに要する時間が増えます。

バックアップ デバイスの選択
バックアップ デバイスの容量は、通常、自動的に無人でワークグルー
プ バックアップを実行する場合に最も重要な考慮事項です。ネット 
ワーク バックアップの容量は多すぎて問題になることはありません。
容量を増やすと、バックアップできるファイル、ボリューム、クライ
アント コンピュータが増え、バックアップ対象のファイルを選択する
条件が広がり、メディア交換の頻度が下がり、メディアごとのバック
アップ セッションの数が増えます。
バックアップ デバイスの容量が不足している場合は、バックアップの
完了前にメディアを交換する必要があるため、自動的に無人でバック
アップを完了することができません。容量と速度のニーズに従って、 
1つ以上の大容量ハード ディスク、ディスク アレイ、テープ ライブラ
リ、ストレージ エリア ネットワークのいずれか適切なものをバック 
アップ デバイスにします。

Retrospectサーバの選択
このセクションでは、ネットワーク バックアップの計画に適合する
Retrospectサーバに適切なコンピュータを選択する方法についてのアド
バイスを示します。
ファイル サーバをバックアップ コンピュータとして使用する必要は 
ありません。次にデスクトップ コンピュータまたはサーバをバック 
アップ コンピュータとして使用する場合のそれぞれのメリットを示し
ます。
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デスクトップのメリット
•	 近くにあるコンピュータを使用できるので、バックアップ デバイ
スに簡単にアクセスできます。

•	 専用サーバのコストを回避できます。
•	 メモリおよび速度の点で最適なコンピュータを選択できま
す。Retrospectは、夜間または週末に実行し、業務時間内はコン 
ピュータを通常通り使用できます。

•	 バックアップの実行中でも、サーバに最高速度でアクセスできま
す。以上は、専用のバックアップ サーバがないことを前提として
います。

サーバのメリット
•	 サーバ コンピュータは通常高性能のモデルを使用しているため、
バックアップの速度を最適化できます。

•	 夜間や週末のサーバが使用されていない時間帯を活用できます。
•	 サーバが安全な場所にある場合は、メディア セットのセキュリ 
ティも向上します。

•	 大容量のサーバ ディスクをバックアップするときに、ネットワー
ク転送レートより速い、ローカル転送レートでバックアップでき 
ます。

バックアップ コンピュータのパフォーマンスは、システム全体のパ 
フォーマンスに影響します。一般的に高性能なコンピュータでは、 
ネットワーク バックアップをサポートできるクライアント コンピュー
タの数とデータの量が多くなります。
ソフトウェア圧縮と暗号化によって、CPU使用率は大幅に上昇しま
す。これらの機能のいずれかを使用する場合は、CPUのパフォーマン
スの高いモデルを選択してください。
バックアップ コンピュータには、大部分のファイルを持つネット
ワーク ボリュームを処理するのに十分なRAMが必要です。RAMを
Retrospectサーバに追加すると、Retrospectで使用できる実行スレッドが
増えるため、サーバ バックアップを迅速に実行できます。
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スケジュールされた期間内にRetrospectサーバはバックアップを完了で
きない場合、またはバックアップの頻度を上げる場合は、バックアッ
プ コンピュータの速度を向上させるか、バックアップ デバイスを高速
化するか、その両方を行う必要があります。

暗号化および圧縮
Retrospectでは、暗号化機能により、バックアップ時に不正なアクセス
からデータを保護することができます。また、圧縮機能では、保存さ
れたデータを圧縮することにより、バックアップ デバイスの容量を削
減できます。これらの機能を使用するかどうかによって、選択すべき
バックアップ デバイスのタイプが異なります。Retrospectの暗号化お
よびソフトウェア圧縮により、特にコンピュータのCPUのパフォーマ
ンスが低い場合は、バックアップに時間がかかるようになることを留
意してください。圧縮をサポートしているテープ ドライブは、専用の
圧縮ハードウェアを使用して圧縮のタスクを実行するため、Retrospect
より迅速に圧縮できます。圧縮および暗号化を使用するかどうか、ま
た、圧縮テープ ドライブがバックアップ デバイスとして適切かどうか
を判断するには、次を参照してください。

機能： 圧縮
説明:  バックアップ デバイスで、メディアに保存できるファイルが増
えます。
手順： データのパターンを検出します。パターンが多いほど、圧縮率
が高くなります。
インプリメンテーション： 圧縮に対応したテープ ドライブがある場合
は、Retrospectより迅速にデータを圧縮できるため、圧縮はハードウェ
アで実行されます。

機能： 暗号化
説明: バックアップのセキュリティを向上します。
手順： データの見た目をランダムに変更して、不正なアクセスを防止
します。
インプリメンテーション： 暗号化は常にRetrospectで管理します。
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機能： 暗号化圧縮
説明: バックアップ デバイスで、メディアに保存できるファイルが増
えると同時に、バックアップのセキュリティを向上します。
手順： 圧縮は暗号化の前に行う必要があります。
インプリメンテーション： 両方の機能をRetrospectで実行する必要があ
ります。圧縮ドライブがある場合は、暗号化およびハードウェア圧縮
の両方は使用できないため、どちらを使用するか選択する必要があり
ます （暗号化を使用する場合は、自動的にハードウェア圧縮が無効に
なる）。
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第5章： Retrospectの操作
この章では、データのバックアップ、アーカイブ、および復元を含め
たRetrospectの主な使用法について説明します。また、Retrospectのプロ
アクティブ バックアップ機能を使用して、ノートブック コンピュータ
上のデータおよびネットワークへの臨時ユーザーを保護する方法につ
いても学習します。さらに、Retrospectの動作を監視する方法について
も説明します。
これらのRetrospect操作では、それぞれスクリプトの作成が必要なた
め、Retrospectのアシスタント機能を使用してスクリプトを作成する
方法、および手動でスクリプトを作成する方法について学習します。
また、継続的に操作しなくてもRetrospectでデータを保護するため
に、Retrospectのスケジュール機能を使用してスケジュールを作成し、
データ処理を自動化する方法について説明します。
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Retrospectsの操作の準備
Retrospectのほぼすべての操作（バックアップ、復元など）
で、Retrospectが処理を実行するために必要な命令が含まれたスクリプ
トの作成が必要になります。Retrospectのサイドバーにあるスクリプト 
カテゴリを使用して手動でスクリプトを作成することもできますが、
ツールバーの3つのアシスタント機能（バックアップ、コピー、およ
び復元）を使用して、手順に従ってスクリプトを作成して実行するこ
ともできます。
バックアップ アシスタント内でクライアントの追加、ソース定義、メ
ディア セットの作成を行うことができます。しかし、Retrospect 8を使
い始めるときは、バックアップ アシスタントに飛び込む前に、少なく
ともいくつかのセットアップを行っておくと、プロセスのさまざまな
部分を理解しやすくなります。クライアントおよびネットワーク共有
をRetrospectのソースに追加する方法については、第4章を参照してく
ださい。

メディア セットを追加する
メディア セットは、Retrospectで行うバックアップの宛先です。第2章
で説明したように、メディア セットにはいくつかのタイプがありま
す。各メディア セットは1つ以上のメンバーから構成されます。たと
えば、、テープ メディア セット内の各テープはそのセットのメン 
バーです。Retrospectにメディア セットを追加するときは、セットを
作成し（ほとんどのタイプのメディア セットに対し、そのセットのカ
タログをどこに作成し、保管するかも指定します）、そのセットの第
1メンバーの場所も指定する必要があります。
注： バックアップ アシスタントでメディア セットの作成とその第1メ
ンバーの追加ができます。このため、このアシスタントを使用する場
合は、最初のバックアップに進む前のメディア セットの作成を見送る
こともできます。詳細については、この章で後述する『バックアップ 
アシスタントの使用方法』を参照してください。
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メディア セットを作成するには、次の手順に従います。
1. Retrospectコンソールで、サイドバーの［メディア セット］を
クリックします。以前に追加したメディア セットが［メディア 
セット］リストに表示されます。

2. リスト表示ツールバーで、［追加］をクリックします。［メ 
ディア セット］作成ダイアログが表示されます。

3. ［メディア セット タイプ］ポップアップ メニューから、作
成するメディア セットの種類に基づき［テープ］、［テープ
WORM］、［ディスク］、［光メディア］、［ファイル］のい
ずれかを選択します。この例では、最も一般的なRetrospectメ 
ディア セット タイプであるディスク セットを作成します。

4. ［メディア セット名］の欄にそのセットの名前を入力します。

5. カタログは、デフォルトでは/Library/Application Support/Ret-

rospect/Catalogs/に保存されています。ほとんどの場合、デ 
フォルトの場所を変更する必要はありません。変更する場合は 
［選択...］ボタンをクリックし、開いた［ファイルを参照］ダ
イアログから新しい場所にナビゲートして［選択］ボタンをク
リックすると、［メディア セット］ダイアログに戻ります。
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6. 希望に応じて、［メディア セット セキュリティ］ポップアップ 
メニューから選択します。［なし］を選択するか、そのメディ
ア セットにパスワードを追加することを選択するか、または 
徐々に強度が増加する4段階の暗号化から選択できます。［0
個］以外の選択をすると、そのメディア セットに対するパス 
ワードの入力と確認が要求されます。

7. メディア セット セキュリティのいずれかを選択した場合、
「Retrospect にこのパスワードを記憶させますか?」というポッ
プアップ メニューがアクティブになります。デフォルトの選択
でRetrospectにスクリプトによるアクセスのパスワードを記憶さ
せるようにすると、このメディア セットを使用する任意のスク
リプトが実行されるたびにパスワードを入力する必要がありま
せん。また、Retrospectにパスワードを記憶させないようにする
オプション、またはそのメディア セットへのあらゆるアクセス
に対して常にパスワードを記憶させるオプションもあります。
警告: メディア セット パスワードを設定する場合、Retrospectに
そのパスワードを記憶させることができますが、セキュリティ
上の理由から、そのパスワードを取得する方法はありません。
ご自身でパスワードを記録しておく必要があります。バックド
アのパスワード アクセスはありません。

8. ［追加］ボタンをクリックしてメディア セット ダイアログを閉
じます。新しいメディア セットが［メディア セット］リストに
追加されます。

最初のメンバーをディスク メディア セットに追加するよう要求する 
メッセージが表示されます。メンバーをテープ メディア セットに追加
する（または手動でディスク メディア セットに追加する）には、次の
手順に従います。

1. リストで新しいメディア セットをクリックして選択し、ウィン
ドウの詳細セクションで［メンバー］タブをクリックします。
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2. ［メンバー］タブの下のプラス（＋）ボタンをクリックしま
す。開いた［新規メンバーの追加］ダイアログで、メディア  
セットのバックアップ データを保存する場所を選択します。 
ディスク メディア セットの場合、ダイアログの下部にそのメ 
ディア セットで使用できる最大容量をGBまたは宛先ハード  
ディスクの割合で指定するオプションがあります。［追加］を
クリックします。
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3. ［メディア セット］リストの詳細セクションに新規メンバーが
追加されます。ディスク メディア セットの場合、定義したメン
バー ディスク上にRetrospectフォルダが追加されます。この 
フォルダには、メディア セット メンバーの番号がついた別の 
フォルダを含む、そのメディア セットの名前がついたフォルダ 
が含まれます。ディスク メディア セットに対しては、 
Retrospectが一連の600 MB（またはそれ以下）のファイルをこ
のフォルダの中に作成します。

バックアップ中
このセクションでは、Retrospectでのバックアップの実行方法について
説明します。ここで説明する手順には、すべてのファイルを効果的に
バックアップするために必要な情報がすべて含まれています。
Retrospectでファイルのバックアップを実行する前に、バックアップ 
デバイスがコンピュータに正しく接続され、バックアップ メディア 
（ディスクまたはテープ）に上書きしてはいけない重要なデータが含
まれていないことを確認してください。

バックアップ アシスタントの使用方法
バックアップ アシスタントでバックアップ スクリプトを作成してバッ
クアップを実行するには、次の手順に従います。



119第5章 • Retrospectの操作

1. ツールバーの［バックアップ］ボタンをクリックします。最初
のバックアップ アシスタントのウィンドウが表示され、バック
アップを作成するために必要なステップをガイドすることが通
知されます。［続行］ボタンをクリックします。［ソースの選
択］パネルが表示されます。

2. このパネルで、何をバックアップするのかをRetrospectに知らせ
ます。リストには以前に作成したすべてのソースが表示されま
す。バックアップするソースを複数選択し、ボリューム全体、
お気に入りフォルダ、またはその組み合わせを選択できます。 
1つまたはそれ以上のソースの横のチェックボックスをクリック
します。

3. 「バックアップするファイルの種類：」の下のポップアップ メニュー
からいずれかのルールを選択し、バックアップするファイルの
種類を指定できます。たとえば、、［すべてのファイル］（デ
フォルト）、［キャッシュ ファイルを除いたすべてのファイ
ル］、またはRetrospectの［環境設定のルール］セクションで指
定されたその他保存済みの基準でバックアップするように選択
できます。ルールについては、第7章を参照してください。

4. ［続行］をクリックします。メディア セットのリストを示した
［メディア セットの選択］パネルが表示されます。
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注： バックアップ アシスタント内から［ソース］リストに新規
クライアントまたはお気に入りフォルダを追加することができ
ます。新規クライアントを追加するには、リスト下のプラス 
（＋）ボタンをクリックし、第4章の『Retrospectのソースにク
ライアントを追加する』の説明に従ってください。新しいお気
に入りフォルダを追加するには、バックアップ アシスタントで
ソースの［参照］ボタンをクリックし、お気に入りとして登録
するフォルダを指定して、［お気に入りフォルダに追加］をク
リックします。

5. このバックアップの宛先としてメディア セットを作成した場合
は、このチェックボックスをクリックして［続行］をクリック
し、手順9に進みます。メディア セットを作成していない場合
は、リスト下のプラス（+）ボタンをクリックします。メディ
ア セット ダイアログが表示されます。

6. ポップアップ メニューから［メディア セット タイプ］を選択
し、そのメディア セットの名前を入力します。オプションでメ
ディア セットのカタログの場所を変更したり、メディア セット
にセキュリティ オプションを設定できます（これらのオプショ
ンについて詳しくは、この章で前述した『メディア セットを追
加する』を参照してください）。［追加］ボタンをクリックし
ます。
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7. Retrospectがリストに新規メディア セットを追加します。その
後（［ディスク メディア セット］タイプを選択した場合）参照
ダイアログが表示され、メディア セットの最初のメンバーをど
こに保存するかを指定できます。どこにバックアップしたデー
タを保存するかを選択し、［追加］をクリックします。

8. 参照ダイアログが閉じて、新規メディア セットがリストに追加
されており、それが選択されていて、メンバーを1つ有すること
を確認できます。［続行］をクリックします。

9. バックアップのソースと宛先を再マップしたサマリー画面が表
示されます。
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10. （オプション、ただし推奨）［保存］ボタンをクリックしてス
クリプト名を付けることができるダイアログを表示します。ス
クリプト名を付けない場合、Retrospectがそのスクリプトに 
「バックアップ アシスタントの作成日と時刻」という名前を付
けますが、後でそのスクリプトの目的をすぐ知ることが困難に
なります。スクリプト名を入力し、［保存］をクリックして 
バックアップ アシスタントのサマリー画面に戻ります。

11. （オプション）後でそのスクリプトを実行するためのスケ 
ジュールを設定する場合、［スケジュール］ボタンをクリック
します。アシスタントがスケジューリングのインタフェースに
変わり、デフォルトのスケジュール セットが表示されます。ス
ケジューリングの詳細については、この章で後述する『スケ 
ジュールを使用する』を参照してください。希望のスケジュー
ルの設定が完了したら、［今すぐ開始］をクリックすると、ス
クリプトとそのスケジュールが保存されます。スクリプトは指
定の日付と時刻に自動的に実行されます。

12. 上のオプションの手順をスキップして、バックアップ スクリプ
トをただちに実行する場合は、［今すぐ開始］をクリックしま
す。スクリプト設定は上で説明したように保存されます。

バックアップ スクリプトを手動で作成する
バックアップ アシスタントを使用しないで、手動でスクリプトを作成
することもできます。手動で作成することで、スクリプトの詳細を変
更したり、ニーズに合わせてカスタマイズしたりできます。バック 
アップ アシスタントを使用して作成したスクリプトを後で変更するこ
ともできます。
バックアップ スクリプトを手動で作成するには、次の手順に従い 
ます。

1. Retrospectコンソールのサイドバーで、［スクリプト］をクリッ
クします。以前に作成したスクリプトのリストがウィンドウの
右側に表示されます。

2. リスト表示ツールバーで、［追加］ボタンをクリックします。
［スクリプト］ダイアログが表示されます。
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3. ［スクリプト名］フィールドに、新しいスクリプトの名前を入
力します。

4. ここではバックアップ スクリプトを作成しているため、［すべ
て］または［バックアップ］カテゴリが選択されていることを
確認してから、ダイアログの右側に表示されたスクリプト タイ
プ リストで［バックアップ］をクリックし、［追加］をク 
リックします。新しいスクリプトがリストに表示され、その横
にはスクリプトの作成が完了していないことを示す赤のアイコ
ンが表示されます。［サマリー］タブの［説明］領域の下に何
も表示されない場合は、1つまたは複数のソース、メディア  
セット、およびスケジュールの追加が必要であることを示して
います。
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5. ［ソース］タブをクリックします。定義済みのソースが表示さ
れます。バックアップに含めるソースの横にあるチェックボッ
クスをクリックして選択します。必要に応じて、Retrospectク
ライアントまたはネットワーク共有の横にある三角ボタンをク
リックし、ボリュームまたはお気に入りフォルダを表示しま
す。Retrospectサーバ、Retrospectクライアント、またはネット
ワーク共有のローカルのソースを選択できます。これらのソー
スにはお気に入りフォルダが含まれている場合があり、それら
はフォルダが保存されているディスクとともに別個にバック 
アップできます。
注： 必要なソースが表示されない場合は、処理を続行する前に
ソースを定義する必要があります。各種ソースの追加方法につ
いては、第3章または第4章を参照してください。



125第5章 • Retrospectの操作

注： ［ソース］リストには、 Smartタグおよびタグという2つの
アイテムが表示されます。これらのタグを使用すると、さまざ
まなソースを簡単にグループ分けして、選択しやくなります。
スクリプトを実行すると、Smartタグまたはタグ、およびタグに
割り当てられたバックアップ ボリュームまたはお気に入りフォ
ルダが評価されます。タグの詳細については、第3章を参照して
ください。

6. ［メディア セット］タブをクリックします。定義済みのメディ
ア セットが表示されます。メディア セットの横にあるチェック
ボックスをクリックして、バックアップの宛先に指定するメ 
ディア セットを選択します。
注：処理を続行する前に、メディア セットが少なくとも1つ定
義されている必要があります。詳細については、この章で前述
した『メディア セットを追加する』を参照してください。
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7. ［ルール］タブをクリックします。このバックアップに適用す
るルールの横にあるラジオ ボタンをクリックします。すべての
ファイルを含める方法は、最も安全性の高いバックアップにな
ります。ルールの詳細については、第7章を参照してください。

8. ［スケジュール］タブをクリックします。スクリプトにはデ 
フォルトのスケジュールがないため、空のスケジュール リスト
の下にあるプラス（+）ボタンをクリックして追加する必要が
あります。
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9. スケジュール インタフェースの［デスティネーション］ポップ
アップ メニューには、選択したメディア セットが表示されま
す。複数のメディア セットがこのスクリプトに関連付けられて
いる場合は、ポップアップ メニューからこのスケジュールに使
用するメディア セットを1つ選択します。次に、実行するメ 
ディア アクションを選択します。［メディア アクションな 
し］、［新しいメンバーにスキップ］、［新しいメディアセッ
トを開始］、または［メディア アクションのリサイクル］か
ら選択します。メディア アクションの詳細については、第2章
を参照してください。最後に、スケジュールの実行日、実行時
刻、および頻度を設定します。詳細については、この章で後述
する『スケジュールを使用する』を参照してください。

10. ［オプション］タブをクリックし、バックアップ スクリプトの
オプションを設定します。詳細については、『バックアップ ス
クリプトのオプション』を参照してください。

11. ［サマリー］タブをクリックして、設定した内容を確認しま
す。これで、バックアップの実行に必要なすべての情報が設定
されました。
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バックアップ スクリプトのオプション
スクリプト カテゴリの［オプション］タブでは、さまざまなバック 
アップ オプションを使用できます。各オプションの説明は、以下のと
おりです。オプションはカテゴリごとに整理されており、カテゴリ名
の横にある詳細表示の三角記号をクリックすると、内容が表示され 
ます。

バックアップ カテゴリには、バックアップの検証方法を選択するため
のポップアップ メニューがあります。メニュー項目は、以下のとおり
です。
詳細な検証：バックアップの実行後にメディア セットに保存されてい
るファイルと元のソース ファイルを比較することで、ファイルが正し
くコピーされます。バックアップを複数のテープ、光ディスク、また
はリムーバブル ディスクに保存する場合は、データを書き込むすべて
のメンバーを再挿入する必要があります。この検証プロセスは、バイ
ト単位で実行されます。
メディアの検証：メディア セットに保存されたファイルは、バック 
アップで生成されたMD5ダイジェストと比較されます。この方法では
ソース ファイルの再読み込みを行わないため、詳細な検証で検出され
るような潜在的な問題を特定できません。ただし、メディアの検証に
もいくつか利点があります。まず、詳細な検証に比べて処理時間が短
くなります。また、バックアップのコピー フェーズ後に元のファイル
にアクセスする必要がないため、ソース ボリュームへの負荷が少なく
てすみます。また、バックアップ処理の実行中、各メディアがフルに
なるとすぐに検証を行うため、複数のメディアにまたがるメディア  
セットのメンバーを再挿入する必要がありません。
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検証なし：バックアップ ファイルと元のソース ファイルとの比較は行
われません。この場合、検証スクリプトを使用して、後で検証を実行
するようスケジュールできます。
バックアップ カテゴリのその他のオプションは、以下のとおりです。
バイトごとのクライアント ファイル比較： このオプション
は、Retrospectの高速クライアント比較より優先され、ローカルのバッ
クアップ ファイルの場合と同じ方法で検証します。このオプションを
無効にすると、より高速なチェックサムベースの手法を使用して、コ
ピーされたファイルが検証されます。これらの2つの方法はいずれも、
バックアップ データと元のファイルを比較する信頼性の高い方法で
す。このオプションは、デフォルトではオフに設定されています。
データ圧縮（ソフトウェア）： データ圧縮は、メディア セットにコ 
ピーする前にファイルを圧縮することで、メディア セットの容量を節
約できます。ファイルを復元すると、自動的に解凍されて元の状態に
戻ります。圧縮処理の結果（圧縮率）は、ステータス ウィンドウおよ
びログに表示されます。圧縮率は、圧縮するファイルのタイプによっ
て異なります。テキスト ファイルの圧縮率はかなり高くなりますが、
アプリケーション、メディア ファイル、およびシステム ファイルの圧
縮率はそれほど高くはありません。データ圧縮を利用するバックアッ
プは、利用しないバックアップより処理時間がかかります。これは、
復元の場合も同じです。
スクリプト完了時にテープとディスクを取り出す： このオプションを
選択すると、スクリプトの完了後、スクリプトの実行中にアクセスし
たテープまたはディスクを取り出すようRetrospectに通知します。
［一致する］カテゴリのオプションは、以下のとおりです。
ソースファイルとメディアセットを一致させる： このオプションを選
択すると、標準バックアップで以前にバックアップされたファイルが
識別されます。この機能は、Retrospectのプログレッシブ増分バック 
アップの主要コンポーネントです。Retrospectでは、ソース ボリュー
ム上のファイルと保存先メディア セットのカタログにあるファイル情
報が比較されます。
Mac OSファイルの一致基準は、ファイル名、サイズ、作成日時、およ
び変更日時です。
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Windowsファイルの一致基準は、ファイル名、サイズ、作成日時、お
よび変更日時です。作成日時が変更日時より後の場合、作成日時は無
視されます。
Linuxファイルの一致基準は、ファイル名、サイズ、変更日時、および
作成日時です。
これらのすべての基準を満たしている場合、ファイルはすでにバック
アップ済みであるとみなされます。
注： アーカイブ スクリプト処理の場合、一致オプションはデフォル
トでオフに設定されているため、メディア セットに保存済みであるか
どうかに関係なく、選択されたすべてのファイルがアーカイブされま
す。ファイルの移動オプションを有効にしない限り、一致処理を除い
てアーカイブ スクリプトとバックアップ スクリプトは同一です。
メディア セットに複製ファイルを追加しない： これも、Retrospectの
プログレッシブ増分バックアップの主要コンポーネントです。このオ
プションは、［ソースファイルとメディアセットを一致させる］オプ
ションと併用することで、以前にバックアップされたのと同一のファ
イルがメディア セットに再び追加されることを防ぎます。新規ファイ
ルまたは変更されたファイルのみをメディア セットにコピーするプロ
グレッシブ増分バックアップを実行する場合は、これらの2つのオプ 
ションをオンにします。このオプションをオフにすると、通常のバッ
クアップを実行するたびに、以前のバックアップ ファイルを含むすべ
てのファイルがメディア セットに追加されます。このオプションはデ
フォルトではオンに設定されているため、特別に変更が必要な場合を
除き、そのまま変更せず使用してください。
同じ場所/パスにあるファイルにのみ一致： このオプションでは、そ
の他の基準では「同一」とされるファイルについても、ソースと宛先
のファイルの一致をより厳密に検証します （通常、2つのファイルが
上の『ソースファイルとメディアセットを一致させる』で説明したよ
うに同じ基準を満たしている場合は、同一ファイルとしてみなされま
す）。このオプションを選択すると、一意のMac OSファイルID（非表
示）が一致基準の追加項目として使用されます。これにより、その他
の点では同一だが一致しないファイルのコピーが作成されます （一致
しないファイルはバックアップが作成されるため、バックアップ ファ
イルのサイズは大きくなり、処理も時間がかかるようになります）。
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このオプションはデフォルトではオフに設定されているため、特別に
変更が必要な場合を除き、そのまま変更せず使用してください。
ソース カテゴリには、以下のオプションがあります。
クロックの同期： このオプションは、Retrospectクライアント コン 
ピュータの日付および時刻をRetrospectサーバのシステム時刻に合わせ
て設定します。これは2つの時計の日付と時刻を合わせるのに便利なオ
プションで、夏時間に変える（または冬時間に戻す）場合は特に便利
です。Retrospectクライアントのコントロール パネルが読み取り専用
に設定されている場合は、クライアント コンピュータのクロックを同
期することはできません。デフォルトでは、同期オプションは無効に
なっています。
速度閾値： このオプションは、バックアップ処理が極端に遅くなるこ
とを防ぎます。ここで入力された数値によって、クライアント コン 
ピュータがアクセスする場合の最小許容レートが決定されます。処理
前のクライアントへのネットワーク接続をテストしたときに、ネット 
ワークまたはクライアントの動作が遅すぎると、クライアントがス 
キップされ、エラーがログに記録されます。
このオプションは、たとえば、ノートブック コンピュータがWi-Fi 
（ワイヤレス ネットワーク）またはリモートVPN経由で接続されてい
る場合に、プロアクティブ バックアップ スクリプトでノートブック 
コンピュータのボリュームのバックアップを行わないようにする場合
に便利です。
クライアントの接続速度は、処理の開始時に1回だけ確認されます。速
度閾値がゼロに設定されている場合（デフォルト設定）、速度は評価
されず、実行時のパフォーマンスの低下を防ぐことはできません。
アクティビティパフォーマンスの閾値： このオプションは、処理速
度が遅すぎるバックアップ処理を停止する場合に便利です。これによ
り、非常に処理が遅いクライアントで時間を無駄遣いする代わりに、
キュー内のバックアップ要求やその他の処理を実行できるようになり
ます。ここで入力した数値によって、クライアント側でデータをコ 
ピーする場合の最小許容パフォーマンス（MB/秒）が決まります。ク
ライアント側のパフォーマンスは、継続的に計測され、更新されま
す。最初の実行時には許可された処理であっても、パフォーマンスが
閾値を下回ると、停止される場合があります。速度閾値がゼロに設定
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されている場合（デフォルト設定）、実行のパフォーマンスは評価さ
れず、実行時のパフォーマンスの低下を防ぐことはできません。
共有カテゴリには、以下のオプションがあります。
バックアップ中にボリュームをロックアウト： このオプションは、 
ネットワーク上でRetrospectサーバに接続されているユーザーをネット
ワークから切断し、バックアップの実行時に共有ボリュームが使用さ
れないよう防ぐことができます。このオプションをオンにすると、 
ユーザーが接続から切断される前に警告メッセージを表示できます。
また、警告メッセージを何分前に表示するのかを指定することもでき
ます。このオプションは、Retrospectサーバの場合のみ、ユーザーを 
ロックします。クライアントには適用されません。
Macintoshカテゴリには、以下のオプションがあります。
一致させる際に属性変更日を使用： このオプションは、バックアッ
プ、アーカイブ、コピー、および復元処理で使用できます。このオ 
プションは、デフォルトではアーカイブ以外のすべての処理で有効に
なっています。アーカイブでは特に指定のない限り、ファイルの一致
はまったく行われません。このオプションが有効になっている場合、
属性の変更日を使用して、拡張属性またはACLが異なるファイルだけ
を特定してコピーします。たとえば、以前のバックアップ ファイルを
バックアップしてACLを変更する（ただし、それ以外の変更は行わな
い）場合、ファイルの内容が異なるということをRetrospectに認識させ
る（つまり、バックアップを再び実行させる）唯一の方法は、属性の
変更日付を確認することです。
拡張属性およびACLは、Mac OS X 10.4以降でのみサポートされます。
ソース ボリューム/フォルダ/ファイルのバックアップ時刻の設定： こ
のオプション（コピー処理では使用不可）は、各ソース ボリューム、
フォルダ、またはファイルのバックアップ時刻を記録するものです 
（Mac OSによって、各ファイル、フォルダ、およびボリュームの作成
日、変更日、およびバックアップ実行日が記録されます）。このオプ
ションを使用することで、バックアップ処理が開始する「バックアッ
プ時刻」に基づいたルールを作成できるようになります。Retrospectク
ライアントのコントロール パネルが読み取り専用の場合は、クライア
ント コンピュータでソースのバックアップ時刻を設定することはでき
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ません。デフォルトでは、ボリューム オプションはオンに設定され、
ファイルおよびフォルダのオプションはオフに設定されています。
FileVaultの疎画像ファイルのバックアップを行わない： Mac OS X の
バージョン10.3以降には、FileVaultと呼ばれる機能が含まれていま
す。FileVaultが有効な場合、ホーム フォルダのすべての内容が暗号化
され、疎画像ファイル（Mac OS X 10.3および10.4の場合）または疎
バンドル（Mac OS X 10.5以降の場合）にただちに復号化されます。
このオプションは、FileVaultのsparseimageをバックアップしないよう
Retrospectに通知します。これには、多くの理由があります。
疎画像ファイルは常に変更されるため、Retrospectによってそのたびに
バックアップされることになります。また、このようなファイルはサ
イズが極めて大きく、FileVaultユーザーがMac OS Xからログアウトし
ている状態でバックアップを実行しなかった場合、正しく復元できま
せん。
FileVaultを有効にする必要がある場合は、すべてのユーザー データが
バックアップされ、復元できるようにするために実行が必要ないくつ
かの手順があります。
すべてのFileVaultユーザーがログインしていることを確認します。
ホーム ディレクトリ ボリュームをバックアップ ソースとして選択し
ます。
ローカルまたはクライアント コンピュータに、FileVaultが有効になっ
ているユーザーのアカウントが複数存在する場合は、それらのすべて
のユーザーがログインしている必要があります。
すべてのユーザーがログインすると、ユーザーのフォルダは別個のボ
リュームとしてRetrospectの［ソース］リストに表示されます。たとえ
ば、FileVaultユーザーのChesterがログインしている場合、「Chester」
という名前の新しいボリュームがRetrospectの［ボリュームの選択］ 
ウィンドウに表示されます。
ユーザー データを確実にバックアップするために、FileVaultユーザー
のボリュームをソースとして選択する必要があります。スタートアッ
プ ディスク ボリュームを選択すると、ユーザーのデータは正しくバッ
クアップされません。
Linuxカテゴリには、以下のオプションがあります。
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一致させる際に状況変更日を使用： このオプションは、バックアッ
プ、コピー、および復元のデフォルトとして有効になっています。こ
のオプションは、復元ファイルの検索および復元ファイル/フォルダ
の検索では、デフォルトでオフに設定されています。このオプション
が有効な場合、ステータスの変更日によって、拡張属性のみが異なる
ファイルが特定され、コピーされます。たとえば、以前のバックアッ
プ ファイルをバックアップして拡張属性を変更する（ただし、それ
以外の変更は行わない）場合、ファイルの内容が異なるということを
Retrospectに認識させる（つまり、バックアップを再び実行させる）唯
一の方法は、ステータスの変更日付を確認することです。
注： このオプションは、拡張属性をサポートしているファイル システ
ムおよびカーネルでのみサポートされます。
Windowsカテゴリには、以下のオプションがあります。
システム状態のバックアップ： このオプションは、Windowsフォ
ルダがファイル選択条件に含まれている場合に、Windowsレジスト
リ、COM+、アクティブ ディレクトリ、および証明書サービスをコ 
ピーする機能です。
このオプションは、バックアップ、コピー、およびアーカイブ処理の
デフォルトとしてオンに設定されています。また、ボリューム全体を
復元する場合もデフォルトとしてオンに設定されています。
システムの状態を復元するために、ソースのバックアップにはシステ
ムの状態を含め、バックアップの宛先にはシステム ボリュームを指定
する必要があります。
ファイルを開くをバックアップする： このオプションを使用する
と、Windowsコンピュータで使用中の、通常はコピーの対象とならな
いファイルをコピーできます。このオプションは、デフォルトでオン
に設定されており、Open File Backup オプションのライセンスが必要
です。
マルチボリューム データベースの保護： ［ファイルを開くをバック 
アップする］オプションの機能を基盤として、このオプションでは、
ソースWindowsクライアントに関連するすべてのボリュームを同じタ
イミングでバックアップするようにします。複数のボリュームにまた
がるデータベースがない場合は、このオプションを無効にしてもかま
いません。



135第5章 • Retrospectの操作

「ファイルを開く」をバックアップできない場合は停止： このオプ
ションを有効にすると、再試行のタイムアウトが発生した場合、また
はWindowsクライアントのシステム設定でOpen File Backupをサポート
していない場合は、バックアップ処理が中止されます。このオプショ
ンがオフの場合、それ以外のすべてのファイル（開いていないファイ
ル）がバックアップまたはコピーされます。
ディスクの使用停止閾値： このオプションは、Open File Backupで処
理を実行するためにソース ディスクがアイドル状態になるまでの待機
時間を表します。指定した閾値に達すると、再試行タイムアウトが発
生するまで再び待機します。デフォルトの閾値は5,000ミリ秒です。
再試行タイムアウト：オープン ファイルをコピーするためにディス
ク インアクティビティを監視するために割り当てられた合計時間を表
します。タイムアウトが発生すると、上の「停止」オプションに応じ
て、バックアップ処理がただちに中止されるか、Open File Backupを使
用しないで処理を続行します。デフォルトの時間は10分です。
サーバからファイルのセキュリティ情報のバックアップ： このオプ 
ションは、デフォルトでオンに設定されており、サーバ オペレーティ
ング システムを実行しているソース コンピュータのNTFSファイルの
セキュリティ情報をバックアップします。このオプションが有効な場
合、バックアップ対象のすべてのファイルのセキュリティ情報がコ 
ピーされます。
また、最後にバックアップを実行してから新しいセキュリティ情報が
ファイルに設定されたが、変更はされていない場合は、そのファイル
とファイルの新しいセキュリティ情報がコピーされます。Windowsで
は、ファイルのセキュリティ情報が変更されると、アーカイブ属性が
設定されるため、Retrospectではこのアーカイブ属性を使用してファイ
ルを識別します。
同じ場所で最後にバックアップを実行してからアーカイブ属性が設定
された場合は、アーカイブ属性以外は何も変更がない場合でも、ファ
イルとファイルのセキュリティ情報がコピーされます。
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メディア セット全体にわたり、アーカイブ属性の変更が記録されま
す。たとえば、メディア セットAに新しいセキュリティ情報が設定さ
れたファイルが含まれており、メディア セットBにはない場合、次回
のメディア セットBへのバックアップの実行時にファイルとそのセ 
キュリティ情報がコピーされます。
ワークステーションからファイルのセキュリティ情報のバックアッ
プ： このオプションは、デフォルトではオフに設定されています。こ
のオプションが有効な場合、サーバ以外のオペレーティング システム
を実行しているソース コンピュータのNTFS ファイル セキュリティ情
報がコピーされます。このオプションが有効な場合、バックアップ対
象のすべてのファイルのセキュリティ情報がコピーされます。
［サーバからファイルのセキュリティ情報のバックアップ］オプショ
ンの場合と同様、アーカイブ属性を使用して、新しいセキュリティ情
報が設定されたファイルを識別し、バックアップを実行します。
サーバからフォルダのセキュリティ情報のバックアップ： このオプ 
ションは、デフォルトでオンに設定されており、サーバ オペレーティ
ング システムを実行しているソース コンピュータのNTFSフォルダ セ
キュリティ情報がコピーされます。このオプションが有効な場合、 
ソース上のすべてのフォルダのセキュリティ情報がコピーされます。
ワークステーションからフォルダのセキュリティ情報のバックアッ
プ： このオプションは、デフォルトでオンに設定されており、サーバ
以外のオペレーティング システムを実行しているソース コンピュータ
のNTFSフォルダ セキュリティ情報がコピーされます。このオプショ
ンが有効な場合、ソース上のすべてのフォルダのセキュリティ情報が
コピーされます。

アクティビティ機能の使い方
Retrospectのアクティビティ機能は、プログラムの実行結果、実行中の
プログラムの動作、およびこれから実行予定の動作を監視するもので
す。アクティビティ リストには、処理が実行されるたびに処理の概要
が表示され、処理の詳細ログを表示することもできます。
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実行中のスクリプトの表示
処理を制御するスクリプトを初めて実行する場合などは特
に、Retrospectの進行状況の監視が必要になることがよくあります。そ
のためには、次の手順を実行します。

1. サイドバーで［アクティビティ］をクリックします。アクティ
ビティ リストには、過去、実行中、待機中、およびスケジュー
ル済みのアクティビティが表示されます。

2. 現在実行中の処理のみを表示するには、スコープ バーで［実行
中］をクリックします。これにより、現在実行中の処理のみを
表示するようリストにフィルタが適用されます。
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注： アクティビティ リストに表示せずに現在実行中の処理を確
認できるよう、サイドバーのアクティビティ アイテムの横には
進行中を表す、回転するアイコンが表示されます。

実行中のアクティビティの制御
アクティビティの実行中、アクティビティを一時停止または停止する
オプションがあります。このオプションを実行するには、アクティビ
ティ リストで現在実行中のアクティビティを選択し、ツールバーで 
［一時停止］または［停止する］ボタンをクリックします。［一時停
止］ボタンをクリックすると、スクリプトの実行が一時的に中止さ
れ、ボタン表示が［実行］に変わり、リスト内のアクティビティの横
に点滅する［一時停止］アイコンが表示されます。実行を再開するに
は、［実行］ボタンをクリックします。［停止する］ボタンをクリッ
クすると、選択したアクティビティの実行が終了します。

アクティビティ リストの使い方
アクティビティ リストでは、現在実行中のアクティビティ以外のアク
ティビティも表示できます。また、過去に実行されたアクティビティ
や現在またはこれから実行する予定のアクティビティの詳細を表示す
ることもできます。

アクティビティ リストのフィルタリング
スコープ バーを使用してすべてのアクティビティを表示するか、特定
のアクティビティのみを表示することができます。［スケジュール］
をクリックすると、これから実行予定のアクティビティのみが表示さ
れます。表示されるアクティビティ数は、［プリファレンス］＞［コ
ンソール］で設定した内容に応じます。［待機中］をクリックする
と、アクティビティ スレッドが利用可能になるのを待っているアク 
ティビティが表示されます。［過去］をクリックすると、以前に実行
されたアクティビティが表示されます。［プロアクティブ］をクリッ
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クすると、スケジュールされているプロアクティブ バックアップのみ
が表示されます。

アクティビティ リストのアイコン
アクティビティ リストの左端にある［ステータス］列には、特定のア
クティビティのステータスを示すアイコンが表示されます。アイコン
は次のとおりです。

チェックマークの付いた緑色のアイコンは、アクティビティが
正常に実行されたことを示します。

中央にXのマークが付いた赤色のアイコンは、アクティビティ
の実行中にエラーが発生したことを示します。

時計のアイコンは、スケジュールされているアクティビティを
示します。

黄色の警告アイコンは、アクティビティの実行中に警告がレ 
ポートされたか、バックアップの実行が中断されたことを示し
ます。

アクティビティ リストのカスタマイズ
アクティビティ リストはカスタマイズできます。ほとんどの列は、列
見出しをクリックすることで、昇順または降順にソートできます。選
択した列がハイライト表示され、列見出しに上または下向きのソート
失印が表示されます。列の順番は、列見出しをドラッグすることで変
更できます。2つの列見出し間の線をクリックしてドラッグすること
で、列の幅を変更できます。
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アクティビティ リストにデフォルトで表示される列は、［ステータ
ス］、［日付］、［名前］、［タイプ］、［ソース］、［デスティ 
ネーション］、および［パフォーマンス］です。その他の列をリスト
に追加するには、列見出しを右クリックし、コンテキスト メニューか
ら ［アクティビティ スレッド］、［エラー］、［警告］、［コピー済
みファイル］、［残りのファイル］、［コピー済みバイト］、［残り
のバイト］、［圧縮］を選択します。

アクティビティの詳細の表示
Retrospectでは、各アクティビティに関する情報がアクティビティ リ
ストの下にある詳細ビューに表示されます。アクティビティの概要を
表示するには、［サマリー］タブをクリックします。このタブには、
アクティビティの日付、タイプ、アクティビティを作成するために実
行したスクリプト、アクティビティのステータス、使用したソースと
メディア セット、パフォーマンスの詳細、およびコピー済みのファイ
ル数に関する情報が表示されます。

アクティビティに関する詳細情報を表示するには、［ログ］タブをク
リックします。
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注： 現在実行中のアクティビティについては、更新ボタンをクリック
すると、アクティビティに関する最新情報が表示されます。

Retrospectのグローバル処理の一時停止
状況に応じて、Retrospect処理のすべてまたは一部のカテゴリの一時停
止が必要になる場合があります。たとえば、スクリプト実行のスケ 
ジュールを遅らせて、その間にRetrospectサーバのハードウェアを追加
または変更する場合などがこれに該当します。また、関連のスクリプ
トを変更するために、プロアクティブ バックアップを実行しない場合
なども考えられます。
ウィンドウの上部にあるツールバーには3つのボタンがあり、カテゴリ
ごとの処理を一時停止できます。一時停止されたアクティビティは、 
1台のRetrospectサーバに関連付けられます。Retrospectサイドバーに複 
数のサーバが表示された場合、一時停止ボタンをクリックしても、選
択したサーバの処理しか影響を受けません。

3つのボタンには、以下のような機能があります。
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すべてを一時停止：すべてのRetrospect処理が停止され、スクリプトは
実行されなくなります。また、現在実行中のアクティビティも一時停
止します。
スケジュールされた一時停止：実行が予定されているすべての処理が
停止され、スクリプトはスケジュールされた時刻に実行されなくなり
ます。現在実行中の処理は、通常どおりに実行されます。
プロアクティブを一時停止：予定されているプロアクティブ バック 
アップ スクリプトの実行が停止されます。プロアクティブ バックアッ
プ スクリプトに関連付けられたRetrospectクライアントがネットワー
ク上に存在する場合、バックアップは開始されなくなります。
Retrospectのアクティビティを一時停止するには、一時停止するアク
ティビティのタイプに該当するボタンをクリックします。ボタンをク
リックすると、アイコンは一時停止の記号から再生の記号に変わり、
ボタンの名前も［一時停止］から［再開］に変わります。［すべてを
一時停止］は［すべて再開］に変わり、［スケジュールされた一時停
止］は［スケジュールされた処理再開］に変わり、［プロアクティブ
を一時停止］は［プロアクティブを再開］に変わります。アクティビ
ティを再開するには、ボタンをもう一度クリックするか、［すべて再
開］をクリックします。

プロアクティブ バックアップ
バックアップ スクリプトは強力で多目的に利用できるものですが、 
バックアップ環境が定期的に変わる場合は、プロアクティブ バック 
アップの方がニーズに合っている場合があります。通常のバック 
アップ スクリプトでは、特定のボリュームを一定の順序で指定され
たメディア セットにコピーします。バックアップ環境が変わり、ボ
リュームまたはメディアが使用できなくなっても、バックアップは次
回のスケジュールされた時刻まで実行されません。このような理由か
ら、Retrospectにはプロアクティブ バックアップというオプションが
あります。
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プロアクティブ バックアップの利点
Retrospectのプロアクティブ バックアップは、ネットワークやディスク
構成の変化に対応できます。通常のバックアップ スクリプトは、 
ソースと宛先メディア セットが明確に指定された固定的なスケジュー
ルに従って実行されます。一方、プロアクティブ バックアップのスク
リプトは、リソースの可用性やバックアップのニーズによって実行さ
れます。ソース ボリュームは必要性に応じてバックアップされ、長時
間バックアップが行われていないボリュームから先にバックアップさ
れます。ボリュームは最も早く利用できるメディア セット メディアに
コピーされるため、プロアクティブ バックアップ スクリプトを実行す
ることで、メディアを自由に有効活用できるようになります。
プロアクティブ バックアップ スクリプトは、コンピュータおよびボ 
リュームが不定期にネットワークに接続されるような環境に最適で
す。たとえば、予測できない時間帯にネットワークに接続されるよう
なモバイル コンピュータのあるオフィスの場合、プロアクティブ バッ
クアップでは新しいボリュームを検知し、そのボリュームが利用可能
になるとバックアップを実行します。クライアント ユーザーは、ボ 
リュームの初期バックアップを要求することもできます。
プロアクティブ バックアップ スクリプトは個別に使用することもでき
ますが、サーバ ボリュームを特定の時刻にバックアップする必要があ
る場合などは、通常のバックアップ スクリプトと併用すると、総合的
なバックアップ戦略を作り上げる上で最適な結果が得られます。

プロアクティブ バックアップの仕組み
プロアクティブ バックアップ スクリプトは、その他のRetrospectスク
リプトと同じように起動します。スクリプトを実行しているRetrospect
サーバは、スケジュールされた処理の実行中は「プロアクティブ」に
なり、スケジュールされたインアクティビティの期間中はアイドル状
態になります。また、必要であれば、プロアクティブ バックアップ ス
クリプトを常時実行するようなスケジュールを設定することもでき 
ます。
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プロアクティブ バックアップでは、一番最近に実行されたソース ボ 
リュームのバックアップに基づいてキューが作成されます。長時間 
バックアップが実行されていないボリュームはキューの先頭に移動
し、その他のボリュームは必要性の優先度に応じて、降順で並べ替え
られます。
プロアクティブ バックアップは、ボリューム キューの一番上から開始
し、各ソース ボリュームの可用性を判断して、最適なメディア セット
にバックアップします。直近にバックアップされたボリュームは、 
キューの一番下に移動されます。現在のバックアップ間隔で利用可能
なすべてのボリュームが正常にバックアップされると、プロアクティ
ブ バックアップはネットワーク上のクライアントを定期的にポーリン
グします。ポーリングでは、最近ネットワークに接続されたボリュー
ムを確認し、クライアント ユーザーからボリュームの初期バックアッ
プの要求がないかどうかを確認します。このネットワーク ポーリング
は効率的に実行され、ネットワークのパフォーマンスに悪影響を及ぼ
すことはありません。このプロセスでは、長時間にわたってバック 
アップされていないボリュームを次回のバックアップで確実にバッ 
クアップするようにします。
バックアップ管理者およびプロアクティブ バックアップによって許可
されている場合、クライアント ユーザーはバックアップをすぐに実行
するよう、いつでも要求できます。Retrospectが次回にクライアントの
ポーリングを行うときに、この即時実行要求を検知し、クライアント
のバックアップが実行されます。
スクリプトの実行停止時刻になると、実行中のバックアップは中止さ
れ、スクリプトのスケジュールされた次回の開始時刻になるまで新し
いバックアップは開始されません。
注： プロアクティブ バックアップでは、［メディア アクションな
し］のみ使用します。プロアクティブ バックアップと通常のバック 
アップ スクリプトを併用することで、［新しいメンバーにスキッ 
プ］、［新しいメディアセットを開始］、［メディア アクションのリ
サイクル］などのメディア アクションを実行できます。
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プロアクティブ バックアップの使用が必要になる場合
次の表は、通常のバックアップとプロアクティブ バックアップ スクリ
プトを比較したものです。

特徴
バックアップ  
スクリプト

プロアクティブ  
バックアップ  
スクリプト

宛先メディア セット スケジュールまたは
実行時に指定された
特定のメディア セッ
トにコピーします。
メディアを利用でき
ない場合はエラーに
なります。メディア
交換はスクリプトに
記述されています。

宛先リスト内の利用
可能で最適なメディ
ア セットにコピーし
ます。複数のメディ
ア セットが利用可能
な場合、メディア交
換は自動的に行われ
ます。

ソース ボリューム ソース リストに記載
された順序でボ 
リュームのバック 
アップを行います。
バックアップが失敗
すると、次回にスク
リプトが実行される
まで次のバック 
アップは実行され 
ません。

直近のバックアップ
日付の優先順でボ 
リュームのバック 
アップを行います。
バックアップを実行
するたびに、以前は
利用できなかったボ
リュームも含めて、
キューの見直しが行
われます。バック 
アップが失敗する
と、プロアクティブ 
バックアップによっ
て一定期間、処理が
再試行されます。
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特徴
バックアップ  
スクリプト

プロアクティブ  
バックアップ  
スクリプト

スケジュール 特定の時刻にバック 
アップを開始し、最後
のソースのバックアッ
プが完了すると、バッ
クアップは停止しま
す。オプションで、特
定の時刻にバックアッ
プを停止することもで
きます。

開始時刻から停止時刻
までの間、実行しま
す。必要に応じて利用
可能なボリュームの 
バックアップを行い 
ます。

ユーザーの要求による
バックアップ

いいえ、存在しま 
せん。

はい。

リソースの管理
リソースが豊富（大容量、高速ネットワーク、処理時間に余裕のある
強力なバックアップ機能を備えたコンピュータ）で、ソース ボリュー
ムが比較的少ない場合、日中または夜間の所定の時刻にのみ実行する
よう指定すると、プロアクティブ バックアップによってすべてのボ 
リュームの完全なバックアップを実行できます。リソースが限られて
おり（容量が少ない、低速ネットワーク、処理時間に余裕がない低速
のバックアップ コンピュータ）、ソース ボリュームが比較的多い場合
は、プロアクティブ バックアップで所定の時間内に各ボリュームを完
全にバックアップできる可能性は低くなります。ただし、Retrospectの
プロアクティブ バックアップでは限られたバックアップ リソースを
効果的に管理できるため、最終的にはすべてのバックアップが完了し
ます。長時間にわたってバックアップが実行されていないボリューム
は、最近バックアップされたボリュームより次回のバックアップでの
優先度は常に高くなります。
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プロアクティブ バックアップの信頼性
リソースに制約がある環境と豊富なリソースを備えた環境のどちらで
あっても、プロアクティブ バックアップを利用することで、常に 
ニーズの最も高いボリュームからバックアップが開始されます。た
とえば、100台のクライアント コンピュータのバックアップが必要だ
が、バックアップには毎晩8時間しか使えない場合、スクリプトの実行
が8時間以内に完了せず、一晩で100台のクライアント コンピュータす
べてのバックアップを行うのは難しい可能性があります。このような
場合は、残りのボリュームのバックアップは翌日の夜間、そして翌々
日の夜間と、100台すべてのボリュームのバックアップが完了するまで
継続していきます。初回のバックアップの実行後、プロアクティブ  
バックアップではプログレッシブ増分バックアップを実行するため、
キュー内の処理がより速くなります。
バックアップ管理者は、バックアップの実行推定時間に基づいてクラ
イアントを日付ごとのグループに分割する必要がありません。プロア
クティブ バックアップでは、スケジュールされた時間全体に負荷が分
散されます。
プロアクティブ バックアップの重要な点は、追加の作業を行わなくて
も、すべてのソース ボリュームが最終的にバックアップされるという
ことです。最悪のケースとして考えられるのは、指定したボリューム
のバックアップの間隔が長すぎるために、より多くのバックアップ リ
ソースの割り当てが必要になることです。
ボリュームのバックアップを今より頻繁に行う必要がある場合は、プ
ロアクティブ バックアップ スクリプトにより多くのリソースを割り当
てる必要があります。これを行うには、スクリプトの処理時間を増や
す、ルールまたはお気に入りフォルダを使用してバックアップ対象の
ファイルを制限する、高速のRetrospectサーバを使用する、またはネッ
トワークの接続速度を上げることを実施します。利用可能な宛先メ 
ディア セットが複数存在する場合は、複数のアクティビティが同時に
実行するため、より多くのボリュームをRetrospectのシングル コピーか
ら保護することができます。また、Retrospectセカンダリ サーバを追加
することで、各バックアップ サーバの負荷を半分ずつに分割し、プロ
アクティブ バックアップでクライアントの半数を処理することもでき
ます。
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その他のスクリプトとのやり取り
複数のプロアクティブ バックアップ スクリプトを同時に実行して、限
られたバックアップ リソースを管理できます。また、設定されたスケ
ジュールがそれぞれ異なる複数のスクリプトを使用して、特定のボ 
リュームのバックアップ優先度を上げることもできます。
たとえば、1つのスクリプトを1日あたり18時間実行して、販売部門の
ボリュームのバックアップを行う一方で、 別のスクリプトを1日あた
り6時間実行して、会計部門のボリュームのバックアップを行います。
各部門のコンピュータには同程度の容量のデータが格納されていると
想定した場合、販売部門ではバックアップを完全に終了できる可能性
が高いのに対し、会計部門のスクリプトでは1日うちの6時間だけです
べてのボリュームのバックアップを終えられない可能性があります。
それでもなお、バックアップで取り残されたボリュームはバックアッ
プされたボリュームより優先的に扱われるため、最終的にはこれらの
ボリュームもすべてバックアップが行われることになります。
また、ノートブック コンピュータなどのように、断続的に利用可能に
なるボリュームをバックアップするとします。このように、1日のうち
でボリュームが利用可能になる時刻が不定期の場合は、別のスクリプ
トで1日24時間、バックアップを行うことになります。

プロアクティブ バックアップのヒントとテクニック
プロアクティブ バックアップの利点を最大限に活用するには、いくつ
かの簡単なガイドラインに従います。

ソースとしてのタグの使用
クライアントのバックアップを行う場合は、個別のボリュームではな
く、プロアクティブ バックアップ スクリプトでタグを使用してソース
を指定します。タグを使用すると、タグに追加された新しいボリュー
ムは、自動的にバックアップに含まれます。プロアクティブ バック 
アップ ソース リスト内のソースに一致するタグが新しいクライアント
に割り当てられると、スクリプトを変更しなくても、そのクライアン
トは自動的にバックアップの対象になります。
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複数のメディア セット間での交換
複数のメディア セットを作成し、プロアクティブ バックアップ スク
リプトでそれらのすべてを宛先として使用します。各ソースに優先順
位を自動的に設定し、スクリプトに記述された宛先に一致する利用可
能なメディアにバックアップされます。

新しいメディアの導入
プロアクティブ バックアップに加え、通常のバックアップ スクリプト
を使用して新しいメディアセット バックアップを定期的に実行し、新
しいメディアを導入できます。各メディア セットのバックアップの実
行後は、古いメディアをサイトから離れた場所に保管します。新しい
メディア セットのバックアップで、1つのバックアップが終了してか
ら次のバックアップが開始するまでの間、リサイクル バックアップを
実行することで、カタログが煩雑になることを防ぎ、復元処理を迅速
に実行できるようになります。
新しいメディアの交換または導入を行う場合は、プロアクティブ バッ
クアップ スクリプトで使用したのと同じメディア セットを使用する通
常のバックアップ スクリプトを実行し、リサイクルまたは新しいメ 
ディア セット バックアップを実行します。これらの処理はスケジュー
ルを設定して自動的に実行するか、Retrospectのスクリプト ビューで手
動で実行できます。
リサイクルで使用するメディア セットを手動で設定するには、メディ
ア セットを構成し、メディア アクションを設定します。

メディアの可用性の監視
プロアクティブ バックアップでは最初にメディア リクエスト ウィン
ドウが表示されないため、サイドバーのアクティビティ カテゴリでメ
ディアを監視する必要があります。スコープ バーの［プロアクティ
ブ］をクリックして、プロアクティブ バックアップ スクリプトに 
チェックマークを付けます。
Retrospectでメディアが必要になると、アクティビティ詳細ビューのス
テータス フィールドに「メディア」と表示されます。必要に応じてメ
ディアを準備します。
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その他のスクリプトを使用したプロアクティブ バックアップの補完
Retrospectでは、複数のプロアクティブ バックアップ スクリプトを同
時に実行でき、ソースと宛先を管理できます。
プロアクティブ バックアップ以外のスクリプトは、プロアクティブ  
バックアップが実行中でも実行できます。このようなスクリプトは、
スケジュールを設定して自動的に実行するか、任意に実行できます。
その他のスクリプトは、リサイクルおよび新しいメディア セット バッ
クアップを開始し、プロアクティブ バックアップではバックアップさ
れないボリュームを強制的にバックアップすることで、プロアクティ
ブ バックアップ スクリプトを補完します。所定の時刻にボリュームの
バックアップが必要な場合は、プロアクティブ スクリプトで指定され
ている時間範囲ではなく、正確なスケジュールに基づいて通常のバッ
クアップ スクリプトを開始します。

テープ ライブラリの使用
自動テープ ロード デバイスをプロアクティブ バックアップで使用す
ると、より効果的です。ライブラリのマガジンのテープはすべて、メ
ディア セットの宛先としてバックアップで利用できます。プロアク 
ティブ バックアップでは、追加の作業を必要とせずに、メディア セッ
トを自動的に交換します。バックアップが2本のテープにまたがる場
合、または通常のバックアップ スクリプトのメディア アクション オ
プションで［新しいメディアセットを開始］を設定した場合は、何も
入ってないテープまたは内容をすべて消去したテープを使用します。

初期バックアップの許可
デフォルトでは、プロアクティブ バックアップ スクリプトでは初期 
バックアップを許可します。これは、プロアクティブ バックアップで
利用可能なソースのリストを使用してポーリングを行い、バックアッ
プの即時実行を要求したクライアントを見つける場合が該当します。
クライアント ユーザーがRetrospectクライアントのコントロール パネ
ルでこのオプションを選択すると、クライアント ソフトウェアはバッ
クアップ コンピュータ上のRetrospectにメッセージを送信しません。
その代わりに、プロアクティブ バックアップがポーリングを実行する
と、スケジュールされたアクティブな時間にバックアップが実際に実
行されていなくても、Retrospectはクライアントに連絡します。
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バックアップを予定しているクライアントの数が多いと、バック 
アップを最近実行したクライアントの場合、プロアクティブ バッ
クアップの実行対象になるまでの待機時間が長くなることがありま
す。Retrospectでは、クライアント ユーザーによるバックアップの即時
実行要求に関係なく、現在バックアップの対象になっていないその他
のクライアントをバックアップします。このため、最もバックアップ
を必要としているクライアントから常にポーリングを開始します。

ユーザーによる延期の管理
クライアント ユーザーが（ログに示されているように）バックアップ
の実行を何度も延期するような場合は、ユーザーがコンピュータを使
用していないときなど、ユーザーにとってより都合のよい時刻にバッ
クアップを実行するよう調整する必要があります。また、ユーザーが
実行を延期しないように、カウントダウン時間のオプションにゼロを
設定したスクリプトを作成します。

ボリュームごとの優先度の設定
特定の重要なボリュームのバックアップが思ったほど頻繁に実行され
ない場合は、一部のボリュームのバックアップの優先度を高くする、
スケジュールがそれぞれ異なる複数のスクリプトを使用するようにし
ます。優先度の高いボリュームのスクリプトを優先度の低いボリュー
ムのスクリプトより長時間実行するようスケジュールします。優先度
の高いボリュームにより多くの時間を割り当てることで、バックアッ
プが完了する可能性が高くなります。

ファイルごとの優先度の設定
プロアクティブ バックアップではすべてのソースを一度にバックアッ
プするのは無理な場合、ボリューム全体ではなく、重要なファイルだ
けをバックアップするよう優先度を設定します。一部のファイルまた
はフォルダの優先度を高くする、ルールがそれぞれ異なる複数のスク
リプトを使用します。たとえば、優先度の高いルールにはドキュメン
トと設定のみを含め、優先度の低いルールにはすべてのファイルを含
めるようにします。そして、優先度の高いスクリプトを優先度の低い
スクリプトより長い時間実行するようスケジュールします。
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プロアクティブ バックアップ スクリプトの作成
このセクションでは、プロアクティブ バックアップ スクリプトの作成
手順について説明します。作成手順は通常のバックアップ スクリプト
を手動で作成する場合とほぼ同じですが、プロアクティブ バックアッ
プ スクリプトの場合はスケジュールの設定方法が異なります。プロア
クティブ バックアップ スクリプトを作成するためのアシスタント機能
はありません。
プロアクティブ バックアップ スクリプトを作成するには、次の手順に
従います。

1. Retrospectコンソールのサイドバーで、［スクリプト］をクリッ
クします。以前に作成したスクリプトのリストがウィンドウの
右側に表示されます。

2. リスト表示ツールバーで、［追加］ボタンをクリックします。
［スクリプト］ダイアログが表示されます。

3. ［スクリプト名］フィールドに、新しいスクリプトの名前を入
力します。
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4. ［すべて］または［バックアップ］カテゴリが選択されている
ことを確認してから、ダイアログの右側のスクリプト タイプ リ
ストで［プロアクティブ バックアップ］をクリックし、 
［追加］をクリックします。新しいスクリプトがリストに表示
され、その横にはスクリプトの作成が完了していないことを示
す赤のアイコンが表示されます。［サマリー］タブの［詳細］
領域の下に何も表示されない場合は、1つまたは複数のソース、
メディア セット、およびスケジュールの追加が必要であること
を示しています。
注： 必要なソースが表示されない場合は、処理を続行する前に
ソースを定義する必要があります。各種ソースの追加方法につ
いては、第3章または第4章を参照してください。

5. ［ソース］タブをクリックします。すでに定義済みのソースが
表示されます。ソースの横のチェックボックスをクリックし
て、バックアップに含めるソースを選択します。必要に応じ
て、Retrospectクライアントまたはネットワーク共有の横にあ
る三角ボタンをクリックし、ボリュームまたはお気に入りフォ
ルダを表示します。複数のソースをグループ化するには、［タ
グ］または［Smartタグ］を選択します。この例では、作成済み
の［Laptops］タグを選択して、上記の操作を実行します。スク
リプトが実行されると、［Laptops］タグが設定されたソース ボ
リュームまたはお気に入りフォルダがバックアップの対象にな
ります。

6. ［メディア セット］タブをクリックします。定義済みのメディ
ア セットが表示されます。メディア セットの横にあるチェック
ボックスをクリックして、バックアップの宛先に指定するメ 
ディア セットを選択します。複数のメディア セットを選択する
と、プロアクティブ バックアップ スクリプトで利用可能なバッ
クアップ メディアの一部またはすべてを使用できるようになり
ます。
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注： 処理を続行する前に、メディア セットが少なくとも1つ定
義されている必要があります。詳細については、この章で前述
した『メディア セットを追加する』を参照してください。

7. ［ルール］タブをクリックします。このバックアップに適用す
るルールの横にあるラジオ ボタンをクリックします。

8. ［スケジュール］タブをクリックします。スクリプトにはデ 
フォルトのスケジュールがないため、空のスケジュール リスト
の下にあるプラス（+）ボタンをクリックして追加する必要があ
ります。

9. スケジュール インタフェースで、［ソースのバックアップ間
隔］フィールドに数値を入力し、ポップアップ メニューから時
間または日を選択して、スケジュールの頻度を選択します。 
［説明］セクションの［for］ポップアップ メニューから［すべ
ての曜日］、［月曜日～金曜日］、［土曜日と日曜日］、また
は［選択した曜日］を選択します。［選択した曜日］オプ 
ションを選択すると、スクリプトを実行する曜日を選択するた
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めのボタンが表示されます。最後に、［始まり］フィールドで
スクリプトの実行を開始する時刻を選択し、［終わり］フィー
ルドでスクリプトの実行を終了する時刻を選択します。デフォ
ルトでは、プロアクティブ バックアップ スクリプトを毎日、1
日中実行するよう設定されています。
注： プロアクティブ バックアップで有効なソースと宛先が見つ
かるとすぐに、デフォルト設定の毎日、1日中実行というスケ 
ジュールが有効になり、ソースと宛先のポーリングがただちに
開始されます。準備が整うまでプロアクティブ バックアップ ス
クリプトを実行しないようにするため、必要に応じて、スクリ
プトのスケジュールを変更するか、上で説明した［プロアク 
ティブを一時停止］ボタンを使用します。
注： プロアクティブ バックアップ スクリプトを常時実行するよ
うスケジュールしても、常にバックアップが実行されるという
わけではありません。バックアップは、ソース ボリュームが利
用可能になり、バックアップする必要が生じた場合のみ実行さ
れます。

10. ［サマリー］タブをクリックして、設定した内容を確認しま
す。これで、バックアップの実行に必要なすべての情報が設定
されました。
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プロアクティブ バックアップ スクリプトのオプション
プロアクティブ バックアップ スクリプトのほとんどのオプションは、
通常のバックアップ スクリプトのオプションを同じですが、プロアク
ティブ バックアップの場合はスクリプトがカテゴリに表示されます。
プロアクティブ バックアップ スクリプトのその他のオプションについ
ては、この章で前述した『バックアップ スクリプトのオプション』を
参照してください。

プロアクティブ バックアップに特有なオプションは、次のとおり 
です。
初期バックアップの許可： このオプションがオンの場合（デフォルト
ではオンに設定）、クライアント ユーザーはRetrospectクライアントの
コントロール パネルで初期バックアップの実行をリクエストでき、こ
のリクエストはバックアップ頻度の設定に優先します。ただし、初期
バックアップのリクエストによって、ただちにユーザーのボリューム
が優先順位の一番先頭になるというわけではありません。プロアク 
ティブ バックアップによってクライアントのポーリングが実行され、
初期バックアップのリクエストが検知される前に、その他のソースが
処理され、このときにクライアントからリクエストされたソース ボ 
リュームがバックアップされます。
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カウントダウン時間： クライアント ユーザーには、ここで指定された
時間をカウントダウンすることで、バックアップが開始される時刻を
前もって知らされます。デフォルトの時間は20秒です。プロアク 
ティブ バックアップ スクリプトの実行によってクライアント コン 
ピュータのバックアップが開始すると、クライアントにはダイアログ
が表示されます。このダイアログにはカウントダウン メッセージ（下
記を参照）が表示され、バックアップを延期したり、カウントダウン
をやめてただちにバックアップを開始したりするためのボタンが表示
されます。クライアント ユーザーが何も操作を行わない場合、カウン
トダウンがゼロに達するとバックアップが開始されます。ゼロを入力
すると、カウントダウン通知はスキップされます。
カウントダウン メッセージ： カウントダウン時間オプションの設
定値に応じて、バックアップの開始時刻が近づくと、このボックス
に入力されたテキストがクライアント ユーザーに表示されます。
「%%script%%」というテキストは、実行するスクリプトの名前に置き
換わります。

バックアップが必要なボリュームのあるクライアントに対して
Retrospectサーバがポーリングを実行する頻度を制御するためのオプ 
ションは3つあります。
ソース チェック間隔：n秒間： Retrospectでは、この時間間隔（デフォ
ルトでは90秒）に基づいて、ソースがバックアップに利用可能かどう
かを確認します。
クライアント接続間隔：n秒間： Retrospectでは、この時間間隔 
（デフォルトでは300秒（5分））に基づいてクライアントにアクセス
し、ユーザーがバックアップ スケジュールを変更したかどうか、また
は初期バックアップをリクエストしたかどうかを確認します。
再試行の失敗可能回数：n分： バックアップが失敗するかキャンセル
されると、この時間（デフォルトでは30分）が経過するまで待機して
からソースのバックアップを再試行します。
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コピー
コピー操作は選択したファイルをそれらのネイティブのファイル形式
であるドライブやフォルダから別のドライブやフォルダにコピーしま
す。コピー操作の後、宛先ドライブにはコピーされた各ファイルや 
フォルダの完全に同一のコピーが含まれます。ファイルを開いたり、
編集したり、その他の作業ができます。ファイルやフォルダは圧縮 
なしでコピーされます（圧縮はバックアップ操作のオプションで 
す）。Retrospectの旧バージョンで「コピー」操作は［複製］操作と呼
ばれていました。
警告: ディスク間ですべてのファイルおよびフォルダをコピーする
と、コピー先のボリュームにすでに存在するデータは削除されます。
注意してください!

コピー アシスタントの使用方法
コピー アシスタントを使い、ボリューム全体を宛先ボリュームにコ
ピーするか（Macintosh起動ディスクの起動可能なコピーを作成するに
は、これを行います。この例ではこの例を使用します）、または選択
したファイルやフォルダをコピーするかを選択できます。
コピー アシスタントでコピー スクリプトを作成し、あるハード ドラ
イブから別の場所にコピーするには、次の手順に従ってください。

1. ツールバーの［コピー］ボタンをクリックします。最初のコ 
ピー アシスタントのウィンドウが表示され、ボリュームまたは
フォルダ全体をコピーするか、コピーするファイルやフォルダ
を選択するかをたずねます。［ソース ボリュームまたはお気
に入りのフォルダの完全なコピーを作成］をクリックし、［続
行］ボタンをクリックします。［ソースの選択］パネルが表示
されます。
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2. コピーするソースの横のラジオ ボタンをクリックします。コ 
ピー操作にルールを適用する場合があるかもしれません。ただ
しこの場合、ソース  ボリュームの完全なコピーを作成するた
め、［すべてのファイル］のデフォルトの選択が適していま
す。［続行］ボタンをクリックします。［デスティネーション
の選択］パネルが表示されます。
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3. コピーの宛先の横のラジオ ボタンをクリックし、［続行］をク
リックします。ソース リストに表示されているボリュームは
どれでも選択できますが、この例で説明しているような起動可
能なボリュームのコピーを作成する場合は、ディスクのルート
を選択する必要があります。起動可能なボリュームにこだわら
ず、宛先ボリュームにすでに存在するファイルを上書きしない
ようにする場合は、空のお気に入りフォルダをコピー先として
選択します。コピー操作では、指定したフォルダ以外のすべて
のアイテムは処理対象になりません。コピーのソースと宛先を
再マップしたサマリー画面が表示されます。すぐにコピー  スク
リプトを実行する場合は［今すぐ開始］をクリックします。
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注： コピー操作の後で起動可能にする外部ディスクの場合、コ
ピー操作を開始する前に、Finderオプションの［このボリュー 
ム上の所有権を無視］をオフにする必要があります。このオプ
ションは、コピーするディスクの検索オプションで［情報を取
得］をクリックすると表示されます。Macintoshを特定の構成
で起動可能にするために必要となるボリューム形式について
は、Appleのヘルプを参照してください。

4. （オプション、ただし推奨）［保存］ボタンをクリックしてス
クリプト名を付けることができるダイアログを表示します。ス
クリプト名を付けない場合、Retrospectがそのスクリプトに「コ
ピー アシスタントの作成日と時刻」という名前を付けますが、
後でそのスクリプトの目的をすぐ知ることが困難になります。
スクリプト名を入力し、［保存］をクリックしてコピー アシス
タントのサマリー画面に戻ります。
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5. （オプション）後でそのスクリプトを実行するためのスケ 
ジュールを設定する場合、［スケジュール］ボタンをクリック
します。アシスタントがスケジューリングのインタフェースに
変わり、デフォルトのスケジュール セットが表示されます。希
望のスケジュールの設定が完了したら、［今すぐ開始］をク 
リックすると、スクリプトとそのスケジュールが保存されま
す。スクリプトは指定の日付と時刻に自動的に実行されます。

コピー スクリプトの手動作成
コピー スクリプトを手動で作成するのは、バックアップ スクリプトの
作成とほぼ同じです。異なる点は、バックアップ スクリプトでは 
ファイルとフォルダをバックアップするときの宛先としてメディア  
セットを使用するのに対し、コピー スクリプトではデータのコピー先
としてボリュームを使用し、このコピー先をデスティネーションと呼
びます。コピー スクリプトの［デスティネーション］タブには、コ 
ピー方法を詳細に設定するためのオプションがあります。

コピー スクリプトを手動で作成するには、次の手順に従います。
1.  Retrospectコンソールのサイドバーで、［スクリプト］をクリッ
クします。以前に作成したスクリプトのリストがウィンドウの
右側に表示されます。

2. リスト表示ツールバーで、［追加］ボタンをクリックします。
［スクリプト］ダイアログが表示されます。

3. ［スクリプト名］フィールドに新しいコピー スクリプトの名前
を入力します。

4. ［すべて］または［バックアップ］カテゴリが選択されている
ことを確認してから、ダイアログの右側にあるスクリプト タイ
プ リストの［コピー］をクリックし、［追加］をクリックしま
す。新しいスクリプトがリストに表示され、その横にはスクリ
プトの作成が完了していないことを示す赤のアイコンが表示さ
れます。［サマリー］タブの［詳細］領域の下に何も表示され
ない場合は、1つまたは複数のソース、宛先、およびスケジュー
ルの追加が必要であることを示しています。
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5. ［ソース］タブをクリックします。定義済みのソースが表示さ
れます。コピーするソースの横のラジオ ボタンをクリックし
て、ソースを選択します。コピー処理の性質上、1つのソース 
から1つの宛先へのコピーのみ実行できます。ソースには、ボ 
リュームまたはボリュームのお気に入りフォルダを指定でき 
ます。

6. ［デスティネーション］タブをクリックします。定義済みの 
ソースが表示されます。バックアップの宛先の横にあるラジオ 
ボタンをクリックして、宛先を選択します。宛先には、ボ 
リュームまたはボリュームのお気に入りフォルダを指定でき 
ます。

［デスティネーション］タブには、コピー オプションが含まれ
たポップアップ メニューがあります。必要なオプションを選択
します。
ボリューム全体を上書き：宛先ボリュームまたはお気に入り 
フォルダの内容全部をソース ボリュームまたはお気に入りフォ
ルダのファイルまたはフォルダに置き換えます。宛先ボリュー
ム上のそれ以外のすべてのアイテムは削除されます。Retrospect
は同一のファイルをコピーしないので、作業時間を短縮できま
す。同一のファイルとは、保存場所、名前、変更日時などが同
じで、すでに宛先ボリュームに存在するファイルを指します。
新しいファイルは追加され、宛先上にすでに存在するバージョ
ンの異なるファイルは、新しいファイルであってもソース ファ
イルに置き換えられます。
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一致するファイルを上書き：［ボリューム全体を上書き］と 
まったく同じように機能しますが、次の点が異なります。宛先
ボリュームにすでに存在するファイルおよびフォルダのうち、 
ソース ボリュームに存在しないファイルおよびフォルダは、宛
先ボリュームからは削除されません。このため、［一致する 
ファイルを上書き］コピー スクリプトを実行する前に、ソース
と宛先の両方に存在するファイルがソースから削除されると、
そのファイルはコピー処理では宛先から削除されません。これ
はデフォルトのオプションです。
古いファイルを上書き：選択されたファイルおよびフォルダは
宛先ボリュームにコピーされます。ソースと宛先の両方に存在
するファイルが見つかると、ソース ファイルがそれより新しい
場合にかぎり、宛先ファイルが置き換えられます。
見つからないファイルのみコピー：選択されたファイルおよび
フォルダが宛先ボリュームにコピーされます。ソースと宛先の
両方で同じ場所に存在するファイルが見つかると、それらの 
ファイルはコピーされません。宛先から削除されるファイルは
ありません。
新しいフォルダにコピー：選択されたファイルおよびフォルダ
は、宛先ボリューム上の新しいフォルダにコピーされます。宛
先ボリューム上のその他のファイルおよびフォルダはコピーさ
れません。

7. ［ルール］タブをクリックします。このコピー操作に適用する
ルールの横にあるラジオ ボタンをクリックします。ルールの詳
細については、第7章を参照してください。

8. ［スケジュール］タブをクリックします。スクリプトにはデ 
フォルトのスケジュールがないため、空のスケジュール リスト
の下にあるプラス（+）ボタンをクリックして追加する必要があ
ります。

9. スケジュール インタフェースの［デスティネーション］ポップ
アップ メニューには、以前に設定したデスティネーションが表
示されます。最後に、スケジュールの実行日、実行時刻、およ
び頻度を設定します。詳細については、この章で後述する『ス
ケジュールを使用する』を参照してください。
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10. ［オプション］タブをクリックし、目的のコピー スクリプト オ
プションを設定します。詳細については、『コピー スクリプト
のオプション』を参照してください。

11. ［サマリー］タブをクリックして、設定した内容を確認しま
す。これで、バックアップの実行に必要なすべての情報が設定
されました。

コピー スクリプトのオプション
コピー スクリプトのオプションは、バックアップ スクリプトのほとん
どのオプションと同じです。詳細については、この章で前述した 
『バックアップ スクリプトのオプション』を参照してください。コ 
ピー スクリプトのオプションは、次のとおりです。
ファイルの移動：コピー後にファイルがソース ボリュームから削除さ
れます。［詳細な検証］または［メディアの検証］がオンの場合、 
ファイルが完全に一致しないと、元のファイルは削除されません。 
［詳細な検証］オプションがオンになっていない場合は、［ファイル
の移動］オプションをオンにしないでください。これらのファイルを 
ソースから削除する前に、検証済みのアーカイブ、バックアップ、ま
たは複製を最低1回は実行する必要があります。Retrospectクライアン
トのコントロール パネルが読み取り専用に設定されている場合、クラ
イアント コンピュータからファイルを移動することはできません。こ
のオプションは、デフォルトではオフに設定されています。
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ヒント： ［ファイルの移動］オプションを使用する前に、移動を伴わ
ないコピー操作を実行し、別のメディア セットにアーカイブします。
これは、1つのメディア セットが使用不能になった場合の安全対策 
です。
移動時に空のフォルダを削除しないでください：移動の結果、空に 
なったフォルダは自動的に削除されません。このオプションは、デ 
フォルトではオフに設定されています。
アイコンの位置を再計算：Mac OSの宛先にコピーされたファイルおよ
びフォルダのアイコンの位置が操作されます。このオプションは、デ
フォルトではオフに設定されています。
暗号化ファイル確認エラーを無視する：NTFSボリューム上の暗号化さ
れたファイルで発生した検証エラーが無視されます。このようなエ 
ラーはコピー プロセスでファイル システムによる有効な変更によって
生じるものであるため、通常は無視でき、ログには記録されません。
セキュリティ ストリームでファイル検証エラーを無視する：NTFSボ
リューム上のセキュリティ ストリームでは検証エラーが無視されま
す。このようなエラーはコピー プロセスでファイル システムによる有
効な変更によって生じるものであるため、通常は無視でき、ログには
記録されません。

アーカイブ
アーカイブでは、ボリューム上のファイルをオフライン ストレージ用
のメディア セットにコピーできます。また、ほとんど使用しない 
ファイルをハードディスクから削除し、それらのファイルのコピーを
ストレージ メディアに保管します。アーカイブ スクリプトを使用する
と、ソース ファイルを宛先にコピーする代わりに移動できます。たと
えば、プロジェクトの完了後、そのプロジェクトに関連するファイル
をメイン ハードディスクからは削除するが、将来、参照する必要が生
じたときに簡単に見つけられるようにする場合などがこれに該当し 
ます。
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注： アーカイブ スクリプトとバックアップ スクリプトは、次の点で大
きく異なります。アーカイブの場合はデフォルトで一致オプションが
無効になっているため、以前同じメディア セットにコピーしたことが
あっても、ソースのすべてのファイルがコピーされます。このような
状況が発生する理由には、次の2つがあります。アーカイブしたファイ
ルを短時間で復元できるよう、アーカイブ済みプロジェクトのすべて
の関連ファイルはバックアップ メディアにまとめてコピーされます。
さらに、［コピーおよび検証後、ソースファイルを削除］オプション
が選択されている場合、そのセッションでアーカイブおよび検証され
たファイルのみソースから削除されます。
バックアップの場合と同様、アーカイブには次の3つの基本ステップが
あります。

•	 アーカイブするソース ボリュームを選択する
•	 ファイルを保存するメディア セットを選択する（または新しい
メディア セットを作成する）

•	 アーカイブを実行する

アーカイブ スクリプトを作成する
アーカイブ スクリプトを作成するには、次の手順に従います。

1.  Retrospectコンソールのサイドバーで、［スクリプト］をクリッ
クします。以前に作成したスクリプトのリストがウィンドウの
右側に表示されます。

2. リスト表示ツールバーで、［追加］ボタンをクリックします。
［スクリプト］ダイアログが表示されます。

3. ［スクリプト名］フィールドに新しいアーカイブ スクリプトの
名前を入力します。

4. ［すべて］または［バックアップ］カテゴリが選択されている
ことを確認し、ダイアログの右側にあるスクリプト タイプ リ
ストで［アーカイブ］をクリックし、［追加］をクリックしま
す。新しいスクリプトがリストに表示され、その横にはスクリ
プトの作成が完了していないことを示す赤のアイコンが表示さ
れます。［サマリー］タブの［詳細］領域の下に何も表示され
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ない場合は、1つまたは複数のソース、メディア セット、およ
びスケジュールの追加が必要であることを示しています。

5. ［ソース］タブをクリックします。定義済みのソースが表示さ
れます。コピーするソースを選択するには、ソースの横にある
チェックボックスをオンにします。複数のソースを選択するこ
ともできます。
注： ハードディスク上のフォルダをアーカイブする場合
は、Retrospectのソースでお気に入りフォルダとして設定してお
く必要があります。

6. ［メディア セット］タブをクリックします。定義済みのメディ
ア セットが表示されます。メディア セットの横にあるチェック
ボックスをクリックして、アーカイブの宛先を選択します。
ヒント： 別のメディア セットにアーカイブする複数のスケ 
ジュールを使用して、複数のメディア セットにアーカイブでき 
ます。

7. ［ルール］タブをクリックします。このバックアップに適用す
るルールの横にあるラジオ ボタンをクリックします。ルールの
詳細については、第7章を参照してください。

8. ［スケジュール］タブをクリックします。アーカイブ スクリプ
トにはデフォルトのスケジュールが設定されていないため、空
のスケジュール リストの下にあるプラス（+）ボタンをクリッ
クして、スケジュールを追加する必要があります。

9. スケジュール インタフェースの［デスティネーション］ポップ
アップ メニューには、以前に設定したメディア セットが表示さ
れます。必要なメディア セットを選択します。最後に、スケ 
ジュールの実行日、実行時刻、および頻度を設定します。詳細
については、この章で後述する『スケジュールを使用する』を
参照してください。バックアップ スクリプトとは異なり、アー
カイブ スクリプトではメディア アクションを選択することはで
きません。アーカイブ スクリプトでは、常にファイルが宛先メ
ディア セットに追加されます。



169第5章 • Retrospectの操作

ヒント： アーカイブを使用してファイルを移動する場合は（上
で説明したコピー スクリプトのファイルの移動オプションを参
照）、誤ってデータが削除されないよう、アーカイブされた 
ファイルが含まれているディスク メディア セットのクリーン 
アップを無効にすることを推奨します。

10. ［オプション］タブをクリックし、目的のアーカイブ スクリプ
ト オプションを設定します。詳細については、『アーカイブ ス
クリプトのオプション』を参照してください。

11. ［サマリー］タブをクリックして、設定した内容を確認しま
す。これで、バックアップの実行に必要なすべての情報が設定
されました。

アーカイブ スクリプトのオプション
アーカイブ スクリプトのほとんどオプションは、［アーカイブ］カテ
ゴリに表示される一部のオプションを除き、通常のバックアップ スク
リプトおよびコピー スクリプトと同じです。アーカイブ スクリプトの
その他のオプションについては、この章で前述した『バックアップ ス
クリプトのオプション』および『コピー スクリプトのオプション』を
参照してください。
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アーカイブ スクリプトに固有のオプションは、次のとおりです。
コピーおよび検証後、ソースファイルを削除：選択されたファイルお
よびフォルダがコピーされ、コピーの状態が検証され、ソース ファイ
ルが削除されます。実際には、選択されたファイルおよびフォルダは
ソース ボリュームからアーカイブ メディア セットに移動されます。
移動時に空のフォルダを削除しないでください：ファイルのコピー、
検証、および削除が完了した後、空のフォルダは消去されません。

リストア
Retrospectでは、直近のバックアップまたは以前の任意のバックアップ
から、ボリューム全体（ソースまたはお気に入りフォルダ）の復元、
または選択したファイルとフォルダの復元ができます。Retrospectは簡
単にボリューム全体、フォルダ、または選択したファイルを特定の時
点と完全に同じ状態に復元します。Retrospectがボリュームのプログ 
レッシブ増分バックアップを実行するたびに、その特定の時点に存在
するすべてのファイルとフォルダのリストを（スナップショットのよ
うに、それらに対応する属性や権限とともに）保存し、カタログとメ
ディア セットにバックアップと共にそれを保存します。バックアップ
が実行されるたびに、Retrospectはアップデートされたリストを保存し
ます。ボリューム全体を復元する必要があるとき、希望のバックアッ
プを選択する必要があるだけです。ほとんどの場合、ただしいつもで
はありませんが、これは直近のバックアップとなります。Retrospectは
特定時点のリストを使い、正確にどのファイルを復元する必要がある
かを識別します。
復元の処理時間を短縮するために、Retrospectでは一致やプログレッシ
ブ増分手法を使って、宛先にすでに存在するファイルと同一でない 
ファイルのみ復元します。このように、異なるファイルのみを復元
し、宛先に保存する必要がなくなったファイルを削除することで、ボ 
リュームやお気に入りフォルダを「ロールバック」できます。
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アシスタントの復元を使ってドライブ全体を復元する
アシスタントの復元で復元スクリプトを作成してドライブ全体を復元
するには、次の手順に従ってください。

1. ツールバーの［復元］ボタンをクリックします。最初のアシス
タントの復元のウィンドウが表示され、どんな復元を実行する
かをたずねます。

2. ［ソース ボリューム全体またはお気に入りフォルダを前の時点
に復元する］を選択し、［続行］をクリックします。［バック
アップの選択］パネルが表示されます。
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3. 復元する特定の時点を反映するバックアップを選択します。た
くさんのバックアップがある場合、［マシン］または［メディ
ア セット］でリストを並べ替えると見つけやすくなります。
並べ替えるには、並べ替えの基準となる欄の見出しをクリック
します。並べ替え順を逆にするには、再度見出しをクリックし
ます。希望のバックアップを見つけ、それを選択したら、［続
行］をクリックします。［デスティネーションの選択］パネル
が表示されます。
宛先ボリュームの名前の横のラジオ ボタンをクリックし、［続
行］をクリックします。コピーのソースと宛先を再マップした
［リストア オプション］パネルが表示されます。
警告: この復元の種類は宛先ボリュームにあるすべてのその他 
ファイルを削除します。注意してください!

4.  復元を実行する準備ができたら、［今すぐ開始］をクリックし
ます。

復元アシスタントを使用したファイルとフォルダの検索と 
復元
特定のファイルやフォルダだけをバックアップまたはアーカイブから
復元する場合があります。たとえば、プロジェクトを最後に変更した
直前の状態に戻して欲しいと、クライアントから要請があったとしま
す。この場合、その時点のプロジェクト ファイルをバックアップ メ 
ディアから取り出す必要があります。Retrospectでは、復元する特定の 
ファイルおよびフォルダを選択したり、特定の条件に一致するファイ
ルおよびフォルダをメディア セットで検索することができます。
特定のファイルやフォルダを見つけ、それを復元するには、次の手順
に従ってください。

1. ツールバーの［復元］ボタンをクリックします。最初の復元ア
シスタントのウィンドウが表示され、どんな復元を実行するか
をたずねます。必要に応じて、［選択したファイルとフォルダ
を復元する］または［選択したメディアセットにあるファイル
を検索］を選択し、［続行］をクリックします。［バックアッ
プの選択］パネルが表示されます。



173第5章 • Retrospectの操作

2. 手順1で［選択したファイルとフォルダを復元する］を選択した
場合は、［バックアップの選択］パネルでポイント イン タイ
ム バックアップを選択できます。［参照］ボタンをクリックし
て、バックアップを選択します。選択したバックアップに大量
のファイルが含まれている場合は、ファイルおよびフォルダの
表示に時間がかかることがあります。結果ダイアログで、復元
するファイルおよびフォルダを選択し、［選択］ボタンをク 
リックします。［バックアップの選択］パネルに戻ります。 
［続行］をクリックします。
または
手順1で［選択したメディアセットにあるファイルを検索］を選
択した場合は、［バックアップの選択］パネルに検索インタ 
フェースが表示されます。「ファイルとフォルダの場所を検
索」と記されたパネルの部分で、ポップアップ メニューとテキ
スト入力欄を使い、希望の条件を選択および入力します。条件
を追加または削除するには、Finderの検索コマンドを使用する
ときと同様に、それぞれプラス（+）またはマイナス（-）ボタ
ンをクリックします。
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「選択されたメディア セットで」と記されたパネルの部分で、
検索するメディア セットの横のチェックボックスをクリック
し、［続行］をクリックします。

3. ［デスティネーションの選択］パネルが表示されます。また、
通常は「新しいフォルダに復元」チェックボックスをクリック
します。［続行］をクリックします。

4. ［リストア オプション］パネルが表示されます。検索の結果、
複数のバックアップが見つかった場合は、複数のバックアップ
および複数のメディア セットからファイルおよびフォルダを選
択できます。［続行］をクリックします。

5. 復元操作のソースと宛先を再マップした［復元サマリー］パネ
ルが表示されます。「開始」をクリックして、復元を開始しま
す。復元が終了すると、宛先に新しいフォルダが作成されま
す。このフォルダは、元のソースのフォルダ構造を維持した状
態で、ファイルの復元元のメディア セットごとに作成されま
す。新しいフォルダには、バックアップ ファイルが含まれてい
たメディア セットと同じ名前が付けられます。
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復元スクリプトの手動での作成
一般に、復元処理は状況に応じて実行され（一部のアーカイブ ファイ
ルの復元または壊れたファイルの復元など）、このような処理は復元
アシスタントを使用して問題なく実行できますが、 復元スクリプトを
使用すると便利な場合もあります。たとえば、学生用のコンピュータ 
ラボ環境では、毎晩、共通ソースからハード ディスクを復元して、ク
リーンな状態にロールバックする復元スクリプトを作成します。
復元スクリプトを作成するには

1. Retrospectコンソールのサイドバーで、［スクリプト］をクリッ
クします。

2. リスト表示ツールバーで、［追加］ボタンをクリックします。
［スクリプト］ダイアログが表示されます。

3. ［スクリプト名］フィールドに、新しい復元スクリプトの名前
を入力します。

4. ［復元］カテゴリが選択されていることを確認してから、ダイ
アログの右側のスクリプト タイプ リストで［復元］をクリック
します。新しいスクリプトがリストに表示され、その横にはス
クリプトの作成が完了していないことを示す赤のアイコンが表
示されます。［サマリー］タブの［詳細］領域の下に何も表示
されない場合は、1つまたは複数のバックアップ、宛先、および
スケジュールの追加が必要なことを表しています。
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5. ［バックアップ］タブをクリックします。以前に実行したバッ
クアップのリストが表示されます。復元するバックアップの横
のラジオ ボタンをクリックして選択します。

6. ［デスティネーション］タブをクリックします。［ソース］で
定義したボリュームのリストが表示されます。復元の宛先の横
にあるラジオ ボタンをクリックして、宛先を選択します。この
タブのポップアップ メニューには、5つのオプションがありま
す。次のいずれかを選択してください。
ボリューム全体を復元する：宛先ボリュームの内容はバック 
アップ ソースと完全に同じになります。バックアップで復元の
対象としてマークされているものと異なるファイルおよびフォ
ルダはすべて宛先では削除され、復元対象で同一のファイルは
そのまま残ります。バックアップの残りのファイルおよびフォ
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ルダはすべて、フォルダ構造を維持した状態で宛先にコピーさ
れます。
対応するファイルを上書き：選択したファイルのうち、宛先に
存在しないすべてのファイルが復元され、バックアップ ソース
にも存在する宛先上の対応するファイルが上書きされます。宛
先上の「対応する」または「一致する」ファイルは、バック 
アップ ファイルが宛先ファイルより新しいか古いかに関係な
く、常にバックアップのファイルで上書きされます。復元対象
としてマークされているファイルと同一の場合、復元対象とし
てマークされているファイルとファイル名が異なる場合、また
はファイルのパスが異なる場合、ファイルはそのまま残ります。
古いファイルを上書き：選択したファイルのうち、宛先に存在
しないすべてのファイルが復元され、バックアップ ファイルが
宛先ファイルより新しい場合のみ、宛先上の一致するファイル
が上書きされます。
見つからないファイルのみ復元：選択したファイルのうち、宛
先に存在するすべてのファイルが復元されますが、宛先上の 
ファイルは上書きされません。宛先上の一致するファイルは、
そのまま残ります。
新しいフォルダに復元：選択したバックアップ ファイルはすべ
て、宛先上の新しいフォルダに復元されます。このフォルダに
は、復元に使用したメディア セットと同じ名前が付きます。

7. ［ルール］タブをクリックします。このバックアップに適用す
るルールの横にあるラジオ ボタンをクリックします。

8. ［スケジュール］タブをクリックします。復元スクリプトには
デフォルトのスケジュールが設定されていないため、空のスケ
ジュール リストの下にあるプラス（+）ボタンをクリックして
追加します。

9. スケジュール インタフェースの［デスティネーション］ポップ
アップ メニューには、以前に設定したボリュームが表示されま
す。最後に、スケジュールの実行日、実行時刻、および頻度を
設定します。詳細については、この章で後述する『スケジュー
ルを使用する』を参照してください。
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10. ［オプション］タブをクリックし、必要に応じて復元スクリプ
トのオプションを設定します。詳細については、『復元スクリ
プトのオプション』を参照してください。

復元スクリプトのオプション
復元スクリプト オプションの多くは、バックアップ スクリプトのオプ
ションと同じです。ここに記載されていないオプションの詳細につい
ては、この章で前述した『バックアップ スクリプトのオプション』を
参照してください。復元スクリプトに固有のオプションは、次のとお
りです。
変更日の更新： このオプションは、復元処理でのみ使用できます。こ
のオプションを選択すると、復元ファイルの変更日付および時刻が現
在の日付および時刻に設定されます。このオプションは、デフォルト
ではオフに設定されています。
アイコンの位置を再計算： このオプションは、復元処理でのみ使用で
きます。このオプションを選択すると、Mac OSの宛先にコピーされた
ファイルおよびフォルダ アイコンの位置が重ならないよう調整されま
す。このオプションは、デフォルトではオフに設定されています。
システム状態の復元：Windowsマシンの場合は、（宛先が起動可能な
システム ボリュームの場合）レジストリおよびシステム状態の情報が
バックアップから復元されます。

スケジュールの使い方
スクリプト リストからスクリプトを選択し、ツールバーの［実行］ボ
タンをクリックすることで、スクリプトを手動でいつでも実行できま
すが、スクリプトは自動的に実行するよう設計されています。スクリ
プトを自動的に実行するには、スクリプトを実行するタイミングと頻
度を指定したスケジュールを作成する必要があります。
スクリプトを指定した日または2週間おきなど繰り返して自動的に実行
するようスケジュールできます。同じスクリプトに複数のスケジュー
ルを定義し、各実行スケジュールで使用するバックアップの種類を指
定できます。



179第5章 • Retrospectの操作

スケジュールの作成
スケジュールを作成するには、まずスクリプトを使用する必要があり
ます。この章でこのセクションの手順を参照している場合、スケ 
ジュールを作成するときの特定のオプションに重点を置いています。
スケジュールを作成するには、次の手順に従います。

1. スクリプトの［詳細］ビューで、［スケジュール］タブをク 
リックします。デフォルトで毎日、1日中実行するようスケ 
ジュールされているプロアクティブ バックアップのスクリプト
を除くすべてのスクリプトは、スケジュールが設定されていな
い状態で開始されます。

2. スケジュール リスト下部のプラス（+）ボタンをクリックしま
す。詳細ビューの下部にスケジュール インタフェースが表示さ
れるようになります。デフォルトの設定は、月曜から金曜まで
毎日午後10時に実行するというスケジュールです。このスケ 
ジュールで問題ない場合、これ以上の操作は不要です。
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3. ［デスティネーション］ポップアップ メニューでは、このスク
リプトで使用するために選択（スクリプトの［メディア セッ
ト］タブで指定）したメディア セットの中から選択できます。
一部のスクリプト タイプでは、メディア セットを1つしか指定
できないため、メニューにも1つしか表示されません。

4. ［メディア アクション］ポップアップ メニューでは、［メディ
ア アクションなし］、［新しいメンバーにスキップ］、［新し
いメディアセットを開始］、または［メディア アクションのリ
サイクル］の中から選択できます。メディア アクションの詳細
については、第2章を参照してください。

5. カレンダーで、スケジュールの開始日をクリックします。現在
の日付は青色でハイライト表示され、選択した開始日は灰色で
ハイライト表示されます。

6. ［開始日時］フィールドで、スクリプトの実行を開始する時刻
を選択します。時刻を指定するには、このフィールドに数字を
入力するか、フィールドをクリックしてキーボード上の上矢印
と下矢印を使用して時間、分、およびAM/PM（午前/午後）設
定を変更します。

7. ［繰り返し］ポップアップ メニューで、［実行しない］、［時
間単位］、［日単位］、［週単位］、または［月単位］を選択
します。残りのスケジュール インタフェースは、選択した内容
によって変わります。スケジュール リストの上に表示される 
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［開始］、［繰り返し］、および［頻度］列に表示されるテキ
ストは、以下の設定の変更に応じて変わり、変更の効果を簡単
に確認できます。
「なし」を選択すると、スクリプトは指定された日時に1回だけ
実行されます。

「時間単位」を選択すると、スクリプトは指定された開始時刻
から毎時間実行されます。

「日単位」を選択すると、スクリプトは毎日、指定された時刻
に実行されます。

「週単位」を選択すると、スクリプトはn週間ごとに、指定され
た曜日の指定された時刻に実行されます。曜日は日曜日から土
曜日までのボタンを使用して指定します。また、バックアップ
の完了時または設定した特定の時刻にバックアップを停止する
よう選択できます。デフォルト値は1で、スクリプトは毎週繰り
返し実行されます。この値を2に設定すると、スクリプトは隔週
に実行されます。
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「月単位」を選択すると、スクリプトはnか月に一度、特定の日
または指定した週（第1週、第2週、第3週、第4週、または月末
の週）の特定の曜日（カレンダーで選択した開始日の曜日）に
実行されます。

スクリプトに設定したスケジュールの無効化
スクリプトを実行しないようにする場合があります。たとえば、バッ
クアップ スクリプトに複数のソースが設定されていて、そのうちの一
部のソースはバックアップの実行時にオフラインになることがわかっ
ている場合、すべてのソースが利用可能になるまでスケジュールを無
効にすることができます。特定のスクリプトを実行しないようにする
には、スクリプトの［スケジュール］タブで、スケジュール リストの
下の［すべてのスケジュールを無効化］チェックボックスをオンにし
ます。
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複数のスケジュールの使い方
1つのスクリプトに複数のスケジュールを追加する理由はたくさんあ
ります。たとえば、［メディア アクションなし］設定を使用して、毎
日、メディア セットAにバックアップすることを定めたスケジュール
があるとします。この場合、同じソースをバックアップするが、オフ
サイト バックアップとして1か月に一度だけメディア セットBにバッ
クアップすることを定めた2番目のスケジュールを設定できます。さら
に、3番目のスケジュールでは、メディア セットAに対して［メディア 
アクションのリサイクル］アクションを実行し、メディア セットのコ
ンテンツをリセットして、メディア セットAが使用するメディア容量
を制御するよう設定します。
また、複数のスケジュールを使用して、複数のメディア セット間で交
代にバックアップを実行することもできます。たとえば、平日（月曜
から金曜まで）の曜日ごとに分かれた5つのメディア セットがあった
とします。この場合、曜日ごとに異なる5つのスケジュールを作成でき
ます。最初のスケジュールでは、毎週月曜日にバックアップを実行し
て、月曜日用のメディア セットにコピーすることを設定します。そし
て、同じようなスケジュールを曜日ごとに設定していきます。

このように、複数のスケジュールを使い分けることで、あらゆるニー
ズに対応するバックアップ計画を策定できます。
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ユーティリティ スクリプトの使い方
バックアップ、復元、およびコピーなどの主力となるスクリプト以外
にも、特別な処理向けのスクリプト タイプがあり、このようなスクリ
プトはユーティリティ スクリプトと呼ばれます。ユーティリティ スク
リプトには、以下の4つのタイプがあります。
コピー メディア セットを実行すると、ソース メディア セットに含ま
れているバックアップ データは、指定された宛先メディア セットにコ
ピーされます。このタイプのスクリプトでは、宛先メディア セットに
存在しないファイルだけがファイル/フォルダ リストおよびソース メ
ディア セットに含まれている各バックアップのメタデータとともにコ
ピーされます。このスクリプトを使用して、メディア セットのクロー
ンの作成、メディア障害からの保護、オフサイト ストレージのメディ
ア セットのコピー、複数のメディア セットのバックアップを1つのメ
ディア セットに統合するなどの処理を実行できます。
コピー バックアップ スクリプトを実行すると、1つまたは複数のバッ
クアップをメディア セット間でコピーできます。Retrospectには、最新
のバックアップ、選択したバックアップ、またはすべてのバックアッ
プをコピーする機能があります。このスクリプトを使用して、各ソー
スの最新のバックアップをオフサイト ストレージの新しいメディア  
セットにコピーしたり、コンピュータのネットワーク全体の仮想フル 
バックアップを作成したりできます。
検証スクリプトを実行すると、メディア セットのコンテンツが宛先メ
ディアに正確に書き込まれていることを確認できます。
グルーミング  スクリプトでは、ディスク メディア セットのディスク
領域を再利用するタイミングをスケジュールできます。
ユーティリティ スクリプトは、その他のRetrospectスクリプトの作成と
ほぼ同じ方法で作成できます。
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コピー メディア セット スクリプトの作成
コピー メディア セット スクリプトを実行すると、デフォルトでは、
ソース内のファイルとすでに宛先に存在するファイルをマッチングし
て、宛先に存在しないファイルだけがコピーされます。このスクリプ
トは、デフォルトでは追加型で、宛先にすでに存在するバックアップ
はそのまま残ります。
2つのテープ メディア セット間でファイルをコピーするには、どちら
のメディア セットも同じタイプの物理メディアにある場合でも、メ 
ディア セットごとに個別のテープ ドライブが必要です。ディスクおよ
びファイル メディア セットの場合は、スクリプトで使用中のメディア 
セットを含むドライブがすべて接続され、使用できる状態であれば、
個別のバックアップ デバイスは必要ありません。
ヒント： メディア セットごとの個別ドライブがない場合は、まずファ
イルを一時的にディスク メディア セットにコピーしてから、ディスク 
メディア セットを最終の宛先メディア セットにコピーします。
コピー メディア セット スクリプトを作成するには、次の手順に従い
ます。

1. Retrospectコンソールのサイドバーで、［スクリプト］をクリッ
クします。

2. リスト表示ツールバーで、［追加］ボタンをクリックします。
［スクリプト］ダイアログが表示されます。

3. ［スクリプト名］フィールドに、新しいコピー メディア セット 
スクリプトの名前を入力します。

4. ［ユーティリティ］または［すべて］カテゴリが選択されてい
ることを確認してから、ダイアログの右側のスクリプト タイプ 
リストで［コピー メディア セット］をクリックし、［追加］を
クリックします。新しいスクリプトがリストに表示され、その
横にはスクリプトの作成が完了していないことを示す赤のアイ
コンが表示されます。［サマリー］タブの［詳細］領域の下に
何も表示されない場合は、1つまたは複数のソース、宛先、およ
びスケジュールの追加が必要であることを示しています。
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5. ［ソース］タブをクリックします。メディア セットのリスト
で、ソースの横にあるチェックボックスをオンにして、1つまた
は複数のソースを選択します。
ヒント： 複数のメディア セットのチェックボックスをオンにす
ると、複数のメディア セットを1つの宛先メディア セットに統
合できます。

6. ［デスティネーション］タブをクリックします。宛先メディア 
セットの横にあるラジオ ボタンをクリックして、選択します。
選択できる宛先 メディア セットは1つだけです。

7. ［ルール］タブをクリックします。バックアップに適用する 
ルールを選択します。

8. ［スケジュール］タブをクリックします。コピー メディア セッ
ト スクリプトを定期的に実行するには、プラス（+）ボタンを
クリックしてスケジュールを作成し、スケジュールのオプショ
ンを設定します。スクリプトのスケジュールを設定する必要は
ありません。このユーティリティ スクリプトの実行頻度が低い
場合は、ツールバーの［実行］ボタンをクリックして、手動で
実行することもできます。

9. ［オプション］タブをクリックし、必要に応じてスクリプトの
オプションを設定します。詳細については、『コピー メディア 
セット スクリプトのオプション』を参照してください。

コピー メディア セット スクリプトのオプション
コピー メディア セット スクリプトのオプションの多くは、通常の 
バックアップ スクリプトのオプションとまったく同じです。このセク
ションでは、このタイプのスクリプトに固有のオプションについての
み説明します。コピー メディア セット スクリプトのその他のオプ 
ションについては、この章で前述した『バックアップ スクリプトのオ
プション』を参照してください。



187第5章 • Retrospectの操作

コピー メディア セット スクリプトに固有のオプションは、次のとお
りです。
コピー バックアップ： このオプションを選択すると、ポイント イン 
タイム ファイル/フォルダ リストおよびファイルに関する情報が、宛
先メディア セットからのポイント イン タイム リストアに必要なメタ
データとともにコピーされます。このオプションをオフにすると、 
ソース メディア セットに含まれているファイルだけがコピーされるた
め、宛先メディア セットには、完全なポイント イン タイム リストア
の実行に必要なファイル/フォルダ リストおよびメタデータが存在しな
いことになります。
メディアの検証： このオプションを選択すると、コピーの実行時に生
成されたMD5ダイジェストを使用して、宛先メディア セットのファイ
ルが検証されます。
コピー完了後にソース メディア セットをリサイクル： このオプショ
ンを選択すると、ソース メディア セットのカタログのコンテンツは削
除され、スクリプトが正常に実行されると、メディアのコンテンツは
上書きされます。
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警告: このオプションをオンにすると、ソース メディア セット内のす
べてのデータが削除されます。注意してください!

コピー バックアップ スクリプトの作成：
バックアップおよび関連のメタデータをソース メディア セットから新
規または既存のメディア セットに定期的にコピーする必要がある場合
は、コピー バックアップ スクリプトを作成して、コピー プロセスを
自動化します。これらのスクリプトを使用して、次の処理を実行でき
ます。

•	 新しいメディア セットの開始
•	 オフサイト災害復旧メディア セットの作成
•	 仮想フル バックアップによる新規バックアップの開始

コピー バックアップ スクリプトは、コピー メディア セット スクリプ
トとは多くの点で異なります。

•	 コピー バックアップ スクリプトではアクティブなバックアップ
だけがコピーされますが、コピー メディア セット スクリプト
ではすべてのバックアップがコピーされます。

•	 また、ソース メディア セットに含まれる各ソースの最新のバッ
クアップなど、コピー対象のバックアップの選択方法も異なり
ます。コピー メディア セット スクリプトでは、常にすべての
バックアップがコピーの対象になります。

コピー バックアップを実行すると、デフォルトでは、ソース内のファ
イルと宛先に存在するファイルがマッチングされ、必要なファイルだ
けがコピーされます。既存のバックアップおよび宛先メディア セット
に存在するポイント イン タイム ファイル/フォルダ リストはそのまま
残ります。
2つのテープ メディア セット間でファイルをコピーするには、どちら
のメディア セットも同じタイプのメディアにある場合でも、メディア 
セットごとに個別のテープ ドライブが必要です。ディスクおよびファ
イル メディア セットの場合は、個別のバックアップ デバイスは必要
ありません。
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ヒント： メディア セットごとの個別ドライブがない場合は、まずファ
イルを一時的にディスク メディア セットにコピーしてから、ディスク 
メディア セットを最終の宛先メディア セットにコピーします。
コピー バックアップ スクリプトを作成するには、次の手順に従い 
ます。

1. Retrospectコンソールのサイドバーで、［スクリプト］をクリッ
クします。

2. リスト表示ツールバーで、［追加］ボタンをクリックします。
［スクリプト］ダイアログが表示されます。

3. ［スクリプト名］フィールドに、新しいコピー バックアップ ス
クリプトの名前を入力します。

4. ［ユーティリティ］または［すべて］カテゴリが選択されてい
ることを確認してから、ダイアログの右側のスクリプト タイプ 
リストで［コピー バックアップ］をクリックし、［追加］をク
リックします。新しいスクリプトがリストに表示され、その横
にはスクリプトの作成が完了していないことを示す赤のアイコ
ンが表示されます。［サマリー］タブの［詳細］領域の下に何
も表示されない場合は、1つまたは複数のソース、宛先、および
スケジュールの追加が必要であることを示しています。

5. ［ソース］タブをクリックします。メディア セットのリスト
で、ソースの横にあるチェックボックスをオンにして、ソース
を選択します。次にポップアップ メニューからコピーの対象に
含めるバックアップを選択します。
•	各ソースの直近のバックアップをコピー
•	選択した各ソースの直近のバックアップをコピー
•	選択したバックアップをコピー
•	すべてのバックアップをコピー

6. ［デスティネーション］タブをクリックします。宛先メディア 
セットの横にあるラジオ ボタンをクリックして、選択します。
選択できる宛先 メディア セットは1つだけです。

7. ［ルール］タブをクリックします。バックアップに適用する 
ルールを選択します。
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8. ［スケジュール］タブをクリックします。コピー バックアップ 
スクリプトを定期的に実行するには、プラス（+）ボタンをク 
リックしてスケジュールを作成し、スケジュールのオプション
を設定します。スクリプトのスケジュールを設定する必要はあ
りません。このユーティリティ スクリプトの実行頻度が低い場
合は、ツールバーの［実行］ボタンをクリックして、手動で実
行することもできます。

9. ［オプション］タブをクリックし、必要に応じてスクリプトの
オプションを設定します。詳細については、『コピー バック 
アップ スクリプトのオプション』を参照してください。

コピー バックアップ スクリプトのオプション
このタイプのスクリプトのオプションはすべて、他のスクリプト タイ
プにもあります。この章で前述した『バックアップ スクリプトのオプ
ション』または『コピー メディア セットのオプション』を参照してく
ださい。コピー バックアップ スクリプトのデフォルトのオプション
は、［メディアの検証］、［ソース メディアを宛先のメディアセット
と一致させる］、および［メディア セットに複製を追加しない］ 
です。
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検証スクリプトの作成
検証スクリプトでは、メディア セットを指定して検証を実行すること
で、メディア セット内のファイルおよびフォルダがソース内のファイ
ルおよびフォルダに対応していることを確認できます。
検証スクリプトには、メディア セットのメディア検証をスケジュール
する機能があります。このような「オフライン検証」は、バックアッ
プ ウィンドウを最適化するツールとして役に立ちます。たとえば、 
ユーザーがコンピュータから離れている夜間にはバックアップ スクリ
プトを実行できない場合、バックアップ スクリプトの［検証なし］ 
オプションをオンにして、朝方に実行する別の検証スクリプトをス 
ケジュールします。これにより、バックアップ スクリプトには検証 
フェーズが含まれなくなったため、より短時間で終了します。
可能な限り、検証スクリプトではソース メディア セット内のファイ
ルとバックアップ中に生成された MD5 ダイジェストとを比較するこ
とで、メディア セットのメディア上のデータを検証します。これによ
り、バックアップ済みソース ボリュームへのアクセスは必要なくなる
ため、ソース ボリュームに対する処理が遅くなるのを防ぐことができ
ます。
特定の状況では、バックアップ中に生成された MD5 ダイジェストに
アクセスできない場合があります。これは、［バックアップ操作中に
MD5 ダイジェストを生成］設定が無効になっている状態でバックアッ
プを実行した場合に発生します。このような場合、メディア セットの
メディア上のすべてのファイルが読み取り可能であることは最低限 
チェックされますが、MD5 ダイジェストにアクセスできないと、ファ
イルの整合性を判断することはできません。
注： 検証スクリプトでは、複数のメディアにまたがったバックアップ
を検証する場合、メディアの再挿入が必要になります。
検証スクリプトを作成するには、次の手順に従います。

1. Retrospectコンソールのサイドバーで、［スクリプト］をクリッ
クします。

2. リスト表示ツールバーで、［追加］ボタンをクリックします。
［スクリプト］ダイアログが表示されます。
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3. ［スクリプト名］フィールドに、新しい検証スクリプトの名前
を入力します。

4. ［ユーティリティ］カテゴリが選択されていることを確認して
から、ダイアログの右側のスクリプト タイプ リストで［検証］
をクリックし、［追加］をクリックします。新しいスクリプト
がリストに表示され、その横にはスクリプトの作成が完了して
いないことを示す赤のアイコンが表示されます。［サマリー］
タブの［詳細］領域の下に何も表示されない場合は、検証する
メディア セットを指定し、必要に応じてスクリプトをスケ 
ジュールする必要があることを表しています。

5. ［メディア セット］タブをクリックします。メディア セットの
リストで、ソースの横にあるチェックボックスをオンにして、 
1つまたは複数のソースを選択します。

6. ［スケジュール］タブをクリックします。検証スクリプトを定
期的に実行するには、プラス（+）ボタンをクリックしてスケ 
ジュールを作成し、スケジュールのオプションを設定します。
スクリプトのスケジュールを設定する必要はありません。この 
ユーティリティ スクリプトの実行頻度が低い場合は、ツール 
バーの［実行］ボタンをクリックして、手動で実行することも
できます。

7. ［オプション］タブをクリックし、必要に応じてスクリプトの
オプションを設定します。詳細については、『検証スクリプト
のオプション』を参照してください。

検証スクリプトのオプション
検証スクリプトのオプションは2つだけで、いずれもデフォルトではオ
フに設定されています。
メディアセット全体を検証： デフォルトでは、検証スクリプトを実行
すると、検証スクリプトを使用して以前に検証されなかったデータの
みが検証の対象になります。このオプションをオンにすると、スクリ
プトを実行するたびにメディア セット全体の検証が強制的に実行され
ます。
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スクリプト完了時にテープとディスクを取り出す： このオプションを
選択すると、スクリプトの完了後、スクリプトの実行中にアクセスし
たテープまたはディスクを取り出すようRetrospectに通知します。

グルーミング スクリプトの作成
グルーミング スクリプトには、ディスク領域を再利用するタイミング
をスケジュールする機能があります。グルーミング スクリプトを実行
すると、指定されたグルーミング ポリシーに基づいて、古くなったフ
ァイルおよびフォルダがソース ディスク メディア セットから削除さ
れます。グルーミング スクリプトを実行しないと、ディスク領域がさ
らに必要になるまで、古くなったファイルおよびフォルダは削除され
ません。グルーミング スクリプトにはオプションはありません。
グルーミング スクリプトを作成するには、次の手順に従います。

1. Retrospectコンソールのサイドバーで、［スクリプト］をクリッ
クします。

2. リスト表示ツールバーで、［追加］ボタンをクリックします。
［スクリプト］ダイアログが表示されます。

3. ［スクリプト名］フィールドに、新しいグルーミング スクリプ
トの名前を入力します。

4. ［ユーティリティ］カテゴリが選択されていることを確認して
から、ダイアログの右側のスクリプト タイプ リストで［グルー
ミング］をクリックし、［追加］をクリックします。新しいス
クリプトがリストに表示され、その横にはスクリプトの作成が
完了していないことを示す赤のアイコンが表示されます。［サ
マリー］タブの［詳細］領域の下に何も表示されない場合は、
グルーミングを実行するメディア セットを指定し、必要に応じ
てスクリプトをスケジュールする必要があることを表してい 
ます。

5. ［メディア セット］タブをクリックします。メディア セットの
リストで、ソースの横にあるチェックボックスをオンにして、 
1つまたは複数のソースを選択します。
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6. ［スケジュール］タブをクリックします。グルーミング スクリ
プトを定期的に実行するには、プラス（+）ボタンをクリック
してスケジュールを作成し、スケジュールのオプションを設定
します。スクリプトのスケジュールを設定する必要はありませ
ん。このユーティリティ スクリプトの実行頻度が低い場合は、
ツールバーの［実行］ボタンをクリックして、手動で実行する
こともできます。

スクリプトの複製
スクリプトは常にゼロから作成する必要があるとは限りません。作成
するスクリプトと同じようなスクリプトがすでに存在する場合は、そ
のスクリプトの複製を作成し、必要に応じて変更します。
スクリプトを複製するには、次の手順に従います。

1. Retrospectコンソールのサイドバーで、［スクリプト］をクリッ
クします。

2. スクリプトのリストで、複製するスクリプトを選択します。
3. ツールバーで［複製］ボタンをクリックします。新しいスクリ
プトの名前を入力するボックスが表示され、デフォルト名とし
て「<スクリプト名>Copy」が表示されます。新しいスクリプト
の名前を入力し、［複製］をクリックします。新しいスクリプ
トがスクリプト リストに表示されます。

4. スクリプトの詳細領域で該当するタブをクリックし、必要に応
じて設定を変更します。
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第6章： 災害復旧
その名のとおり、災害とは非常に悪いことが起きることです。バック
アップ戦略では、損害を受けたデータを復旧できるように災害時の計
画を組み込むことも必要です。この章では、その方法について説明し
ます。災害には、単なるハード ディスク ドライブ障害やコンピュー 
タの盗難だけでなく、火災や洪水などの物理的な災害の発生も含まれ
ます。
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災害復旧の概要
災害復旧の基本方針は単純ですが、きわめて重要なものです。つま
り、すべてをバックアップしなければ、すべてを復元することはでき
ないということです。そのため、お気に入りフォルダのコンテンツだ
けでなく、保護するすべてのコンピュータのフル バックアップをバッ
クアップ計画全体の一部として含める必要があります。こうすること
で、フル バックアップの内容を使用して、すべてのデータを復元でき
ます。
災害からの復旧が必要な場合、復元対象のコンピュータが起動できな
い場合がよくあります。たとえば、コンピュータのハード ディスク 
ドライブに障害が発生したときの交換用ディスクには、通常、オペ 
レーティング システムがないインストールされていません。 
Retrospectでは、バックアップの実行方法に応じて、このタイプの 
「ベア メタル」リカバリを複数の復旧方法で行うことができます。

災害復旧の準備
Retrospectには、2種類のバックアップ方法があります。1番目の方法
は、バックアップと呼ばれる従来のアーカイブ方法で、新規および変
更済みファイルが1つまたは複数のメディア セットに追加され、基本
的にRetrospectから認識されるすべてのファイルのアーカイブが作成さ
れます。この方法では、削除済みファイルと旧バージョンのファイ 
ルの両方が保存され、ポイント イン タイムでバックアップされた 
ファイルをリカバリできます。バックアップからの復元を実行するに
は、Retrospectアプリケーションを使用する必要があります。
2番目のバックアップ方法は、コピーと呼ばれるクローンに似た処理
で、ファイルおよびフォルダを元の形式でターゲットにコピーするこ
とで、ターゲット ディスクとソース ディスクの状態を同じにするこ
とです。この方法は、起動可能なソース ディスクのコピー（元のディ
スクに起動可能なオペレーティング システムが含まれている場合）を
作成できるという利点があるだけでなく、ソースから削除されたファ
イルをコピーに保存するという選択肢もあります。ただし、この方法
には古いバージョンのファイルは保存されないという難点もあり、ま
た、コピーを起動可能にする場合は、保護対象のディスクごとに固有
のターゲット ディスクが必要になります。
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バックアップおよびコピー処理の実行方法については、第5章の
『Working with Retrospect（Retrospectの使い方）』を参照してくだ 
さい。
バックアップとコピーのどちらの方法でデータを保護する場合も、基
本的な手順は同じで、 別のMacまたは外付けハード ディスク ドライ
ブ（ソースと呼びます）からデータを復元するコンピュータ（ター 
ゲットと呼びます）を起動します。
災害およびベア メタル リカバリのオプションでは、機能しているハー
ド ディスクが搭載されたMacをバックアップまたはコピーから完全に
復元する必要があることを想定しています（破損、障害、または紛失
したハードウェアが交換または修理されている場合）。

カタログの使用
Retrospectのメディア セットには、それぞれに対応するカタログ（実
体はデータベース）があり、メディア セットに含まれているファイ
ル、メディア上のファイルの保存場所、およびその他の情報を正確に
Retrospectに伝えます。メディア セットから復元するには、メディア 
セットに関連するカタログにアクセスする必要があります。カタログ 
ファイルがない場合は、Retrospectのメディア セット ビューの［再構
築］ボタンをクリックして、まずカタログ ファイルを再構築する必要
があります。メディアをスキャンしてすべてのファイルを読み取る必
要があるため、メディア セットのカタログの再構築には時間がかかる
場合があります。
デフォルトでは、カタログ ファイルはRetrospectサーバの 
/Library/Application Support/Retrospect/Catalogs/ に格納されます。カ
タログを別のハード ディスク、書き込み可能なDVD、フラッシュ ド
ライブ、ネットワーク上の別のコンピュータなどの別のストレージ メ
ディアに定期的にコピーしておくことをお勧めします。
カタログ ファイルを保護する手順については、第7章の『カタログお
よび構成のバックアップ』を参照してください。カタログを再構築す
る手順については、同章の『メディア セットの再構築』を参照してく
ださい。
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Mac OS緊急ツール ディスクの作成
災害復旧の準備を行う場合、復元するマシンの起動に使用可能な緊急
用の外付けハード ディスクを作成すると、非常に便利で多くの時間を
節約できます。このディスクには、次を含める必要があります。

•	 Mac OS X（起動可能にするため）
•	 Retrospectコンソール アプリケーションおよびエンジン
（Retrospectバックアップ サーバを復旧する場合）

•	 インストール済みのMac Retrospectクライアント（緊急ツール 
ディスクを使用して、ネットワーク上のRetrospectサーバから 
データを復元する場合）

•	 Mac、Windows、Linuxマシン向けのクライアント ソフトウェア
が含まれたRetrospectクライアントのインストール フォルダ、
およびRetrospectのインストールにより使用するパブリック/プ
ライベート キーのコピー

•	 MicromatのTechTool ProやAlsoftのDisk Warriorなどの便利なその
他のユーティリティ ソフトウェア

接続方式（USBとFireWire）の選択
緊急ツール ディスクを作成する場合は、USBとFireWire（一部のドラ
イブには両方が装備）のどちらで接続した外付けディスク ドライブを
使用するのかを決める必要があります。いずれの接続方法も問題なく
機能します。AppleではFireWireをまったく搭載していないIntelベース
のマシンも一部で製造されているため、USB接続のドライブを選択す
る方がお勧めです。ただし、最終的には組織で使用しているMacのモ
デルに基づいて決定する必要があります。

ディスク パーティション スキームに関する注記
外付けハード ディスク ドライブからMacを起動するのは簡単ですが、
いくつかの重要なポイントを覚えておくことが大切です。Intel Macと
PowerPC Macでは、それぞれ異なるディスク パーティション スキー
ムが必要になるため、Intel Macの起動用に作成されたディスクから
PowerPC Macを起動したり、その逆を行うことはできません。Intel 
ベースのMacは、GUIDパーティション テーブル スキームを使用
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するディスクからのみ起動できます。また、PowerPCベースのMac
は、Appleパーティション マップ スキームを使用するディスクからの
み起動できます。
このため、Macを起動するディスクでディスク パーティション スキー
ムが使用されていることを確認する必要があります。Appleディスク 
ユーティリティ アプリケーションを実行し、チェックするハード  
ディスクを選択して、表示されるパーティション スキームを確認す
ることで、使用されているパーティション形式を調べることができま
す。ディスクの再パーティションを実行してパーティション スキーム
を変更すると、ディスク上のデータはすべて消去されるので注意が必
要です。
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緊急ツール ハード ディスク ドライブを準備するとき、ネットワーク
上にIntel MacとPowerPC Macの両方が存在する場合は、それぞれに 
フォーマットされた個別の緊急ツール ハード ディスク ドライブを作
成する必要があります。
IntelベースのMacでは、USBデバイスが接続されているMacと互換性の
あるMac OS X 10.4.5以降が含まれている外付けUSBストレージ デバイ
スからの起動をサポートしています。復元するMacのバージョンより
古いバージョンのMac OS Xは、使用しないでください。Retrospectコ
ンソール アプリケーションには、Mac OS X 10.5.5以降が必要です（た
だし、Retrospectクライアントおよびエンジンは、Mac OS X 10.4.11以
降でも実行できます）。
注： Mac OS 10.6（Snow Leopard）では、PowerPCベースのMacのサ 
ポートを中止したため、PowerPCベースのマシンの起動には使用でき
ません。Mac OS X 10.5.8（Leopard）をオペレーティング システムと
して緊急ツール ディスクにインストールすることをお勧めします。

通常バックアップからのMacの復元
Retrospectのバックアップ方法を使用して、ターゲットとなるMacを以
前にバックアップしたことがある場合は、バックアップ済みデータは
メディア セットに含まれているため、Retrospectを使用して復元する
必要があります。

FireWireターゲット ディスク モードの使用
FireWireポートが装備されたMacには、ターゲット ディスク モード
と呼ばれる、災害復旧の際に役立つ特別なハードウェア機能があり
ます。この機能により、Mac（この場合はデータを復元するMac）を
FireWireを介して別のMac（ネットワークの代わりにFireWireを介した
高速リストアができるため、Retrospectサーバが望ましい）に接続でき
る外付けハード ディスク ドライブに変えることができます。ターゲッ
ト ディスク モードは、FireWire 400またはFireWire 800ポートで動作し
ます（FireWire 800を使用した方がデータ転送は高速になります）。
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FireWireターゲット ディスク モードを使用して復元を実行するには、
次の手順に従います。

1.	 ターゲットMac（データを復元するマシン）をターゲット ディ
スク モードで起動するには、マシンの電源を投入した直後に 
キーボードのTキーを押し続けます。FireWireのシンボルが表示
され、画面上を動き出したら、Tキーを離します。これで、Mac
はターゲット ディスク モードになり、FireWireケーブルを使っ
て別のMacと接続できます。

2.	 ソースMac（Retrospectエンジンがインストールされている必
要があるMac）の電源が入っていることを確認し、ターゲット
MacとソースMacをFireWireケーブルで接続します。ターゲット
Macのハード ディスクは、他の外付けドライブであるかのよう
に、ソースMacのデスクトップに表示されます。

3.	 ソースMacの［Finder］で［情報を見る］をクリックし、復元す
るターゲットMacのボリュームの情報を表示して、［このボ 
リューム上の所有権を無視］オプションがオフになっているこ
とを確認します。このオプションがオンになっている場合、 
ファイルおよびフォルダの権限をターゲット ディスクに正しく
復元できなくなります。

4.	 Retrospectコンソールを起動します。
5.	 （オプション）カタログ ファイルが使用できない場合は、バッ
クアップ メディアから必要なカタログを再構築します。手順の
詳細については、第7章の『メディア セットの再構築』を参照
してください。カタログ ファイルをバックアップからコピーし
た場合は、Retrospectにカタログ ファイルを認識させる必要が
あります。［メディア セット］カテゴリーで［検出］をクリッ
クし、カタログ ファイルの保存場所に移動し、［OK］をク 
リックしてカタログを利用可能なメディア セットのリストに追
加します。

6.	 Retrospectツールバーで［リストア］をクリックします。［アシ
スタントの復元］ウィンドウが表示されます。
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7.	 「ソース ボリューム全体またはお気に入りフォルダを前の時点
に復元する」を選択し、［続行］をクリックします。［バック
アップの選択］パネルが表示されます。
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8.	 復元する特定の時点を反映するバックアップを選択します。
注： リストでは、ポイント イン タイムを選択した場合、特定
バックアップの実行時にバックアップされたファイルだけが表
示されることがあるため、それらのファイルだけが復元の対象
になると思われがちですが、 手順7で選択した内容に従って、
ソース ボリュームのすべてのファイルが復元されます。
たくさんのバックアップがある場合、［マシン］または［メ 
ディア セット］でリストを並べ替えると見つけやすくなりま
す。並べ替えの基準となる列の見出しをクリックします。並べ
替え順を逆にするには、再度見出しをクリックします。希望の
バックアップを見つけ、それを選択したら、［続行］をクリッ
クします。［デスティネーションの選択］パネルが表示され 
ます。

9.	 宛先ボリュームの名前の横のラジオ ボタンをクリックし、［続
行］をクリックします。コピーのソースと宛先を再マップした
［リストア オプション］パネルが表示されます。
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10.	復元を実行する準備ができたら、［今すぐ開始］をクリックし
ます。

11.	復元が完了したら、ターゲット ディスク モードのMacのディス
クを取り出し、通常どおりに起動します。

緊急ツール ディスクを使用したMacクライアントの復元
この災害復旧方法では、以前に準備した緊急ツール ハード ディスク 
ドライブを使用してターゲットMacを起動し、Retrospectクライアント 
コンピュータとして復元します。次の手順を実行します。

1.	 緊急ツール ハード ディスク ドライブをターゲットMacに接続
します。電源を投入し、ターゲットMacを起動します。ター 
ゲットMacにはオペレーティング システムがないため、緊急 
ツール ハード ディスク ドライブから起動する必要がありま
す。必要に応じて、キーボードのOptionキーを押し続け、起動
ディスクとして使用するディスクを選択します。

2.	 Retrospectサーバで、復元するクライアントにログインします。
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3.	 Retrospectツールバーで［リストア］をクリックします。［アシ
スタントの復元］ウィンドウが表示されます。

4.	 「ソース ボリューム全体またはお気に入りフォルダを前の時点
に復元する」を選択し、［続行］をクリックします。［バック
アップの選択］パネルが表示されます。

5.	 ポイント イン タイムを反映する復元対象のバックアップをバッ
クアップのリストから見つけます。希望のバックアップを見つ
け、それを選択したら、［続行］をクリックします。［デス 
ティネーションの選択］パネルが表示されます。

6.	 復元するクライアント上の宛先ボリュームの名前の横のラジオ 
ボタンをクリックし、［続行］をクリックします。コピーの 
ソースと宛先を再マップした［リストア オプション］パネルが
表示されます。

7.	 復元を実行する準備ができたら、［今すぐ開始］をクリックし
ます。

8.	 復元が完了したら、Appleメニューから［システム終了］を選択
して、Macをシャットダウンします。 

9.	 緊急ツール ディスクの接続を切断し、復元されたターゲット
Macを通常どおりに起動します。

ライブ リストアの実行
ライブ リストアは、Macの現在使用中の起動ディスクよりも新しい 
バージョンまで復元する方法です。これは、機能しているMacを以前
のポイント イン タイムに復元する必要がある場合にいつでも使用で
き、復元を実行するための2番目のコンピュータまたは緊急ツール起動
ディスクがない場合にも使用できます。次の手順を実行します。

1.	 Macが起動しない場合は、Mac OS XをターゲットMacにインス
トールします。この場合、オペレーティング システムのバー 
ジョンは、バックアップ済みデータのバージョンと同じにする
必要があります。より新しいバージョンのMac OS Xをインス
トールしなければならない場合は、この章で後述する『新しい
MacのOSがバックアップされたOSより新しい場合の対処方法』
の手順を参照してください。
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2.	 Retrospectクライアント ソフトウェアをターゲットMacにインス
トールします。

3.	 Retrospectサーバで、復元するクライアントにログインします。
4.	 Retrospectツールバーで［リストア］をクリックします。［アシ
スタントの復元］ウィンドウが表示されます。

5.	 「ソース ボリューム全体またはお気に入りフォルダを前の時点
に復元する」を選択し、［続行］をクリックします。［バック
アップの選択］パネルが表示されます。

6.	 ポイント イン タイムを反映する復元対象のバックアップ（通
常は最新のバックアップ）をバックアップのリストから見つけ
ます。希望のバックアップを見つけ、それを選択したら、［続
行］をクリックします。［デスティネーションの選択］パネル
が表示されます。

7.	 ターゲットMacクライアントの起動ボリュームである宛先ボ 
リュームの名前の横にあるラジオ ボタンをクリックし、［続
行］をクリックします。コピーのソースと宛先を再マップした
［リストア オプション］パネルが表示されます。警告メッセー
ジの「警告: <ディスク名>の他のファイルはすべて削除されま
す」は、バックアップに含まれているファイルより新しいファ
イルがディスク上に存在する場合、新しいファイルは削除され
ることを示しています。
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8.	 復元を実行する準備ができたら、［今すぐ開始］をクリックし
ます。

9.	 復元が完了したら、Appleメニューから［再起動］を選択し
て、Macを再起動します。再起動すると、Macは復元された状
態になります。

Macをコピーから復元する
Retrospectのコピー処理を使用した場合、災害復旧はきわめて簡単に実
行できます。その名のとおり、コピー スクリプトを実行すると、ソー
ス ディスク上のすべてのファイルとまったく同じコピーが別のハード 
ディスク上に作成されるため、起動可能なディスクになります。コ 
ピーが含まれているディスクから交換用Macを起動すると、すぐに作
業に戻ることができますが、他のバックアップの場合と同様、最後に
コピーが実行されてから作成または変更されたファイルは利用できな
いというのが唯一の欠点です。
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コピーからの起動と復元
多くの場合、コピー処理は1台の外付けハード ディスク ドライブで実
行します（ただし、複数ドライブを搭載したエンクロージャなど、非
標準のハードウェア設定を使用することもできます）。修理済みMac
の内蔵ドライブに復元するには、次の手順に従います。

1.	 コピーが含まれているハード ディスク ドライブを、起動して復
元するMacに接続します。

2.	 外付けドライブの電源を投入し、Macの電源を投入しま
す。Macにオペレーティング システムがインストールされてい
る場合は、電源の投入時にOptionキーを押したままにします。
これにより、起動マネージャが起動され、起動が可能なボ 
リュームが表示されます。

3.	 キーボード上の左矢印および右矢印キーを使用して、使用する
ボリューム（この場合は、コピー バックアップが含まれた外付
けドライブ）を選択します。

4.	 キーボード上のReturnキーを押して、選択したボリュームから
コンピュータを起動します。

5.	 起動プロセスが完了したら、バックアップ ディスクから起動し
たコンピュータを使用できます。

6.	 Retrospectのコピー アシスタントを使用して、バックアップ  
ディスクの内容を内蔵ドライブにコピーし、内蔵ドライブの 
ファイルを置き換えます。手順の詳細については、第5章の 
『コピー アシスタントの使用方法』を参照してください。

コピーから復元してからライブ リストアを実行する
災害復旧が必要なMacのバックアップが複数存在する場合がありま
す。たとえば、最新のコピーと、それよりも新しい通常のバックアッ
プがある場合です。この場合、コピーを使用してターゲットMacを迅
速に復元し、通常のバックアップに含まれているより新しいファイル
を使用して最新バージョンのファイル、アプリケーション、および 
ユーザー設定を復元するのが理想的です。
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このような復元処理を実行するには、この章で前述した『コピーから
の起動と復元』の手順を実行してから、『ライブ リストアの実行』の
手順に従います。

新しいMacのOSがバックアップされたOSより
新しい場合の対処方法
場合によっては、バックアップ済みの古いバージョンのMacより新し
いバージョンのMac OS Xを使用する必要があるターゲットMacへの
復元が必要になることがあります。たとえば、古いバージョンのMac
は、Mac OS X 10.4（Tiger）を実行していた古いMacBookで、紛失し
てしまったとします。新しく買い替えたMacBookにはMac OS X 10.6
（Snow Leopard）が搭載されており、ハードウェアが変わったため
に、古いオペレーティング システムは実行できず、新しいハードウェ
アでは復元処理を実行できません。
このような場合は、対処法として次の2つの方法があります。

1.	 古いMacの最新のバックアップを外付けハード ディスク ドライ
ブに復元し、新しいMacの移行アシスタント アプリケーション
を使用して、アプリケーションとユーザー データを外付けドラ
イブからコピーします （最適な結果が得られるのは、この方法
です）。

2.	 Retrospectの［選択したファイルとフォルダを復元する］オプシ
ョンを使用して、復元するアイテムを手動で選択します（この
方法は面倒なやり方なので、外付けハード ディスク ドライブを
購入して、1番目の方法を実行することをお勧めします）。選択
したファイルおよびフォルダの復元に関する詳細については、
第5章の『復元アシスタントを使って復元ファイルとフォルダを
見つける』を参照してください。
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Windowsクライアントの復元
次の手順では、ネットワーク上のWindowsクライアントのボリューム
全体を復元する方法について説明します。これらの手順では、新たに
消去したディスクに、以前バックアップしたマシンにインストールさ
れていたのと同じバージョンのWindowsの新しいコピーがインストー
ルされていることを想定しています。
バックアップ コンピュータから実際に復元処理を実行する前に、まず
クライアント コンピュータがネットワークで機能することを確認する
必要があります。
下記の手順では、クライアント コンピュータのハード ディスク ドラ
イブの内容を以前のバックアップの内容（「すべてのファイル」の 
バックアップ）に完全に置き換えます。

1.	 新しいWindowsシステム ソフトウェアを新たにフォーマットし
たハード ディスクにインストールします。このボリュームから
再起動します。

2.	 セットアップ プログラムを使用して、第1章の『Microsoft 
Windowsを実行しているマシンへのRetrospectクライアント エー
ジェントのインストール』の説明に従って、Retrospectクライア
ント ソフトウェアをインストールします。

3.	 Retrospectコンソールの［ソース］カテゴリーで、古いクライア
ントを削除し、新しいクライアントを追加します。

4.	 Retrospectツールバーで［リストア］をクリックします。［アシ
スタントの復元］ウィンドウが表示されます。

5.	 「ソース ボリューム全体またはお気に入りフォルダを前の時点
に復元する」を選択し、［続行］をクリックします。［バック
アップの選択］パネルが表示されます。

6.	 ポイント イン タイムを反映する復元対象のバックアップをバッ
クアップのリストから見つけます。希望のバックアップを見つ
け、それを選択したら、［続行］をクリックします。［デス 
ティネーションの選択］パネルが表示されます。
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7.	 宛先ボリュームの名前の横のラジオ ボタンをクリックし、［続
行］をクリックします。コピーのソースと宛先を再マップした
［リストア オプション］パネルが表示されます。

8.	 復元を実行する準備ができたら、［今すぐ開始］をクリックし
ます。

9.	 クライアント コンピュータを再起動します。
10.	Retrospect Helperサービスが自動的に実行され、レジストリおよ
びシステム状態の復元が終了します。処理が終了すると、コン
ピュータは使用できるようになります。

Linuxクライアントの復元
次の手順では、ネットワーク上のLinuxクライアントのボリューム全 
体を復元する方法について説明します。これらの手順では、新たに消
去したディスクに、Linuxオペレーティング システムのディストリ 
ビューションの新しいコピーがインストールされていることを想定し
ています。
バックアップ コンピュータから実際に復元処理を実行する前に、まず
クライアント コンピュータがネットワークで機能することを確認する
必要があります。
下記の手順では、クライアント コンピュータのハード ディスク ドラ
イブの内容を以前のバックアップの内容（「すべてのファイル」の 
バックアップ）に完全に置き換えます。

1.	 新しいLinuxオペレーティング システム ソフトウェアを新たに
フォーマットしたハード ディスクにインストールし、元のシス
テムと同じマウント ポイントを必ず作成します。このボリュー
ムから再起動します。

2.	 セットアップ プログラムを使用して、第1章の『Linuxを実行し
ているマシンへのRetrospectクライアント エージェントのイン
ストール』の説明に従って、Retrospectクライアント ソフト 
ウェアをインストールします。
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3.	 Retrospectコンソールの［ソース］カテゴリーで、古いLinuxク
ライアントを削除し、新しいクライアントを追加します。

4.	 Retrospectツールバーで［リストア］をクリックします。［アシ
スタントの復元］ウィンドウが表示されます。

5.	 「ソース ボリューム全体またはお気に入りフォルダを前の時点
に復元する」を選択し、［続行］をクリックします。［バック
アップの選択］パネルが表示されます。

6.	 ポイント イン タイムを反映する復元対象のバックアップをバッ
クアップのリストから見つけます。希望のバックアップを見つ
け、それを選択したら、［続行］をクリックします。［デス 
ティネーションの選択］パネルが表示されます。

7.	 宛先ボリュームの名前の横のラジオ ボタンをクリックし、［続
行］をクリックします。コピーのソースと宛先を再マップした
［リストア オプション］パネルが表示されます。

8.	 復元を実行する準備ができたら、［今すぐ開始］をクリックし
ます。

9.	 クライアント コンピュータを再起動します。
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第7章： Retrospectの管理
この章では、Retrospectのいくつかの機能（環境設定など）について 
詳細に説明し、メディア セットの管理、レポートの表示、スクリプト 
の維持など、さまざまなタスクの実行方法について説明します。 
Retrospectを使用した、より効果的なバックアップを実行する方法につ
いても説明します。
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Retrospectの環境設定
Retrospectの環境設定を調整することにより、プログラムの動作を
ユーザーのニーズに応じて変更できます。Retrospectの環境設定
は、Retrospectで実行するすべての操作に影響します。
［プリファレンス］ウィンドウを開くには、Retrospectのメニューで
［プリファレンス］を選択します。［プリファレンス］ウィンドウを
開くとツールバーが表示されます。このツールバーを使用して、ア
プリケーションの環境設定の各セクションを表示できます。ツール
バーのアイコンをクリックすると、該当する環境設定が表示されま
す。Retrospectでは、最後に作業した環境設定パネルが記憶されるた
め、ウィンドウを表示するとそのパネルが表示されます。

コンソール環境設定
［コンソール］環境設定は、Retrospectコンソールおよびログインした
すべてのRetrospectエンジンに適用されます。
［Retrospectの更新を自動チェック］を選択すると、コンソールの起
動時にプログラムへの更新がチェックされます。
［スケジュールされた最大nのアクティビティを表示］では、コン 
ソールの［アクティビティ］カテゴリーに表示される、スケジュール
されたアクティビティの数を制御します。表示するアクティビティの
数は、ポップアップ メニューで、10、20、50、または100から選択で
きます。バックアップを毎日実行するよう設定されたスクリプトで
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は、スケジュールされたアクティビティが1年だけで365個あるため、
表示件数を制限する必要があります。
［行表示n操作ログを最大］では、操作ログの行数を制御できます。
設定した行数に達すると、最も古いエントリーが表示されなくなりま
す。表示されなくなったエントリーは、/Library/Application Support/

Retrospect/に保存されたoperations_log.utxファイルに、［全般］環境
設定で指定した最大ログ サイズまで保持されます（下の『ログ サイズ
の制限』を参照）。操作ログを表示するには、［表示］＞［ログ］を
選択するか、Cmd-Lを押します。入力フィールドに、必要なログの長
さを入力します。

全般環境設定
［全般］環境設定では、ログインした各Retrospectサーバについての環
境設定を設定します。ログインした各サーバは、ウィンドウ左のリス
トに表示されます。リスト内のサーバのうち制御するものをクリック
します。
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［サーバ名］には任意の名前を指定できます。変更する場合はフィー
ルドに名前を入力します。デフォルトでは、［システム環境設定］の
［共有］パネルに示されたサーバ マシンのコンピュータ名がサーバ名
として使用されますが、ユーザーにとって内容が分かりやすい名前に
変更できます。サーバ名は、Retrospectクライアントの［履歴］セク 
ションなどで、ユーザーに対して表示されます。
［サーバ アドレス］は、サーバ コンピュータのIPアドレスです。サー
バにログインした後は、このフィールドは変更できません。
［サーバのパスワードの変更］では、選択したサーバにアクセスする
際に使用するパスワードを指定できます。ボタンをクリックするとダ
イアログが表示されます。そのダイアログに古いパスワード（ある場
合）と新しいパスワードを入力し、確認のために新しいパスワードを
もう一度入力します。［パスワードを変更］ボタンをクリックして、
変更を確定します。
［許可するアクティビティ スレッドの数：nアクティビティ スレッ
ド］では、1～8の数字を選択できるポップアップ メニューが表示され
ます。アクティビティ スレッドの数を設定することにより、複数の 
バックアップ操作や復元操作など、同時に実行できるアクティビティ
の数を指定できます。デフォルトでは、Retrospectエンジンの並行アク
ティビティ スレッドは4に設定されています。効果的に同時実行でき
るアクティビティ スレッドの数は、Retrospectサーバ コンピュータの
ハードウェア性能やスレッドで処理するタスクの種類によって異なり
ます。コンピュータのプロセッサ速度やインストールされたRAMの量
だけでなく、転送されるファイル数によっても異なります。通常は、
実行するアクティビティ1つにつき、1 GBの空きRAM容量が必要とな
ります。
［ログ サイズの制限］では、操作ログのサイズ（MB）を設定できま
す。デフォルトでは、10 MBに設定されています。ログが制限に達す
ると、最も古い部分を削除することにより、サイズを制限内に抑えま
す。ログのサイズが大きいほど、開くのに時間がかかります。操作ロ
グの最大サイズを入力フィールドに入力します。
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［インターネット接続にプロキシ サーバを使用］では、メール通知の
送信時に、Retrospectサーバとインターネットの間に別のコンピュータ
を媒介として設定できます。Retrospectサーバはプロキシ サーバに接
続し、プロキシ サーバはRetrospectサーバの要求を解釈して、プロキ
シ サーバに設定されたフィルタリング ルールに従って要求をイン 
ターネットに渡します。チェックボックスをクリックしてこの機能を
アクティブ化し、プロキシ サーバの入力フィールドにIPアドレスまた
はDNS名を入力し、必要に応じてプロキシ サーバが使用するポート番
号も入力します。

クライアント環境設定
パブリック/プライベート キー認証は、Retrospectクライアントが、一
致する暗号化キーセットを使用してRetrospectサーバに自動的にログイ
ンできる1つの方法です。［クライアント］パネルでは、Retrospectク
ライアント用に、これらのAES-256で暗号化されたプライベート/パブ
リック キーの証明書ファイルを作成できます。
この認証を設定するには、Retrospectサーバの/Library/Application 

Support/Retrospect/に2つのファイルを作成します。プライベート  
キーとパブリック キーのファイル名は、それぞれprivkey.datとpubkey.

datとなります 。privkey.datファイルはRetrospectサーバで保持さ
れ、pubkey.datファイルは各Retrospectクライアントにコピーされ 
ます。
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キーペアを作成してRetrospectクライアントにインストールするには、
次の手順に従います。

1.	 ［プリファレンス］＞［クライアント］で、［キーの作成...］
をクリックし、キー作成用の8文字以上のパスワードを入力し
て［作成］をクリックします。コンピュータの速度によって
は、Retrospectのキー生成に1分ほどかかることがあります。

2.	 適切なパブリック キーを持つクライアントを自動的にログイン
するようにする場合は、［クライアントを自動的に追加］を 
チェックします。このオプションをチェックすることを推奨し
ます。

3.	 Retrospectインストーラのディスク イメージまたはCDか
ら、Client Installersフォルダを開き、Mac Client Installerフォルダ
をハード ドライブにコピーします。

4.	 Finderで/Library/Application Support/Retrospect/にあるpubkey.
datファイルを検索し、それをハード ディスク ドライブのMacク
ライアント インストーラ フォルダにある「public_key」という
名前のフォルダにコピーします。

5.	 pubkey.datファイルを含むこのpublic_keyフォルダをRetrospectク
ライアント インストーラとともに配布またはコピーします。

6.	 各コンピュータにRetrospectクライアント ソフトウェアをイン
ストールした後、RetrospectクライアントはRetrospect サーバに
ログインできます（または、Retrospectサーバでオプションが設
定されている場合、自動的にログインされます）。

キーペア ファイルがRetrospectサーバにすでにある場合は、［参照］
ボタンをクリックし、2つのキーペアがあるフォルダに移動し、［選
択］をクリックして読み込みます。これにより、複数のRetrospectバッ
クアップ エンジンで同じキーペア ファイルを共有できます。

メディア環境設定
［メディア］環境設定では、Retrospectによるテープやハード ディス
クなどのメディアの扱い方法を制御できます。
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［指定のメディアを自動的に再使用］では、データを含むメディアと
同じ名前のメディアを消去する際に、ユーザーに確認しないよう設定
できます。たとえば、「Tape Backup A」という名前のメディア セッ
トの一部のテープが1つまたは複数あり、メディア セットのメンバー
を定期的な間隔で自動的にリサイクルするようスクリプトで設定され
ている場合、このボックスをオフにすると、メディア セットの各メン
バーを消去する前に確認が必要となります。
［消去確認を最小限に抑える］をオンにすると、バックアップ操作を
進める際にRetrospectがメディアを消去する必要がある場合に通常は表
示される確認メッセージが表示されません。デフォルトでは、このオ
プションはオフになっています。
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たとえば、「1-Media Set A」という名前のメディア セットのテープ メ
ンバーに通常のバックアップを実行したとします。しかし、テープ ド
ライブに読み込まれたメンバーが1つだけ名前が異なっているとしま
す。この場合、メディアの要求ウィンドウが表示されます。このウィ
ンドウで、現在読み込まれているテープを選択できます。［消去確認
を最小限に抑える］オプションがオンになっている場合は、テープを
選択して［進む］をクリックすると、そのテープが消去されて使用さ
れます。［消去確認を最小限に抑える］オプションがオフになってい
る場合は、本当にテープを消去するかを確認する警告ダイアログが表
示されます。
［書き込み失敗後には新しいメディアを自動的に使用］では、メディ
アへの書き込みに失敗した場合に、失敗を報告してアクティビティを
キャンセルするのではなく、書き込み先を空のメディアに移すように
設定できます。
［テープの緩みを取る］は、Travan、OnStream、DC 6000ドライブな
どの古いテープ ドライブで使用します。このオプションにより、スク
リプトが終了したら自動的にテープを最後まで早送りしてから巻き戻
すことで、テープの張りと位置を均等にできます。
［リムーバブル ディスクを取り出さない］。デフォルトでは、リムー
バブル ディスクは、スクリプトが終了すると自動的に取り出されま
す。このオプションをオンにすると、自動的に取り出されなくなり 
ます。
［メディア要求のタイムアウト: n分］では、実行中にRetrospectがメ 
ディアを待つ時間を設定します。たとえば、テープ オートローダを使
用している場合は、メディア セット内の特定のテープを検索して読み
込むまで数分かかる場合があります。この環境設定はデフォルトでは
オフになっているため、メディア要求がタイムアウトになることはあ
りません。
［空のメディアへ自動的にスキップ］では、メディア セットの最後の
メンバーが使用できない場合（その最後のメンバーに空き領域がある
場合でも）に、空のテープまたはディスクが使用されます。
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［バックアップ操作中にMD5ダイジェストを生成］は、デフォルト
でオンになっています。このオプションにより、バックアップ操作の
一環としてMD5ハッシュ ダイジェストが生成されます。Retrospectで
は、これらのダイジェストを使用することで、メディアの検証を高速
化します。

ネットワーク環境設定
Retrospectでは、追加設定を行うことなく、クライアントのバックアッ
プを実行できます。バックアップ コンピュータに複数のネットワーク 
インタフェースがある場合、またはクライアントが複数のサブネット
に存在する場合、［ネットワーク］環境設定により、Retrospectがこれ
らのバックアップ クライアントにアクセスする方法を管理できます。
たとえば、カスタム ネットワーク インタフェースにより、バックアッ
プ データをルータに通すことなく、それぞれのサブネット上のクライ
アントをバックアップできるため、ネットワーク帯域幅を節約でき 
ます。
Retrospectの環境設定で、さまざまなネットワーク インタフェースに
名前を付け、特定のネットワーク アドレスに割り当てることができま
す。アドレスは順に使用されます。そのためには、次の手順を実行し
ます。

1.	 ［Retrospect］＞［プリファレンス］＞［ネットワーク］を選択
します。［サーバ］列に複数のRetrospectサーバが表示される場
合は、制御するサーバを選択します。ウィンドウの右側の接続
リストには、Macのデフォルトのネットワーク接続が表示され 
ます。

2.	 ネットワーク インタフェースを追加するには、接続リストの下
のプラス（＋）ボタンをクリックします。開いたダイアログの
［接続］ポップアップ メニューから、使用するネットワーク イ
ンタフェースのIPアドレスを選択し、接続の名前を入力し、 
［追加］をクリックします。



222 Retrospectユーザーズ ガイド

3.	 接続リストに新しい接続が表示されます。クライアントやネッ
トワーク共有を検索する際にRetrospectが使用するサブネットを
制限することもできます。これを実行するには、接続リストで
接続を1つ選択してから、［説明］ボックスの下のプラス（＋）
ボタンをクリックします。表示されるダイアログで、サブネッ
ト アドレスおよびサブネット マスクを入力し、［追加］をク 
リックします。サブネットの制限が［説明］ボックスに表示さ
れます。

詳細設定
上級ユーザーは、Retrospectのネットワーク動作をさらに詳細に制御す
る必要があるかもしれません。［ネットワーク］環境設定パネルで 
［詳細設定］ボタンをクリックすると、次の設定が表示されたダイア
ログが表示されます。
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［接続タイムアウト］：Retrospectがクライアントを待つ最大時間。 
この最大時間を過ぎると、Retrospectはエラーを記録して、次のアク 
ティビティに進みます。遅いネットワークを使用しており、519エラー 
（ネットワーク通信エラー）が発生する場合は設定値を大きくします。
［検索ポーリング間隔］：クライアントが最後に認識されたアドレス
に見つからない場合は、この間隔でクエリを送信します。
［検索タイムアウト］：指定した時間内にクライアントが見つからな
かった場合は、既知のクライアントの検索を終了します。
［ライブ ポーリング間隔］：ライブ ネットワーク ウィンドウにある
クライアントにポーリングする場合は、この間隔でクライアントにブ
ロードキャストします。インタフェースに複数のサブネットを構成し
た場合、ポーリング間隔は定義されたサブネットの数で割った値にな
ります。
［カウント漏れ］：指定した数の連続したポーリングに応答がない場
合は、ライブ ネットワーク ウィンドウからクライアントを削除しま
す。これはすでにバックアップ クライアント データベースに追加され
たクライアントには影響しません。
［マルチキャスト有効期限］：有効期限の数をマルチキャストUDPパ
ケットの数に割り当てます。これは、ルータのホップ数の最大値で、
これを超えるとパケットが破棄されます。有効期限の数を増やすと、
検索対象となるIGMP対応ルータで接続されているサブネットの数が増
えます。IGMPをサポートしていないルータでは、マルチキャストUDP
パケットは転送されません。
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変更する設定の横に値を入力して、［完了］をクリックします。
警告: このダイアログは、変更による影響を理解している場合、ま
たはRetrospectのテクニカル サポートの指示があった場合にのみ変
更してください。状況によっては、このダイアログでの変更によ
り、Retrospectのパフォーマンスに悪影響がある場合があります。注意
してください! 誤って変更してしまい、どの変更が問題の原因となっ
ているのかを特定できない場合は、［デフォルトを使用］ボタンをク
リックすることにより、選択したサーバについて、Retrospectのすべて
の環境設定を元に戻すことができます。

メール環境設定
Retrospectでは、正常に実行された場合および問題が発生した場合に 
メール通知を送信できます。［メール］環境設定パネルでは、 
Retrospectが使用する送信メール サーバ、および警告を送信する際に
Retrospectが使用するメール アドレスを設定できます。デフォルトで
は、Retrospectは警告メールを送信しません。
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［送信メール サーバ］は、送信メール サーバのコンピュータ名（推
奨）またはIPアドレスを入力するためのフィールドです。[サーバIPア
ドレス]:[ポート番号]のように、アドレスにポート番号を加えることに
より、Retrospectがメール サーバと通信する際に使用するTCP/IPポート
も指定できます。たとえば「smtp.servername.com:26」のように指定し
ます。
［送信サーバ（SMTP）は認証が必要］は、送信メール サーバでログ
インを必要とする場合にオンにします。
ユーザー名: 送信メール サーバでログインが必要な場合は、メール管
理者によってRetrospectに割り当てられたユーザー名を入力します。
パスワード: 送信メール サーバでログインが必要な場合は、関連する
ユーザー名に割り当てられたパスワードを入力します。
［完了したイベントのメールを送信］は、正常に実行が完了するたび
にRetrospectからの通知を希望する場合にオンにします。ただし、多く
のスクリプトを実行している場合は、大量のメールを受信する可能性
があることに留意してください。
［失敗およびメディア要求の際メールを送信］は、実行中に問題が発
生した場合にRetrospectからの通知を希望する場合にオンにします。こ
のオプションをオンにする場合は、差出人および宛先の入力フィール
ドに有効なメール アドレスを入力する必要があります。宛先フィール
ドには複数の受信者を指定できます。各メール アドレスをカンマで区
切ります。
［テスト メールを送信］：このボタンをクリックすると、宛先フィー
ルドに入力されたアドレスにテスト メールが送信されます。

ルール環境設定
［ルール］環境設定パネルでは、スクリプトに条件を適用するために
使用するルールを作成および管理できます。詳細については、次の 
ページの『ルールの使い方』セクションを参照してください。
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ライセンス環境設定
［ライセンス］環境設定パネルには、購入したライセンス コードを入
力できます。サーバ クライアント ライセンスやWindowsクライアント
向けのオープン ファイル バックアップ アドオンなどのように、特定
のライセンス コードによって、製品の特定の機能を解除できます。 
ローカルまたはリモートのRetrospectエンジンに初めて接続すると、 
［ライセンス］環境設定パネルが開き、そのエンジンのライセンス  
コードを入力するよう要求されます。この情報を入力し、［追加］を
クリックします。

その他のライセンス コードを入力するには、ウィンドウ下部付近にあ
るプラス（+）ボタンをクリックします。購入したライセンス コード
を入力して、［追加］ボタンをクリックします。新しいライセンス  
コードがウィンドウに表示されます。
Retrospect製品をオンラインで登録するには、［登録］ボタンをクリッ
クします。登録のためのWebページにアクセスします。
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その他のRetrospectライセンス コードの購入方法に関する情報を取得
するには、［購入］ボタンをクリックします。情報を記載したダイア
ログが表示されます。

ルールの使い方
ルールにより、任意の操作の対象にするファイルやフォルダの種類を
指定できます。ルールを使用して、ファイル、フォルダごとに選択ま
たは無視するように設定できるため、操作に必要となる時間とメディ
アの量を制限できます。
ルールを使用すると、名前、データ、種類、サイズなど、あらゆる基
準に基づいてファイルを選択できます。Retrospectには、いくつかの
ルールが組み込まれています。また、カスタム ルールを作成するこ
ともできます。たとえば、2009年8月25日以降に変更されたすべての
Microsoft Word文書を選択するルールを作成できます。
ルールよって「マークされた」ファイル（ルールの基準を満たすファ 
イルなど）は、必ずしもコピー先にコピーされるとは限りませ
ん。Retrospectはファイルの照合機能を備えているため、ルールを使
用するコピー操作（バックアップなど）はすべて「無駄」が省かれま
す。各ルールには、ファイルを選択するものの、そのファイルがコ 
ピー先にすでに存在する場合はコピーしないという暗黙の決まりがあ
ります。
ルールの作成および変更は、［ルール］環境設定パネルで行います。
［Retrospect］＞［プリファレンス］を選択して、［ルール］タブをク
リックします。
Retrospectでは、すでにいくつかのルールが設定されています。ルール
は、各サーバに個別に関連づけられるため、Retrospectサーバが複数あ
る場合は、サーバごとに異なるルールのセットを作成できます。環境
設定パネルのサイドバーでサーバをクリックすると、そのサーバの 
ルールが表示されます。
ヒント： Retrospectの以前のバージョンでは、ルールはセレクタと呼
ばれていましたが、作成の際に使用するインタフェースはかなり異 
なっていました。
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組み込みルールの使用
Retrospectには、ファイルを選択するための条件が定義されたいくつか
のルールが組み込まれています。
一部のルールおよびルール条件の機能は、Mac OS、Windows、Linux
ボリュームで異なっています。詳細についてはルールの詳細を確認し
てください。
Retrospectには次のルールが組み込まれています。
［すべてのファイル］は、オペレーティング システム ファイルを含
む、ソース上のすべてのファイルをマークします。これはデフォルト
のルールです。
［キャッシュ以外の全ファイル］は、Webブラウザなどの特定のアプ
リケーションで使用されるキャッシュ ファイルを除く、ソース上のす
べてのファイルをマークします。これらのキャッシュ ファイルは数が
多く、サイズが大きく、通常、復元する実用性はありません。
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［ファイルなし］は、バックアップのためのファイルをマークしませ
ん。ただしRetrospectでは、各ソースについて、ファイルおよびフォ
ルダの完全なリスト、および関連付けられたメタデータが保存されま
す。テスト目的でファイルをコピーしたくない場合、またはWindows
クライアントのシステム状態のみをバックアップしたい場合には、 
［ファイルなし］ルールを使用します。
［Retrospectファイル］は、Retrospectバックアップ ファミリで使用さ
れる特定のファイル名およびファイル拡張子を持つファイルをマーク
します。
［ドキュメントおよび設定］は、ユーザーのデータや設定が保存
されたMac OS X Users、Windows Documents and Settings（Windows 
XP、Server 2003）、Windows Users（Windows Vista、7、Server 2008）、 
Linux /usr/ foldersにあるファイルとフォルダをマークします。

ルールの適用
ルールは、スクリプトの作成時に適用します。スクリプトの作成手順
の1つに、［ルール］タブでの作業があります。サイドバーで［スクリ
プト］をクリックして、作業するスクリプトをリストから選択し、下
の［ルール］タブをクリックします。スクリプトに適用するルールの
ラジオ ボタンを選択します。
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ルールの追加または編集
［ルール］環境設定パネルでは、ルールを追加、表示、または変更で
きます。ルールを追加するには、ルールのリストの下にあるプラス
（+）記号の形をした［ルールの追加］ボタンをクリックします。 
ルールを表示または編集するには、リストでルールを選択して、鉛筆
の形をした［ルールの編集］ボタンをクリックします。3つの部分で構
成される［ルール］ダイアログが表示されます。
［ルール名］には、任意の名前を指定できます。ルール名は、［プ
リファレンス］および［スクリプト］の［ルール］タブ、ならびに
Retrospect内のその他の場所で表示されます。
含める条件セクションでは、作業の際にルールを適用するファイルや
フォルダを指定します。
除外する条件セクションでは、実行中にスキップするファイルとフォ
ルダを指定します。
各ルールにはルール名を付ける必要があります。必要に応じて、含め
る基準または除外する基準を追加します。デフォルトのルールである
［すべてのファイル］には、特定の含める基準または除外する基準は
ありません。つまり、除外されるファイルはなく、すべてのファイル
が対象になります。
スコープ メニューを使用すると、含める条件のセクションまたは除外
する条件のセクションのいずれかで、条件の範囲を定義できます。ス
コープ メニューでは、［すべて］、［なし］、または［いずれか］を
選択できます。上のスクリーンショットの例では、含める条件のス 
コープ メニューで［いずれか］が選択されているため、リストされた
条件のいずれかを満たす場合にルールが適用されます。このルールの
対象になるものは、Mac、Windows、Linuxクライアントのユーザー  
ファイルと設定です。このように、［いずれか］は論理式のor条件と
して機能します。



231第7章 • Retrospectの管理

［すべて］は論理式のand条件として機能します。たとえば、クライア
ントWidgetcoの特定のプロジェクトの一部であるQuickTime動画ファイ
ルをすべてバックアップするとします。それまですべての動画ファイ
ルを1つのフォルダに保存したとします。［すべて］条件を追加するに
は、キーボードのOptionキーを押し続けます。［以下の条件のいずれ
かを満たす］スコープ バーにある［条件の追加］のプラス記号 
（+）が省略記号（...）に変わります。このボタンをクリックすると、
［すべて］条件を追加できます （［なし］条件も同じようにして作成
します。ただし、［なし］条件に変更できるのは［すべて］条件だけ
です）。次の2つの条件を作成します。

•	 Widgetcoという語を含むフォルダ名
•	 .movで終わるファイル名
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含める条件のセクションおよび除外する条件のセクションでは、ルー
ルに1つまたは複数の条件を追加できます。条件を追加するには、［条
件の追加］ボタンをクリックします。同様に、条件を削除するには、
既存の条件の横にある［条件の削除］ボタンをクリックします。ま
た、条件を画面上でドラッグすることで並べ替えることもできます 
（ただし、含める選択条件のセクションと除外する選択条件のセク 
ション間で条件をドラッグすることはできません）。ルールには、任
意の数の条件を含めることができます。
条件を追加したら、 ポップアップ メニューおよび条件の入力フィール
ド（任意指定）を使用して条件を構築する必要があります。

ポップアップ メニューと入力フィールドは、状況に応じて変わる項目
です。つまり、メニューやフィールドが表示されるかどうか、および
その内容は、条件内のその他の要素の値によって決まります。たとえ
ば、1つ目と2つ目のポップアップ メニューは、次のページで示す方法
で互いに影響し合います。
3つ目のポップアップ メニューは、最初の2つのメニューでの選択に 
よって変わります。 入力フィールドへの入力にも必要となる条件があ
り、3つ目のメニューでの選択により、入力の範囲が絞り込まれます。
たとえば、最初のメニューで［ファイル］を選択し、2つ目のメニュー
で［名］を選択した場合は、3つ目のメニューの選択肢は、［に次のも
のを含む］、［は次のもので開始します］、［は次のもので終了しま
す］、［である］、［でない］、および［と似ている］になります。
この例では、入力フィールドも表示されます。
別の例として、最初のメニューで［ファイル］を選択して、2つ目のメ
ニューで［日付］条件の1つを選択すると、行が変更され、日付関連の
メニューが2つ表示されます。1つ目のメニューには、［は次以前］、
［は次以後］、［厳密に］、［ない］、［は当日またはそれ以前］、
［は当日またはそれ以降］、および［は次の範囲内］の選択肢が表示
されます。2つ目の日付関連のメニューには、［今日］、［のバック 
アップの日付］、および［の特定の日付］（これを選択すると、入力
フィールドが表示され、日付を入力できます）の選択肢が表示され 
ます。
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ご覧のとおり、各条件には数多くの組み合わせがあります。メニュー
のさまざまな選択肢を試し、ルールに含める項目を選択してください。

1つ目のポップアップ メニューの 
選択肢

2つ目のポップアップ メニューの 
選択肢

ファイル 名
フォルダ Macパス
 Windowsのパス

UNIXのパス
属性
Kin
アクセス日
作成 日
変更日
バックアップの日付
使用サイズ
ディスク上のサイズ
ラベル
権限

ボリューム 名
ドライブ名
接続タイプ
ファイル システム

ソース ホスト 名
ログイン名

保存されたルール 構成要素
次を除外

［保存されたルール］条件を使用すると、ルール内にルールを含める
ことができます。たとえば、カスタム ルールの基礎条件として 
［キャッシュ以外の全ファイル］ を含めるには、［以下の条件のいず
れかを満たす］条件の下にある、含める選択条件のセクションで、 
［保存されたルール］の中に［キャッシュ ファイルを除いたすべての
ファイルを含める］条件を追加します。
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ルールの編集が終了したら、［保存］ボタンをクリックします。
Retrospectがルールを適用する際は、必ず含める条件よりも除外する条
件が優先されます。たとえば、ルールの中に、ユーザーのドキュメン
ト フォルダを対象に含めるステートメントと、そのフォルダの上にあ
るユーザー フォルダを対象から外すステートメントがある場合には、
ドキュメント フォルダ内のファイルは選択されません。

既存ルールの複製
ルールを新しく作成するよりも、既存のルールを変更したほうが簡単
な場合もあります。既存のルールを複製するには、リストでルールを
選択して、リストの下にある［ルールの複製］ボタンをクリックしま
す。［古いルール名のコピー］という名前の新しいルールが作成され
ます。複製されたルールを変更するには、［ルールの編集］ボタンを
クリックします。ルール名を変更してから、ルールの条件を変更しま
す。変更が終了したら、［保存］をクリックします。

ルールの削除
ルールを削除するには、［環境設定］のリストでルールを選択して、
リストの下にあるマイナス記号（-）の形をした［デリート ルール］
ボタンをクリックします。削除するかどうかを確認するメッセージが
表示されます。［削除］ボタンをクリックして、ルールを削除します。

バックアップ戦略
このセクションでは、コンピュータまたはネットワーク全体をバック
アップするためのいくつかの戦略を紹介します。各戦略を検討して、
それぞれの状況に最適なものを選択してください。ユーザーの状況は
それぞれ異なるため、ニーズに応じて戦略を修正することもあるかも
しれません。または、ここで紹介するものとはまったく異なる独自の
戦略を考案することもあるかもしれません。ここで紹介する戦略は例
に過ぎません。Retrospectでは数多くの戦略を採用できます。独自の 
バックアップ戦略を考案する際には、基本的なバックアップ規則だけ
は念頭に置くようにしてください。
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基本的なバックアップ規則
Retrospectはデータを保護するための強力なツールです。次の基本的な
バックアップ規則に従うことにより最大の効果が得られます。
頻繁にバックアップする。バックアップされていないものは復元でき
ません。たとえば、今日ハード ディスクが故障したとします。最後に
バックアップしたのが1週間前だと、この1週間の間に蓄積されたデー
タは失われてしまいます。Retrospectが最大限の効果を発揮するために
は、すべてを頻繁にバックアップする必要があります。スクリプトや
スケジュールを設定することにより、バックアップを自動化でき 
ます。
データのバックアップを複数保存します。メディア セットを定期的に
交換しながら使用します。複数のメディア セットを使用することによ
り、（特にテープなどのリムーバブル メディアを使用している場合
に）メディアがなくなったり故障したりしたときにデータを失う危険
性を軽減できます。Retrospectでは、高機能な増分バックアップによ
り、自動的に各メディア セットが完全かつ独立して保存されるため、
フル バックアップ、増分バックアップ、差分バックアップなどの従来
のバックアップ手法のことを考える必要がありません。
［詳細な検証］オプションあるいは［メディアの検証］オプションを
使用したバックアップ中に、または検証スクリプトあるいはメディア 
セットの下にある［検証］ボタンを使用してバックアップを完了した
後に、バックアップを検証する必要があります。
古いメディアは定期的なスケジュールで交換します。すべてのバック
アップを1つのメディア セットで実行すると非常に脆弱になるため、
新しいメディア セットのバックアップを使用して新しいメディアを定
期的に導入します「メディア交換」（セット内のテープが損傷しただ
けでも、完全なバックアップを実行することはできなくなります）。
新しいメディアを導入するバックアップ戦略の利点としては、メン 
バーやバックアップ セッションの多いセットから復元するよりも、少
ないメディア メンバーから復元するほうが早いことが挙げられます。
内容やローテーション頻度に基づいて、メディア セットに意味のある
名前を付け、メディアに適切なラベルを付けます。



236 Retrospectユーザーズ ガイド

必ず最低でも1つのメディア セットをオフサイトで保管するようにし
て、火災、盗難、天災などから保護します。このメディア セットは定
期的に更新するようにします。
バックアップ メディアは慎重に扱ってください。環境によって損傷を
受けやすいためです。テープ メディアも、数百回使用しただけで磨耗
する場合があります。
バックアップ コンピュータをバックアップします。Retrospectの構成
に、考えていたよりも多くの時間と労力を要したことでしょう。
カタログ ファイルをバックアップまたはコピーします。コピー先は、
同じメディア セットまたはネットワーク上の別の場所です。この章の
後半の『カタログおよび構成のバックアップ』を参照してください。

スクリプトによるバックアップとプロアクティブ バック 
アップの比較
クライアント コンピュータのネットワークをバックアップする際に
は、使用するバックアップ スクリプトの種類を決定する必要がありま
す。下の表は、プロアクティブ バックアップ スクリプトと通常のバッ
クアップ スクリプトに適した状況を示したものです。

プロアクティブ バックアップが
最適となる場合

バックアップ スクリプトが最適
となる場合

バックアップの目的に特化した 
バックアップ専用のコンピュータ
がある。

バックアップ コンピュータが、
バックアップ時以外は他の処理を
実行している。

多くのクライアントが多くのデー
タを格納しているため、一晩です
べてをバックアップすることがで
きない。

朝になってクライアント コン 
ピュータが使用される前に、スケ
ジュールされたバックアップが完
了する。
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プロアクティブ バックアップが
最適となる場合

バックアップ スクリプトが最適
となる場合

通常のバックアップ スクリプト
では完全にバックアップされない
特定のクライアントのために、 
バックアップ作業を何とかこな
し、特別なスクリプトの作成、手
動バックアップを行っている。

朝になってクライアント コン 
ピュータが使用される前に、スケ
ジュールされたバックアップが完
了し、バックアップが正常に完了
しないことは稀である。

モバイル クライアントやポータブ
ル ドライブがネットワーク上に不
定期に加わる。

ネットワークにはデスクトップ コ
ンピュータしかなく、ノートパソ
コンやリムーバブル ディスクは 
ない。

Retrospectにより、バックアップ 
デバイスにある任意のメディアに
バックアップしたい。

自動バックアップの際に常に適切
なメディアが存在している。

多くの場合、通常のバックアップ スクリプトとプロアクティブ バック
アップ スクリプトの両方を組み合わせたバックアップ戦略を採用しま
す。たとえば、ノートパソコン用にはプロアクティブ バックアップ ス
クリプトを作成し、ネットワーク上のサーバやデスクトップ コン 
ピュータ用には通常のバックアップ スクリプトを使用するという方法
があります。

推奨するバックアップ戦略
バックアップ戦略には、想像力とハードウェアが許す限り、さまざま
なものがあります。ここでは、いくつかの戦略を例として紹介します。
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定期的にリサイクルを実行する通常のバックアップ
2つのローテーション メディア セットにバックアップするバックアッ
プ スクリプトを作成します。スクリプトの［スケジュール］タブに、
隔週の同じ時刻に繰り返されるスケジュールを追加し、月曜日～木曜
日を選択します。このスケジュールでは、最初のメディア セットのメ
ディア アクションとして［メディア アクションなし］を設定し、通常
のバックアップを実行します。隔週（金曜日など）または月単位（各
月の1日など）で繰り返される2つ目のスケジュールを追加し、最初の
メディア セットのメディア アクションとして［メディア アクション
のリサイクル］を設定します。2つ目のスケジュールにより、メディア 
セットはリセットされ、実行時に新しいバックアップが開始されるた
め、メディア セットの全体的なサイズが抑えられます。次に、上述の
ものと同じスケジュールをさらに2つ作成し、それを2つ目のメディア 
セットに対して隔週で実行するようスケジュールします。この戦略に
より、1つのメディア セットには過去のデータの一部（少なくとも1週
間分のデータ）がバックアップされ、もう1つのメディア セットはリ
サイクルおよび上書きされるようになります。

5日ごとのバックアップ ローテーション
この戦略では、複数のメディア セット（平日あたり1つのコピー先）
を使用します。5日間分のソースが常に定期的かつ個別にバックアップ
されます。バックアップは、1週間のうち5日間実行されます。次の手
順を実行します。

1.	 コンソールの［メディア セット］カテゴリーで、コピー先の
メディア セットを5つ作成し、それぞれ月曜日、火曜日、水曜
日、木曜日、金曜日と名前を付けます。メディア セットの種類
は問いませんが、ディスクが最も便利です。

2.	 ［スクリプト］カテゴリーで、新しいバックアップ スクリプト
を作成します。

3.	 新しいスクリプトの［ソース］タブで、バックアップするソー
スを選択します。Retrospectのソースの種類として、 ローカル 
ボリューム、Retrospectクライアント、ネットワーク ボリュー
ム、タグ、スマート タグのいずれかを選択できます。
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4.	 スクリプトの［メディア セット］タブで、作成した5つのメ 
ディア セットの横にあるチェックボックスをすべてオンにし 
ます。

5.	 スクリプトの［ルール］タブで、バックアップに適用するルー
ルを選択します。

6.	 スクリプトの［スケジュール］タブで、スケジュールを作成し
ます。「月曜日」メディア セットをコピー先として選択し、 
［メディア アクションなし］を選択します。これで、このメ 
ディア セットにバックアップされていないファイルおよびフォ
ルダがすべてバックアップされます。開始日時を選択し、［月
曜日］ボタンのみを選択することで、スクリプトが毎週1回繰り
返されます。これにより、毎週月曜日になるとRetrospectは「月
曜日」メディア セットにバックアップを実行します。

7.	 各曜日のメディア セットをコピー先として選択して、［スケ 
ジュール］タブで該当する曜日を選択し、残りの曜日について
も前述の手順を4回繰り返します。完了すると、スクリプトで5つ
のスケジュールができ、それぞれが週に1回ずつ実行されます。

ヒント： 5つのバックアップを実行するだけでなく、それらの
バックアップを異なるディスクに実行するとさらに良いでしょ
う。各メディア セットのメンバーを複数のディスクに保存する
ことを検討してください。
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基本的なプロアクティブ バックアップ
すべてのクライアントのソースをバックアップするプロアクティブ  
バックアップ スクリプトを作成します。平日の午後7時から午前7時 
（ユーザーの仕事の妨げとならないよう）および週末のすべての時間
で実行するようスケジュールします。Retrospectが1日1回バックアップ
を実行するよう、バックアップ間隔を設定します。

モバイル コンピュータ用のプロアクティブ バックアップ
ソースの［タグ］タブで、「モバイル コンピュータ」という名前のタ
グを追加します。［ソース］リストで、モバイル デバイスの各ソース
を選択して、「モバイル コンピュータ」タグを適用します。タグを 
ハード ディスク全体またはお気に入りフォルダに適用することで、 
バックアップするデータ量を制御できます。
次に、プロアクティブ バックアップ スクリプトを作成します。スクリ
プトの［ソース］タブで、「モバイル コンピュータ」タグを選択しま
す。スクリプトが実行されると、Retrospectにより、タグの付いた 
ソースがすべてバックアップされます。各モバイル デバイスを個別に
選択する必要がないため、設定に要する時間を大幅に削減できます。
新しいスクリプトが1日24時間実行されるようスケジュールし、バック
アップ間隔を18時間に設定します （次にいつラップトップがネット 
ワークに加わるかが不明で、ラップトップは故障や盗難の危険性もあ
るため、頻繁にバックアップすることを推奨します）。出張に出る 
ユーザーが初期バックアップを要求できるよう、［初期バックアップ
の許可］オプションをオンにします。

段階的バックアップ戦略
段階的バックアップとは、1種類のメディア セットに対して1つまたは
複数のバックアップを実行して、そのバックアップを（通常はアーカ
イブ目的で）他のメディア セットにコピーするバックアップのことで
す。コピー先のメディア セットの種類は同一でも異なっていてもかま
いません。たとえば、一連の通常バックアップをディスク メディア  
セットに対して実行し、週に1回（または月に1回など任意の間隔で）
ディスク メディア セットの内容をテープ メディア セットにコピーし
ます。その後に、そのテープを保管庫などのオフサイト施設で保管で
きます。
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ディスクは、ネットワーク コンピュータからの高速なデータ転送にも
対応できるため、直接テープにバックアップするよりも高速にバック
アップできます。ディスクにバックアップされたデータは、簡単に 
テープに転送することができます。ディスクからテープへのデータ転
送は、速度が一貫しているため（ネットワークのボトルネックなし）、
テープ ドライブは最大速度でストリームします。データをテープに転
送したら、テープをオフサイトに安全に保管し、オンサイトに保管さ
れたディスク バックアップを使用して迅速に復元を実行できます。
このようなシナリオの段階的バックアップを構築するには、次の2つの
スクリプトを作成する必要があります。ディスク メディア セットへの
通常のバックアップ スクリプトおよびテープ メディア セットへのコ
ピー バックアップ スクリプト。
まず、2つのメディア セットを準備します。グルーミングを有効にし
たディスク メディア セットをバックアップ スクリプトのコピー先と
して使用します。各ソースにつき、最低でも直近の10個のバックアッ
プがRetrospectで保存されるように、グルーミング オプションを設定
します。これにより、迅速な復元を実行する対象が、一定の世代を 
持ったクライアント データになります。
バックアップ スクリプトを作成します。ここで、既存のスクリプトを
使用することもできます。バックアップの日単位のスケジュールを設
定します。
ディスク メディア セットのデータをテープ メディア セットに1週間に
1回転送するためのコピー バックアップ スクリプトを作成します。コ
ピー バックアップ スクリプトの［ソース］タブで、 ［各ソースの直
近のバックアップをコピー］を選択します。［デスティネーション］
タブでテープ メディア セットを選択します。スクリプトに適用する 
ルールを設定します。たとえば、オフサイトのアーカイブ セットにオ
ペレーティング システムやアプリケーションのバックアップが収録さ
れているかどうか注意する必要がない場合は、「ユーザー ファイルと
設定」というルールを選択します。次に週単位のスケジュールを追加
します。コピー バックアップ スクリプトが実行されると、ディスク 
メディア セットに収録されている直近のバックアップから、新しい 
ファイルと変更されたファイルのみがテープ メディア セットにコピー
されます。ディスク メディア セット内のデータをテープ メディア  
セットにコピーしたら、テープをオフサイトで安全に保管できます。
ただし、定期的にオンサイトに戻して更新することを忘れないでくだ
さい。
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カタログおよび構成のバックアップ
カタログ ファイルはメディア セットのインデックスであり、メディア 
セットに関連するすべての操作で必要となります。カタログ ファイル
はデフォルトでは、Retrospectバックアップ サーバのハード ディスク
に保存されています。ハード ディスクに保存されているため、他の 
ファイルと同様のリスクに直面します。Retrospectサーバのハード  
ディスクが故障してカタログ ファイルが失われると、カタログを再作
成するまでRetrospectではいかなるファイルも復元できません。カタロ
グの再作成には長時間かかる場合があります。カタログ ファイルの古
いバージョンを復元してから、メディア セットに基づいて更新したほ
うが短時間で済みます。つまり、メディアに基づいてカタログを完全
に再作成するということになります。そのため、通常のファイルだけ
でなく、カタログ ファイルもバックアップするようにしてください。
カタログ ファイルはデフォルトでは、Retrospectサーバの/Library/

Application Support/Retrospect/Catalogs/に保存されています。
同様に、Retrospectの構成ファイルには、クライアント データベース、
スクリプト、スケジュール、環境設定、カスタム ルールなどの重要情
報が含まれています。Retrospectでは、Config80.datという名前の構成 
ファイルが使用されます。この構成ファイルは次の場所に保存されて
います。/Library/Application Support/Retrospect/

Retrospectは定期的に、Config80.datのバックアップ コピーをConfig80.bak

という名前のファイルに自動的に保存します。これら2つのファイルを
定期的にバックアップする必要があります。アクティブな構成ファイ
ル（Config80.dat）が紛失または破損した場合は、ファイルを削除して
からRetrospectを開くと、Config80.bakから新しいConfig80.datが作成され
ます。
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カタログ ファイルと構成ファイルを定期的にバックアップすることが
重要です。次の手順を実行します。

1.	 サイドバーで、［ソース］をクリックします。
2.	 ［ソース］リストで、Retrospectバックアップ サーバのハード 
ディスクをクリックして選択します。

3.	 ［参照］ボタンをクリックします。Retrospectバックアップ  
サーバのハード ディスクの内容を示す［参照］ダイアログが表
示されます。

4.	 /Library/Application Support/Retrospect/に移動し、クリックし
て選択します。

5.	 ［参照］ダイアログの下部で［お気に入りフォルダに追加］を
クリックして、［完了］をクリックします。

6.	 サイドバーで［メディア セット］をクリックして、メディア  
セット リストの上にある［追加］ボタンをクリックします。 
［メディア セット］ダイアログが表示されます。
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7.	 メディア セットのタイプを選択し、メディア セットの名前を追
加し、任意のセキュリティを設定し、［追加］ボタンをクリッ
クします。

8.	 サイドバーで［スクリプト］をクリックして、スクリプト リ
ストの上にある［追加］ボタンをクリックします。［スクリプ
ト］ダイアログが表示されます。

9.	 スクリプト名（「カタログ バックアップ」など）を入力して、
カテゴリー リストで［すべて］を選択し、スクリプト タイプの
リストで［バックアップ］をクリックします。［追加］ボタン
をクリックします。スクリプト リストに戻ります。

10.	詳細エリアで［ソース］タブをクリックして、作成した
Retrospectお気に入りフォルダの横にあるチェックボックスをオ
ンにします。

11.	［メディア セット］タブをクリックして、作成したメディア  
セットの名前の横にあるチェックボックスをオンにします。

12.	ほとんどの場合、すべてのファイルのルールはデフォルトの状
態でユーザーの希望するものとなっています。そのため、 
［ルール］タブはクリックせずに［スケジュール］タブをク 
リックします。カタログ ファイルと構成ファイルをバックアッ
プするための1つまたは複数のスケジュールを追加します。たと
えば、毎日特定の時間に実行されるメディア アクションのない
スケジュール（通常のバックアップ）を1つ作成し、月に1回実
行される［メディア アクションのリサイクル］を設定した2つ
目のスケジュール（以前のバックアップを消去して、新しい 
バックアップを作成）を追加できます。

レポートと操作ログの使い方
Retrospectはレポート機能を備えているため、ログやレポートを確認す
ることで、バックアップの実行履歴やエラー メッセージを監視できま
す。操作が正常に完了しなかった場合は、レポートや操作ログを調べ
て問題を診断する必要がある場合もあります。
Retrospectにはいくつかのレポートが組み込まれています。また、レ 
ポートを独自に作成することもできます。レポートを表示するには、
サイドバーで、［レポート］の横の三角ボタンをクリックします。
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各レポートの内容を表示するには、サイドバーで各レポート名をク 
リックします。Retrospectウィンドウのメインの部分にレポートが表示
されます。
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レポート ビューのカスタマイズ
レポート ビューをカスタマイズすることができます。ほとんどの列
は、列見出しをクリックすることで、昇順または降順にソートできま
す。選択した列がハイライト表示され、列見出しに上または下向きの
ソート失印が表示されます。列の順番は、列見出しをドラッグするこ
とで変更できます。2つの列見出し間の線をクリックしてドラッグする
ことで、列の幅を変更できます。
列のデフォルトの状態は、レポートのタイプによって異なります。列
の見出し内を右クリックすると、コンテキスト メニューが表示されま
す。このメニューを使用して、デフォルトの列だけでなく、他の列を
リストに追加したり、既存の列を削除したりできます。

ダッシュボードの使用
Retrospectコンソールを起動すると、ダッシュボードが表示されます。
ダッシュボードには、プログラムに組み込まれたいくつかのレポー
ト、および独自に作成してダッシュボードに表示するように選択した
レポートの概要が表示されます。



247第7章 • Retrospectの管理

サイドバーでバックアップ サーバ名をクリックすることで、いつでも
ダッシュボードを表示できます。デフォルトでダッシュボードに表示
されるレポートは、［最近のアクティビティ］、［24時間スケジュー
ル］、［7日間バックアップなし］です。ダッシュボードにその他のレ
ポートを追加するには、サイドバーでレポート名を選択して右クリッ
クし、表示されるコンテキスト メニューで［ダッシュボードで表示］
を選択します。
注： サイドバーで［レポート］カテゴリーをクリックすると、ダッ 
シュボードと同じようなビューが表示されますが、そこにはすべての
レポートが含まれます。

レポートの作成と保存
Retrospectのサイドバーの［操作］、［過去のバックアップ］、［ス
クリプト］、［ソース］、および［メディア セット］の各カテゴリー
で、カスタム レポートを作成できます。まず、カテゴリーの1つをク
リックして選択します。ここでは例として、操作に10を超えるエラー
が発生した際に警告するレポートを新しく作成します。
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［操作］カテゴリーをクリックし、スコープ バーにあるプラス（+）
ボタンをクリックして、レポートを追加し、レポート基準バーを表示
します。各カテゴリーには適切なレポート基準があります。
レポート基準バーで、希望する基準を選択し、必要に応じて、テキス
トや数字を入力して基準の範囲を絞り込みます。最下部の基準にある
プラス（+）ボタンをクリックすることで、その他の基準を追加でき
ます。Optionキーを押し続けるとプラス（+）ボタンが省略記号（...）
に変わります。Optionキーを押したまま省略記号（...）をクリックする
と、レポート基準に［いずれか］、［すべて］、［なし］条件を追加
できます。

レポート基準の設定が完了したら、［レポートの保存］をクリックし
ます。表示されるダイアログにレポート名を入力して、［OK］をク 
リックします。サイドバーの［レポート］カテゴリーに新しいレポー
トが表示されます。

レポートの編集
レポートを編集するには、サイドバーでレポート名をクリックして、
レポート上部にある［レポートの編集］ボタンをクリックします。既
存の基準を表示したレポート基準バーが表示されます。必要に応じて
基準を変更して、［レポートの保存］をクリックします。サイドバー
でレポート名を右クリックして、表示されるコンテキスト メニューで
［レポートの編集］を選択することでレポートを編集することもでき
ます。このコンテキスト メニューと同じものが、歯車のアイコンを含
んだツール メニューとして、サイドバーの下部にも表示されます。
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新しいレポートのベースとして使用するためにレポートを複製するに
は、サイドバーでレポート名を右クリックして、表示されるコンテキ
スト メニューで［レポートの複製］を選択します。新しいレポートの
名前を入力するように要求するダイアログが表示されます。レポート
名を入力し、［OK］をクリックします。必要に応じて、複製したレ 
ポートを編集します。
レポートを削除するには、サイドバーでレポートを選択し、右クリッ
クして、コンテキスト メニューで［削除］を選択するか、Retrospect 
ウィンドウ下部のツール メニューで［削除］を選択します。

ログの表示
操作ログには、Retrospectの各操作、トランザクション、および発生し
たエラーなどを含むイベントの記録が表示されます。ログには、操作
中に生成されたメッセージが保存されます。操作が正常に完了しな 
かった場合は、ログを調べて問題を診断する必要がある場合もあり 
ます。
ログを表示するには、［表示］＞［ログ］を選択するか、Cmd-Lを押
します。

ログには、正常に完了した操作に関する次の情報が表示されます。
［完了］には、コピーされたファイルの数とサイズが示されま
す。Retrospectのデータ圧縮機能を使用した場合は、セッションでの圧
縮率もログに表示されます。
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［パフォーマンス］には、1分あたりにコピーされる情報量がメガバイ
トで示されます。［確認］オプションがオンになっている場合は、比
較目的のために他のパフォーマンス数値も表示されます。
［期間］には、操作を完了するために必要となる合計時間が示されま
す。操作中に［一時停止］をクリックした場合、またはメディアの挿
入中に遅延が発生した場合は、待機時間が個別に表示されます。待機
時間には、テープ ドライブの場所を特定するためなどに要した時間も
含まれます。
ログ内で項目を見つけるには、ログ ウィンドウが開いている状態で 
［編集］＞［検索］を選択するか、Cmd-Fを押します。ログ ウィンド
ウ上部に検索フィールドが表示されます。検索フィールドの横には進
むボタンと戻るボタンもあります。検索するテキストを検索フィール
ドに入力します。入力すると、検索した語句のログ内での一致件数が
表示されます。
注： 操作ログで表示する行数は、Retrospectの［プリファレンス］の 
［コンソール］タブで選択できます。
ログを印刷するには、ログを表示して、［ファイル］メニューで［印
刷］を選択します。

メディア セットの管理
Retrospectには、メディア セットを効果的に管理するためのツールがい
くつかあります。サイドバーで［メディア セット］を選択してメディ
ア セットのリストを表示し、［メディア セット］ツールバーを表示し
ます。
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新しいメディア セットの作成
新しいメディア セットを作成するには、［新規作成］をクリックし 
ます。メディア セットの新規作成プロセスについては、第5章の 
『メディア セットを追加する』で説明しています。

メディア セットの削除
メディア セットのリストからメディア セットを削除するには、メディ
ア セットを選択して、［削除］ボタンをクリックします。メディア  
セットの削除を確認するメッセージが表示されたら、［OK］をクリッ
クします。メディア セットを削除してもメディア セットの内容には影
響ありません。また、メディア セット内のカタログ ファイルも削除さ
れません。ただし、メディア セットを使用するスクリプトからは削除
されます。
カタログ ファイルを削除して、メディア セットが保存されたメディア
を消去しない限り、いつでもメディア セットをリストに戻すことがで
きます。このプロセスについては、この章の後半の『メディア セット
の再構築』で説明しています。

メディア セットのカタログの追加
すべてのメディア セットにはカタログ ファイルがあります。カタロ
グ ファイルは、メディア セットのインデックスとして機能します。こ
れによりRetrospectでは、メディア セット全体を検索することなくデー
タを検索および復元できます。カタログ ファイルは、Retrospectサーバ 
マシンの/Library/Application Support/Retrospect/Catalogs/に保存され
ます。
メディア セットをRetrospectサーバ間で移動する場合は、メディア  
セットのカタログ ファイルも追加する必要があります。そうすれば、
メディア セットを処理できるようになります。そのためには、カタロ
グ ファイルをRetrospectサーバにコピーします。できるだけ、デフォ
ルトの場所（管理者レベルの認証が必要）にコピーするようにしてく
ださい。これで、すべてのカタログ ファイルが同じ場所に保存されま
す。次に、Retrospectコンソールの［メディア セット］ツールバーで 
［検出］ボタンをクリックします。表示されるダイアログで、追加す
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るカタログの場所に移動し、［OK］をクリックします。メディア  
セットにパスワードが設定されている場合は、パスワードの入力を要
求されます。パスワードを入力し、［OK］をクリックして、パスワー
ドの入力画面と移動用のダイアログを終了します。カタログ ファイル
の場所が読み込まれ、保存されます。
注： Retrospectサーバを新しいマシンに移動する場合は、他にもいくつ
かのことを実行する必要があります。この章の後半の『Retrospectの移
動』を参照してください。
オプションとして、メディア セットの検証操作を実行して、メディア 
セット内の実際のメディアへのアクセス方法を確認できます。この章
の後半の『メディア セットの検証』を参照してください。

コピー メディア セット スクリプトの作成
コピー メディア セット スクリプトにより、メディア セット全体を別
のメディアにコピーできます。［メディア セット］ツールバーを使用
して、簡単にコピー メディア セット スクリプトを開始できます。リ
ストでメディア セットを選択し、［メディア セット］ツールバーの 
［コピー］ボタンをクリックします。新しいコピー メディア セット 
スクリプトの名前の入力を要求するダイアログが表示されます。 
フィールドには、「コピー メディア セット -- メディア セット名」と
いうデフォルトの名前が入力されています。デフォルトの名前をその
まま使用するか、希望するスクリプト名を入力して、［作成］をク 
リックします。
サイドバーで［スクリプト］をクリックすると、スクリプト リストに
新しいコピー メディア セット スクリプトが表示されます。スクリプ
トのソースはすでに選択されています。スクリプトのデスティネー 
ション、ルール、スケジュール、オプションを追加して、スクリプ
トの設定を完了します。詳細については、第5章の『Creating a Copy 
Media Set Script（コピー メディア セット スクリプトの作成）』を参照
してください。
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メディア セットの検証
メディア セットを手動で検証する場合は、リストでメディア セットを
選択して、［メディア セット］ツールバーの［検証］ボタンをク 
リックします。検証アクティビティが開始されます。サイドバーで 
［操作］カテゴリーをクリックすることにより、検証アクティビティ
を監視できます。このアクティビティの実行中、Retrospectはメディア  
セットが読み取り可能であることを検証し、カタログ ファイルの照合
を行います。検証機能は、検証なしでバックアップまたはアーカイブ
を行った後に、メディア セットのメディアのオフライン検証を実行す
る場合に便利です。
ヒント： スクリプトによる検証なしのバックアップ（またはアーカイ
ブ）を実行することで、バックアップ ウィンドウを最大化したい場合
は、オフライン検証をスケジュールする検証スクリプトを使用する必
要があります。
検証アクティビティは、可能な限り、選択されたメディア セット内の
ファイルとバックアップ中に生成されたMD5ダイジェストを比較する
ことにより、メディア セットのメディアのデータを検証します。この
ため、バックアップされたソース ボリュームにRetrospectがアクセスす
る必要がなくなり、ボリュームでの速度低下が発生せず、操作全体の
速度が向上します。
特定の状況では、バックアップ中に生成された MD5 ダイジェストに
アクセスできない場合があります。Retrospectの［バックアップ操作中
にMD5ダイジェストを生成］環境設定を無効にした状態でバックアッ
プを作成した場合はアクセスできなくなります。この場合、メディア 
セットのメディアにあるすべてのファイルが読み込み可能であること
は確認されますが、ファイルの完全性は保証されません。
注： 検証アクティビティを実行する際、複数のメディアにまたがるバッ
クアップを検証する場合は、メディアを再挿入する必要があります。 

メディアの完全性を検証するには、次の手順に従います。
1.	 検証するメディア セットを選択して、［メディア セット］ツー
ルバーで［検証］ボタンをクリックします。
メディア セットのメディアが検証され、進行状況がアクティビ
ティ リストに表示されます。
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メディア セットがテープ、光ディスク、またはリムーバブル  
ディスクが使用している場合は、サイドバーの［操作］カテゴ
リーの横にある［メディアが必要］アイコンが点滅し、必要と
なる各メディア セット メンバーを挿入するよう要求されます。
ディスク メディア セットを検証する際に、メディア セットの
メンバーが見つからない場合は、メディアの場所を選択するよ
う要求されます。

アクティビティ リストの［詳細］セクションのメディアが要求
されます。［メディアを選択］ボタンをクリックすると、ダイ
アログが表示されます。このダイアログで目的のメディアまで
移動できます。

表示されるダイアログは、検証するメディア セットのタイプに
よって異なります。
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テープなどのリムーバブル メディアの場合、要求されたメディ
ア セット メンバーがなく、メディア セットの他のメンバーを
検証する場合は、［マークが失われました］をクリックして、
次に要求されるメディアを挿入します。メディアを紛失してい
なくても、すぐには利用できない場合は、［スキップ］をク 
リックします。
注： メディア セットのメンバーが紛失としてマークされると、
その後のバックアップ中に、そのメンバーに保存されたすべて
のファイルの再取得が自動的に試みられます。

2.	 検証が完了したら、アクティビティ リストのスコープ バーで 
［過去］ボタンをクリックすると、検証が正常に完了したかど
うかについての詳細が表示されます。操作が正常に完了しな 
かった場合、またはエラーが報告された場合は、［ログ］タブ
をクリックして詳細情報を表示してください。
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メディア セットの修復
バックアップ操作中に停電が発生した場合など、カタログ ファイルが
メディア セットの内容と同期できない場合が時折あります。この場
合、「カタログの非同期」エラーが報告されます。これは、ディスク
障害によりカタログを失ったものの、カタログ ファイルの1日前のコ
ピーが他のディスクに保存されている状態と同じです。この場合は、
バックアップ カタログをRetrospectサーバにコピーし、［修復］機能を
実行し、バックアップ カタログをメディアと同期します。カタログを
修復すると、メディア セットがスキャンされ、メディアと一致するよ
うにカタログ ファイルが更新されます。
カタログを更新してメディアと同期しない限り、メディア セットは使
用できません。「カタログの非同期」エラーは、最後にデータをメ 
ディア セットにコピーした際に、（クラッシュや電源障害などによ
り）カタログを更新できなかったことを示しています。このエラー
は、ディスクに空き容量がない場合やメモリが不足している場合にも
発生することがあります。

メディア セットを修復するには、次の手順に従います。
1.	 修復するメディア セットをメディア セット リストで選択し 
ます。

2.	 ［メディア セット］ツールバーの［修復］ボタンをクリックし
ます。［修復］ダイアログが表示され、メディア セットの最初
のメンバーを選択するよう要求されます。
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3.	 ［メンバーの追加］ボタンをクリックします。ダイアログが表
示され、メディア セットの最初のメンバーに移動できます。こ
の例では、ディスク メディア セットを使用して、バックアップ 
ディスク上のRetrospectフォルダに移動し、修復するメディア  
セットを含むフォルダに移動し、メディア セットの最初のメン
バーを選択しています。名前は必ず「1-メディア セット名」と
なります。

4.	 ［次へ］をクリックします。選択したメディア セット メンバー
がRetrospectで認識され、メディア セット メンバーの日付、名
前、ステータス（暗号化されているかどうか）を示すダイアロ
グが表示されます。
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5.	 ダイアログ内でメディア セット メンバーをクリックして選択
し、［次へ］をクリックします。メディア セット メンバーが 
［修復］ダイアログに表示されます。

6.	 追加するメディア セットのメンバーが他にもある場合は、手順
3～5を、すべてのメンバーが追加されるまで繰り返します。

7.	 ［修復］をクリックします。再カタログ化操作が開始されま
す。アクティビティ リストで進行状況を監視できます。操作が
完了したら、アクティビティ リストのスコープ バーで［過去］
ボタンをクリックすると、再カタログが正常に完了したかどう
かについての詳細が表示されます。操作が正常に完了しなかっ
た場合は、［ログ］タブをクリックして詳細情報を表示してく
ださい。

メディア セットの再構築
カタログを再構築すると、カタログの新しいコピーが再作成されま
す。ディスク障害によりオリジナルが失われた場合などに再構築を実
行します。再構築を実行すると、バックアップ メディアがスキャンさ
れ、カタログ全体が再作成されます。
注： Retrospectには「カタログの高速再構築」という機能がメディア 
セットの［オプション］タブにあります。メディア セット内の2回目
以降のテープを書き込む際に、毎回、現在のカタログがそのテープの
最初に書き込まれます。テープ メディア セットの最後のメディアだけ
をスキャンすればよいため、カタログの再構築が高速化されます。 
［カタログの高速再構築］オプションは、グルーミングがオフになっ
ているディスク メディア セットでも使用できます。
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メディア セットを再構築するには、次の手順に従います。
1.	 再構築するメディア セットをメディア セット リストで選択し
ます。

2.	 ［メディア セット］ツールバーの［再構築］ボタンをクリック
します。ダイアログが表示され、再構築するメディア セットの
タイプを要求されます。メディア セットのタイプを選択して、
［次へ］をクリックします。

3.	 ［再構築］ダイアログが表示され、メディア セットの最初の
メンバーを選択するよう要求されます。［再構築］ダイアログ
は、選択したメディア セットのタイプによって多少変わる場合
があります。

4.	 ［メンバーの追加］ボタンをクリックします。ダイアログが表
示され、メディア セットの最初のメンバーに移動できます。こ
の例では、ディスク メディア セットを使用して、バックアップ 
ディスク上のRetrospectフォルダに移動し、再構築するメディア 
セットを含むフォルダに移動し、メディア セットの最初のメン
バーを選択しています。名前は必ず「1-メディア セット名」と
なります。
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5.	 ［次へ］をクリックします。選択したメディア セット メンバー
がRetrospectで認識され、メディア セット メンバーの日付、名
前、ステータス（暗号化されているかどうか）を示すダイアロ
グが表示されます。

6.	 ダイアログ内でメディア セット メンバーをクリックして選択
し、［次へ］をクリックします。メディア セット メンバーが 
［再構築］ダイアログに表示されます。

7.	 追加するメディア セットのメンバーが他にもある場合は、手順
4～6を、すべてのメンバーが追加されるまで繰り返します。

8.	 ［再構築］をクリックします。ダイアログが表示され、再構築
したカタログを保存するフォルダを指定するよう要求されま
す。目的の場所に移動して、フォルダを選択し、［再構築］を
クリックします。再カタログの操作が開始され、メディア セッ
トの内容から新しいカタログ ファイルが構築されます。アク 
ティビティ リストで進行状況を監視できます。操作が完了した
ら、アクティビティ リストのスコープ バーで［過去］ボタンを
クリックすると、再構築が正常に完了したかどうかについての
詳細が表示されます。操作が正常に完了しなかった場合は、 
［ログ］タブをクリックして詳細情報を表示してください。
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メディア セットのグルーミング
デフォルトでは、ディスク メディア セットのメンバーであるディスク
が一杯になる（または割り当てたディスク領域がすべて使用されてい
る）と、ファイルやフォルダのコピーを続行するための新しいディス
クを要求されます。
既存のディスクを使用し続ける場合は、ディスク領域を空けるための
グルーミング オプションを使用すれば、古いファイルやフォルダが削
除されるため、新しいディスク用の領域を確保できます。
ディスクのグルーミングを有効にし、グルーミング ポリシーを指定 
（またはRetrospectのポリシーを使用）すると、領域が必要になった場
合に（ポリシーに基づいて）古いファイルやフォルダが自動的に削除
されます。
警告: 前述のとおり、グルーミングでは、ディスク領域を確保するため
にファイルやフォルダが削除されます。削除されたファイルやフォル
ダはリカバリできません。グルーミングを有効にする前に、重要な 
ファイルとフォルダを保護するバックアップ ポリシーが設定されてい
ることを確認してください。

ディスク メディア セットのためのグルーミング オプション
このオプションはディスク メディア セットでしか使用できません。こ
こでの選択により、バックアップ先のメディア セットが一杯になった
（または割り当てたディスク領域がすべて使用された）場合の処理が
決定します。ディスク グルーミングのオプションは、メディア セット
の［オプション］タブで選択できます。
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グルーミングのオプションは次のとおりです。
•	 グルーミングなし： バックアップ ドライブが一杯になると、追
加のバックアップを保存するための別のハード ディスク ドライ
ブが要求されます。そのハード ディスク ドライブに元からあっ
たバックアップはすべて残ります。

•	 このバックアップ数を維持するようグルーミングする： バック
アップ ドライブが一杯になった場合、またはスクリプトされた
グルーム操作や手動グルーム操作を実行する場合に残すバック
アップ数をソースごとに指定します。ハード ディスク ドライブ
上にあるそれ以外の古いバックアップが自動的に「グルーミン
グ」（削除）され、新しいデータのための領域が確保され 
ます。

•	 Retrospectの定義するポリシーにグルーミング： バックアップ 
ドライブが一杯になった場合、またはスクリプトされたグルー
ム操作や手動グルーム操作を実行する場合、Retrospectのグ 
ルーミング ポリシーに基づいて古いバックアップが削除されま
す。Retrospectのポリシーでは、ソースごとに最低でも2つの 
バックアップが保持されます。各ソースがバックアップされた
直近の2日間の中から、その日最後にバックアップされたもの
が保存されます。メディア セットに十分な空き容量がある場合
は、最後の週の毎日のソースのバックアップ、最後の月の週ご
とのバックアップ、前の月ごとのバックアップが保存され 
ます。

通常は、グルーミング オプションを設定するだけで、それ以上のこと
をする必要はありません。しかし、特定のディスク メディア セットの
グルーミングをいつでもオンまたはオフに切り替えることができるた
め、一杯に近いメディア セットがあっても、そのメディア セットのグ
ルーミングをオンにして、すぐにグルーミングを実行することもでき
ます。
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注： メディア セットのグルーミングがアクティブになっている場合、
グルーミング オプションで設定したバックアップの維持数の範囲に収
まるようにするために、各ソースのポイント イン タイムのファイルと
フォルダのリストがメディア セットから取得され、メディア セットの
カタログに追加されます。グルーミング ポリシーがアクティブになっ
ているメディア セットのカタログには、これらの追加データを保存す
る必要があるため、グルーミングがオフのメディア セットに属するカ
タログよりもサイズが大きくなります。
ディスク メディア セットを手動でグルーミングするには、メディア 
セットをリストで選択して、［メディア セット］ツールバーの［グ 
ルーミング］をクリックします。グルーミング操作を確認するダイア
ログが表示されます。［グルーミング］をクリックします。グルーミ
ング操作が開始され、グルーミング オプションに従って余分なバック
アップがメディア セットから削除されます。アクティビティ リストで
進行状況を監視できます。操作が完了したら、アクティビティ リスト
のスコープ バーで［過去］ボタンをクリックすると、グルーミングが
正常に完了したかどうかについての詳細が表示されます。操作が正常
に完了しなかった場合は、［ログ］タブをクリックして詳細情報を表
示してください。

メディア セットのリサイクル
リサイクルを実行すると、メディア セットのカタログ ファイルの内容
（ある場合）が消去され、ファイルのバックアップが存在しないのと
同じ状態になります。次に、メディア セットの最初のメディア メン 
バーが検出され、使用可能な場合は消去されます。最初のメンバーが
使用可能でない場合は、適切な形式の新しいメディアまたは消去済み
のメディアが使用されます。ソースで選択したすべての内容がメディ
ア セットにバックアップされます。
メディア セットのリサイクルを設定するには、スクリプト スケジュー
ルを使用するか、メディア セット リストで手動で設定します。メディ
ア セットをリサイクルするには、次の手順に従います。
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1.	 リサイクルするメディア セットをメディア セット リストで選
択します。

2.	 ［メディア セット］ツールバーの［リサイクル］ボタンをク 
リックします。選択を確認するダイアログが表示されます。 
［リサイクル］をクリックします。

3.	 リサイクルを実行するとデータが失われるため、操作をもう一
度確認するよう要求されます。［キャンセル］または［リサイ
クル］をクリックします。

4.	 ［リサイクル］をクリックすると、カタログ ファイルの内容が
削除されます。

Retrospectの移動
バックアップ コンピュータを変更する際に必要となるのは、Retrospect
とバックアップ デバイスを新しいマシンにインストールすることだけ
ではありません。他にもいくつかのファイルを新しいバックアップ コ
ンピュータに移動して、Retrospectの環境設定、クライアント、カタロ
グ、スクリプト、スケジュールをそのまま維持する必要があります。
Retrospectを新しいバックアップ コンピュータに移動するには、次の手
順に従います。

1.	 Retrospectエンジンおよびコンソールを新しいコンピュータにイ
ンストールします。

2.	 古いRetrospectサーバの/Library/Application Support/Retrospect/

フォルダから次のファイルとフォルダを収集し、新しい
Retrospectサーバのデスクトップにコピーします。
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/Catalogs/（フォルダ全体とその中のもの）
Config80.bak

Config80.dat

operations_log.utx（オプション）
privkey.dat（ある場合）
pubkey.dat（ある場合）

3.	 新しいRetrospectサーバで、Retrospectのシステム環境設定パネル
を使用して、Retrospectエンジンを停止します。

4.	 手順2で収集したファイルとフォルダを、新しいRetrospectサー
バの/Library/Application Support/Retrospect/フォルダにコ 
ピーして、既存のファイルを置き換えます。この操作を行うう
えで、管理者パスワードによる認証が必要になる場合があり 
ます。

5.	 Terminalアプリケーションを開いて、次のコマンドを間違えな
いように気を付けて入力し、管理者パスワードを使用して認証
し、移動したファイルの所有権を変更します。
cd /Library/Application\ Support/Retrospect/
sudo chown –R root:admin *

警告: cdコマンドで正しいディレクトリに移動したことを確認し
てからchownコマンドを実行してください。cdコマンドを入力
すると、Terminalのプロンプトはマシン名:Retrospectユーザー名$と
なります。別のプロンプトが表示された場合は、cdコマンドを
もう一度入力します。

6.	 Retrospectのシステム環境設定パネルを使用して、新しい
RetrospectサーバでRetrospectエンジンを起動します。

7.	 次に、移動したカタログ ファイルを新しいRetrospectサーバで
認識させる必要があります。Retrospectコンソールの［メディア 
セット］カテゴリーで、ステータス列に赤色のXアイコンが表
示されたメディア セットをすべてハイライト表示し、［削除］
ボタンをクリックします。次に、［検出］ボタンをクリックし
て、この章の『メディア セットのカタログの追加』に記載され
た手順を、新しいRetrospectサーバにコピーしたすべてのカタロ
グ ファイルに対して実行します。



266 Retrospectユーザーズ ガイド

8.	 古いコンピュータまたは新しいバックアップ コンピュータ（あ
るいはその両方）をバックアップするには、次の手順も実行す
る必要があります。

新しいバックアップ コンピュータが以前にクライアントとしてバッ
クアップされたことがある場合、現時点ではボリュームがローカルに
なるため、そのクライアントは必要なくなります。このクライアント
を削除してください。クライアント ボリュームを使用したすべての
Retrospectスクリプトのソースを新しいコンピュータで編集し、現在 
ローカルとなっているボリュームを追加します。
古いバックアップ コンピュータをバックアップする場合は、古いマシ
ンにRetrospectクライアント ソフトウェアをインストールして、新しい
バックアップ コンピュータのRetrospectからボリュームにアクセスする
必要があります。クライアントをインストールおよび構成したら、 
ボリュームをスクリプトに追加します。［ソース］で、以前ローカル
だったボリュームを削除します。ボリュームを削除すると、ボリュー
ム データベースおよびそのボリュームを使用するスクリプトからも削
除されます。
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第8章： トラブルシューティングおよび 
サポート リソース
この章では、Retrospectで発生する可能性がある問題に対する解決策を
説明します。また、基本的なトラブルシューティングについても提案
します。さらに、弊社のテクニカル サポートの利用手順も記載してい
ます。
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Retrospectのトラブルシューティング
Retrospectの使用時に最も発生する可能性が高い問題は、いくつかの一
般的なカテゴリーに分類できます。Retrospectテクニカル サポートで
は、これらの各カテゴリーに対応する基本的なトラブルシューティン
グ手順に従っています。ほんの少しの労力で、多くの問題を独力でト
ラブルシュートする方法を学ぶことができます。この章では、まず、
最初に試すべき手順を説明し、その後さらにサポートが必要な場合に
役立つ情報を紹介します。
ヒント： エラーが発生した際に最初にすべきことは、Retrospectの 
バージョンが最新であるか確認することです。［Retrospect］メニュー
から、［Retrospect更新のチェック］を選択します。最新の更新プログ
ラムをインストールし、問題が解決したか確認します。この時、必ず
RetrospectコンソールとRetrospectエンジンの両方について、最新の更
新プログラムをインストールする必要があります。
トラブルシューティングの結果を記録しておくことを推奨します。す
ぐに問題が解決されない場合でも、記録を取ることで動作のパターン
を確立することができ、お客様と弊社が問題を理解するのに役立ちま
す。この章の終了後も問題が解決されない場合は、他のRetrospectサ 
ポート リソースを試してください。この章の後半の『Retrospectサ 
ポート』を参照してください。

トラブルシューティングのプロセス
トラブルシューティングの最初の手順は、問題の発生したタイミング
と場所を正確に識別して、問題を切り分けることです。エラーが発生
したタイミングを知ることで、問題解決に役立つ参照ポイントが分か
ります。Retrospectには2つのオペレーション フェーズがあります。例
えば、一般的にバックアップでは、スキャン、マッチング、コピー、
検証のフェースがこの順序で実行されます。バックアップ プロセスや
復元プロセスの特定のフェーズで問題が発生したと判断できると、問
題は解決に向かっていると言えます。
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最初に試すこと
問題解決につながる可能性が高い簡単なアクションがいくつかあり 
ます。

Retrospectサーバ上
Retrospectエンジンを停止して、開始します。
次の手順を実行します。

1.	 Retrospectサーバ マシンまたはリモート マシンで、Retrospectコ
ンソールのインスタンスが閉じていることを確認します。

2.	 ［Apple］メニューで、［システム環境設定］＞［Retrospect］
を選択します。

3.	 ［システム環境設定］ウィンドウで［Retrospect］をクリックし
ます。

4.	 Retrospectの環境設定ペインで、左下角のロックをクリックし、
管理者パスワードを入力して［OK］をクリックします。

5.	 ［Retrospectエンジン停止］をクリックします。「Retrospect 
バックアップ エンジンは現在停止されています」というメッ
セージがウィンドウに表示されるまで待ちます。場合によって
は、エンジンの停止に数分間かかる可能性があります。もう一
度ボタンをクリックすると、「Retrospectエンジン起動」と表示
されます。再度パスワードで認証を行う必要があります。

6.	 問題が解決されたか確認します。
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ヒント： 珍しいケースではありますが、環境設定ペインでRetrospect
エンジンを停止できない場合があります。この場合は、アクティビテ
ィモニタ（/Applications/Utilities/にあります）を使用してRetrospect
エンジンのプロセスを強制終了します。

ハードウェア デバイスのバックアップを再開します。
テープ ドライブやテープ ライブラリなどのバックアップ デバイ
スでは、Retrospectエンジンとの接続が失われることがあります。
バックアップ デバイスがRetrospectコンソールに表示されない場合
は、Retrospectエンジンを停止します。デバイスをオフにし、再度オン
にします。その後、Retrospectエンジンを再開します。
注： SCSIドライブは、コンピュータの電源をオフにしたときのみオフ
にしてください。コンピュータのオン/オフを行う前に、ハード ディ
スクをデスクトップから取り出してください。

Retrospectコンソールを実行するマシン上
Retrospectサーバでコンソールが表示されない場合：

1.	 RetrospectエンジンがRetrospectサーバ上で実際に動作している
か確認します。

2.	 Retrospectサーバ マシンのネットワークが正しく設定されてい
るか確認します。

3.	 Retrospectコンソール アプリケーションをいったん終了し、再
起動します。

ローカル サブネット内、または別のRetrospect設定のサブネット内の
クライアントがRetrospectサーバのビューに表示されない、または断続
的に表示される場合：
［Add Sources（ソースの追加）］ダイアログ ボックスにある［アドレ
スのテスト］ボタンを使用して、クライアントがネットワーク上に存
在するか確認します。次の手順を実行します。
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1.	 コンソールのサイドバーで［ソース］をクリックし、次にソース 
ビューのツールバーで［追加］ボタンをクリックします。［Add 
Sources（ソースの追加）］ダイアログ ボックスが表示されます。

2.	 ［アドレスのテスト］ボタンをクリックします。開いたダイア
ログで、テストするソースのアドレスを入力します。IPアドレ
ス、DNSアドレス、ローカル ホスト名を入力できます。[テス
ト]をクリックします。クライアントが応答すると、クライア
ント名、アドレス、クライアント ソフトウェアのバージョンが
Retrospectに表示されます。クライアントが応答しない場合は、
エラー メッセージが表示されます。
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Retrospectクライアント マシン上
Retrospectコンソールにクライアント マシンが表示されない場合：

1.	 クライアント コンピュータでRetrospectクライアントのコント
ロール パネルを開き、クライアント ソフトウェアがスタート 
アップ時にロードされたかどうか、オンになっているかどうか
を確認します。ステータス フィールドの表示（「準備完了」ま
たは「最初のアクセスを待機中」）を確認します。

2.	 クライアント コンピュータがネットワークに接続されている
か、そのネットワーク設定が正しいかを確認します。

さらにサポートが必要な場合
以上の基本的な方法を実行しても問題が解決しない場合は、まず
Retrospectナレッジベース（［ヘルプ］＞［オンライン ナレッジベー
ス］）を参照してください。それでも問題の診断や解決ができない場
合は、Retrospectテクニカル サポートにお問い合わせください。

Retrospectサポート
Retrospectでは、役に立つ多数のリソースにアクセスできる機能が組み
込まれています。Retrospectヘルプ メニューから次の機能にアクセス
できます。

•	 Retrospectクイック スタート ガイドを表示。Retrospectをすばや
く運用できます。

•	 Retrospect8の「Read Me」 を表示。ヒントと最新情報、既知の
問題、回避策が表示されます。

•	 Retrospectウェブサイト。インターネット上のRetrospectのホー
ムページ。Retrospectウェブサイトには、http://www.retrospect.

com から直接アクセスできます。
•	 Retrospectサポート。Retrospectウェブサイトのサポート セク 
ションです。チュートリアル、ユーザー フォーラムなどへ
のリンクがあります。サポート セクションには、http://www.

retrospect.com/supportupdates/ から直接アクセスできます。

http://www.retrospect.com
http://www.retrospect.com
http://www.retrospect.com/supportupdates/
http://www.retrospect.com/supportupdates/
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•	 オンライン ナレッジベース。検索可能なデータベース
で、Retrospect関連の用語、エラー メッセージ、トラブル 
シューティング方法についてのよくある質問に対する回答を参
照できます。ナレッジベースには、http://www.retrospect.com/

knowledgebase/ から直接アクセスできます。
•	 オンライン ビデオ チュートリアル。Retrospectでの一般的なタ
スクを完了する方法を説明する短いビデオです。

•	 サポート対象のデバイス。検索可能なバックアップ ハードウェ
ア互換性データベースで、Retrospectがサポートするデバイスの
情報を参照できます。サポート対象のデバイス情報には、 
http://www.retrospect.com/supporteddevices/ から直接アクセスで
きます。

これらのリソースはすべて無料で使用することができます。また、こ
れらを使用することで、問題を迅速に解決し、Retrospectを最大限有効
に活用できます。
これらのリソースを使用しても問題が解決しない場合は、Retrospectテ
クニカル サポートをご利用ください。利用可能なサポート オプション
の詳細は、http://www.retrospect.com/supportupdates/service/support/ 

にてRetrospectのサポート マトリックスをご覧ください。
テクニカル サポート（米国、カナダ、インターナショナル）へのお
問い合わせについては、http://www.retrospect.com/supportupdates/

service/ をご覧ください。

テクニカル サポートへの問い合わせ準備
弊社のテクニカル サポートへのお問い合わせの際は、事前にいくつか
の情報を準備していただくと、サポートがスムーズになります。次の
手順の実行を推奨します。
次の情報をご用意ください。

•	 Retrospectサーバ、Retrospectコンソールの動作マシン、すべて
の関連するRetrospectクライアント マシンのMac OS X バー 
ジョン

http://www.retrospect.com/knowledgebase/
http://www.retrospect.com/knowledgebase/
http://www.retrospect.com/supporteddevices/
http://www.retrospect.com/supportupdates/service/support/
http://www.retrospect.com/supportupdates/service/
http://www.retrospect.com/supportupdates/service/
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•	 Retrospectの正確なバージョン
•	 Retrospectサーバ マシン上のRAM容量
•	 Retrospectサーバに接続して使用しているバックアップ デバイ
スの種類

電話をおかけの際は、Retrospectサーバの近くに移動し、Retrospectコ
ンソールを動作しておいてください。
また、次の質問に対する回答をご用意ください。

•	 Retrospect操作ログを確認します（［表示］＞［ログ］）。特定
のエラー メッセージが表示されましたか? ログに表示されたす
べてのエラーを技術者にご報告ください。

•	 エラーはいつ発生しましたか? バックアップ、復元、コピー、
比較、Retrospectコンソールの作業中のどの時点で発生しまし 
たか?

•	 ローカル バックアップ中ですか? またはクライアント コン 
ピュータのバックアップ中ですか?

•	 これまでにどのトラブルシューティングを試しましたか?

•	 そのトラブルシューティングは有効でしたか? それとも問題は
継続していますか?

•	 この問題が発生する頻度はどの程度ですか?

•	 Mac OS Xコンソールでクラッシュ ログやエラーがありまし 
たか?

これらの質問に対する回答は、まだ試していない方法の提案につ
ながるため、さらにトラブルシューティング進める上で役立ちま
す。Retrospectテクニカル サポートの担当者がソリューションを見つ
けるお手伝いをする際に役立ちます。
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用語解説

Config80.datファイル：既知のメディア セット、スクリプト、セキュリティ 
コード、環境設定、カスタム セレクタ、クライアント ログイン名を含め、カ
スタム設定が保存されているファイル。このファイルは、Retrospectを初めて
起動したときに自動的に作成され、Retrospectの実行中に使用されます。この
ファイルを削除すると、カスタム情報はすべて失われ、デフォルトの構成が
使用されます。

disk-to-disk-to-disk（D2D2D）：段階的バックアップ方法。ディスクベース
の一次バックアップ ストレージ システムにあるハード ディスク ドライブの
データを通常バックアップで保存し、指定された間隔で、バックアップした
データの一部または全部を、ディスクベースの二次バックアップ ストレージ 
システムにコピーします。たとえば、夜間バックアップをすると、ネット 
ワーク接続ストレージ デバイスに保存され、このデバイスから、週に1回オ
フサイトに置かれた二次ディスク システムにオフロードされます。

disk-to-disk-to-tape（D2D2T）：D2D2Dに類似した段階的バックアップ方法。
ディスクベースの一次バックアップ ストレージ システムにあるハード ディ
スク ドライブのデータを通常バックアップで保存し、指定された間隔で、 
バックアップしたデータの一部または全部を、テープ ストレージ システム
にコピーします。

Open File Backup：Windowsクライアント向けOpen File Backupアドオンを使
用すると、ファイルを開いたり使用中であったりしても、バックアップでき
ます。これは、1日24時間稼動しているCRMアプリケーションや会計パッ 
ケージなどのWindowsサーバ アプリケーションを、確実に正しくバック 
アップするために重要です。デスクトップやノートブック コンピュータで
は、電子メール メッセージやカレンダーの予定を含むファイルを、その使用
中にバックアップできます。

Piton：バックアップ クライアントと通信するために、Retrospect独自の
PIpelined TransactiONプロトコル。アクティブなネットワーク ウィンドウで
は、RetrospectはPitonネーム サービスを使用してクライアントとの接続を確
立します。
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Retrospectサーバ：Retrospectエンジンを実行するコンピュータ。ここには、
通常バックアップ デバイスが接続されています。「コンソール」と「エンジ
ン」も参照してください。

SMART（Self-Monitoring Analysis and Reporting Technology）：一部のハー
ド ディスク ドライブに組み込まれたテクノロジー。ドライブの機械属性を
長期間にわたって監視、分析し、未解決のドライブの障害を予測、レポート
します。

TCP/IP：Transmission Control Protocol/Internet Protocol。業界標準のネット 
ワーク プロトコルで、インターネット、Webサーバ、FTPサーバの標準プロ
トコルです。これは、Retrospectで使用するプロトコルで、Retrospectクライ
アントとの通信に使用します。

アーカイブ（名詞）：1. ファイルをアーカイブする操作。たとえば、「昨晩
のアーカイブは正常に完了した」のように使用します。2. バックアップ  
データで構成されるエンティティ。たとえば、「アーカイブから1,997件のア
カウントを取得する」のように使用します。この点において、メディア セッ
トはアーカイブの一種です。「メディア セット」も参照してください。

アーカイブする（動詞）：ボリュームからメディア セットにファイルをコ
ピーすること。たとえば、「このQuickTimeムービーをアーカイブしましょ
う」のように使用します。アーカイブでは、オプションとして、コピーされ
たファイルをソースから削除することができます。「バックアップ」も参照
してください。

アクセス権限：ユーザーに対して与えられる（または禁止される）、フォ 
ルダの閲覧、ファイルの閲覧、共有ボリュームに対する変更を行うための 
権限。

アクティビティ スレッド：複数のコンカレント アクティビティの区分を示
すために使用される用語。Retrospectでバックアップや復元などのアクティビ
ティを実行するとき、スレッド内のアクティビティは別のアクティビティか
ら切り離されて実行されます。一般的には、アクティビティごとに一意の 
ソースとコピー先が必要です。複数のアクティビティを同じアクティビティ 
スレッドに割り当てることにより、順々に実行されるようになります。
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圧縮：バックアップやアーカイブをするときに、メディア セットのメディア
にコピーされたデータのサイズを小さくすること。Retrospectによるソフト 
ウェア圧縮、または圧縮機能を備えたテープ ドライブによるハードウェア圧
縮があります。

宛先：移動、コピー、またはそれ以外の方法でファイルを転送する宛先とな
るストレージ メディア。バックアップまたはアーカイブの場合、宛先はメデ
ィア セットです。復元またはコピーの場合、宛先はボリュームです。

アペンド：メディア セットに追加データを書き込むこと。プログレッシブ増
分バックアップを使用して、Retrospectではファイル データを現在のメディ
ア セット メンバーにアペンドします。

暗号化：パスワードを入力しない限り他のユーザーが使用できないように、
データをエンコードする方法。

一致：ファイルの属性を比較してファイルが同一かどうかを判別し、冗長を
防ぐインテリジェントなコピー処理を実現するための仕組み。「プログレッ
シブ増分バックアップ」も参照してください。

エンジン：バックグラウンド処理（RetroEngine）。Retrospectのバックアッ
プとリカバリ操作の実行、クライアント コンピュータとの通信、ストレージ 
デバイスの制御をします。Retrospectエンジンを実行しているコンピュータ
は、Retrospectサーバと呼ばれ、Retrospectコンソールから制御されます。 
「コンソール」と「Retrospectサーバ」も参照してください。

お気に入りフォルダ：Retrospect内で使用する、独立したボリュームとして指
定したフォルダ。旧バージョンのRetrospectでは、サブボリュームという用語
が使用されていました。

カタログ：メディア セットに含まれるファイルとフォルダについて
の、Retrospectのインデックス。カタログ ファイルを使用すると、メディア 
セットのメディアをロードまたは挿入しなくても、ファイルを復元、取得す
るためにマークをつけることができます。
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クライアント：Retrospectクライアント エージェントがインストールされて
おり、そのボリュームをバックアップ コンピュータによるバックアップに利
用できる、ネットワーク上のWindows、Linux、Macintoshコンピュータ。「
バックアップ コンピュータ」も参照してください。

グルーミング：ディスク メディア セットで使用するオプション。Retrospect
は、ディスク容量が不足したり、ユーザー設定のスケジュールで実行さ
れている場合は、新しいバックアップで利用できる領域を確保するた
め、Retrospectはディスク メディア セットの古いファイルやフォルダを自動
的に削除します。

構成済みサブネット：Retrospectがクライアントを検索するために構成された
サブネット。

コピー（名詞）：1. 1つまたは複数のファイルやフォルダのレプリカで、元
のファイルやフォルダと完全に一致するもの。2. コピー スクリプトで行うよ
うに、ある場所から別の場所へファイルをコピーする操作。Retrospectのコ
ピー操作では、ボリュームを完全にコピーでき、コンピュータを起動（ブー
ト）する機能もコピーされます。旧バージョンのRetrospectでは、コピー操作
は「複製」操作または「転送」操作と呼ばれていました。

コピーする（動詞）：元のものと完全に一致するように複製を作るこ
と。Retrospectでは、Mac OS X起動ディスクのコピーで起動できるように、
ボリュームをコピーできます。また、1つまたは複数のメディア セットから
別のメディア セットにバックアップをコピーすることもできます。

コンソール：Retrospectエンジンを実行している1台または複数のRetrospect
サーバの制御、監視機能が用意されているRetrospectアプリケーショ
ン。Retrospectコンソールを使用すると、TCP/IPネットワーク上でRetrospect
サーバを制御、監視できるため、Retrospectエンジンと同じコンピュータにコ
ンソールをインストールする必要がありません。「エンジン」と「Retrospect
サーバ」も参照してください。

サーバ：Mac OS X ServerやWindows Server 2008などのサーバ ソフトウェアを
実行するコンピュータ。
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災害復旧：動作しなくなったコンピュータの復元に使用するプロセス。この
プロセスには、代替の起動ディスクからの起動（または一時的なOSのインス
トール）と、Retrospectバックアップからのハード ディスク全体の復元も含
まれます。

作成日：ファイル、フォルダ、ボリュームが作成された日付と時刻。ファイ
ルの作成日は、ファイルが最初に保存または作成されたときに設定されま
す。フォルダの作成日は、フォルダの新規作成が選択されたときに設定され
ます。ボリュームの作成日は、ボリュームがフォーマットまたは消去された
ときには常に設定されます。Windowsファイル システムでは、コピーされる
項目の作成日はコピーする日に変更されます。「バックアップ日付」と「修
正日付」も参照してください。

作成者コード：Macintosh HFSファイル システムで、ファイルの作成者を表
す4文字のコード。たとえば、SimpleTextで作成したドキュメントには作成者
コードttxtが設定されます。Mac OS X 10.6 Snow Leopardでは、作成者コード
の使用を廃止しました。Retrospectでは、作成者コードがあれば、そのコード
に従ってファイルを選択できます。

サブネット：ルータやゲートウェイを使用せずに物理的にネットワーク接続
されたローカル コンピュータのグループ。ただし、他のネットワークへの接
続にはゲートウェイが使用される場合があります。「構成済みサブネット」
と「ローカル サブネット」も参照してください。

サブボリューム：旧バージョンのRetrospectにおいて、Retrospect内で使用す
る独立したボリュームとして指定したフォルダ。Retrospect 8では、お気に入
りフォルダという用語を使用します。

重複除外：システムに保存されたデータの量を削減する方法。冗長データを
消去し、代わりに、そのデータが最初に保存されたコピーを参照するポイン
タを使用します。Retrospectでは、ファイル レベルでの重複除外、またはシ
ングル インスタンス ストレージとして知られている重複除外の方法を採用
しています。Retrospect 

条件：Retrospectのルールで、名前や作成日など、ファイルやフォルダの特性
に関して識別する基準。複数の条件を選択することによって、独自のカスタ
ム ルールを作成できます。「ルール」も参照してください。
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スケジュール：指定した日時にスクリプトを自動的に実行するようスケ 
ジュールできるスクリプト エレメント。

スクリプト：将来の特定の日時や、定期的（たとえば毎日）に実行するよう
スケジュールできる、保存された手順。スクリプトは、Retrospectで必要な数
だけ作成できます。

スコープ バー：スコープ ボタンの配置に使用できる、Mac OS Xユーザー  
インタフェースの要素。「スコープ ボタン」も参照してください。

スナップショット：旧バージョンのRetrospectでの、特定時刻のファイルと 
フォルダの一覧。これは、バックアップ操作中に取得された一覧で、その時
点でのボリュームの状態を表します（つまり、そのボリュームのすべての 
ファイルとそのパス）。これにより、ハード ディスクを特定のバックアップ
の時点での正確な状態に復元するのが容易になります。現在のRetrospect 8で
は、バックアップという用語を使用します。この用語は、セッションとス 
ナップショットのデータを指します。「バックアップ」も参照してくだ 
さい。

セッション：旧バージョンのRetrospectで、1回の操作で保存されたメディア 
セット内のファイル グループ。現在のRetrospect 8では、バックアップという
用語を使用します。この用語は、セッションとスナップショットのデータを
指します。「バックアップ」も参照してください。

選択：ブラウザで、バックアップまたは復元するファイルを選択すること。
ファイルは自分で選択または選択解除できます。また、ルールを使用して、
さまざまな条件に従って選択することもできます。ブラウザでは、選択した
ファイルの横にチェック マークが表示されます。ブラウザで強調表示され
ているだけのファイルは、必ずしも選択されていません。旧バージョンの
Retrospectでは、選択することをマークすると呼んでいました。

ソース：バックアップ、重複、アーカイブ操作において、ファイルのコピー
元となるボリューム。復元の場合は、ファイルのコピー元のメディア セット
です。
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操作ログ：Retrospectのレポートの1つであり、Retrospectによるすべてのアク
ションを追跡します。操作ログには、起動、実行、エラー、完了のほか、コ
ピーされたファイル数、バックアップにかかった時間、バックアップのパ 
フォーマンスもすべて記録されます。

段階的バックアップ：ディスクへバックアップしてから、バックアップを 
テープに転送するバックアップ方法。このバックアップは、ディスクとテー
プの両方の利点を利用しています。「disk-to-disk-to-disk」と「disk-to-disk-to-
tape」も参照してください。

ディスク ：Retrospectでは、ディスクという用語は、固定ディスク、ネット
ワーク ボリューム、リムーバブル ディスク（RDX、Rev、MOなど）を指し
ます。このマニュアルでは、ディスクという用語を次の2通りの意味で使用
します。1. 汎用的なストレージとしてアクセスできるボリューム。2. ディス
ク メディア セットで使用するメディア。

ディスク メディア セット：固定ディスク、ネットワーク ボリューム、リ 
ムーバブル ディスクを使用する場合に使用します。「バックアップ セッ
ト」も参照してください。

ディレクトリ：ボリューム上の階層構造であり、ファイルやディレクトリを
格納できます。WindowsおよびMac OSのデスクトップでは、フォルダとして
表現されています。

テープ メディア セット：テープ ドライブで使用します。「メディア セッ
ト」も参照してください。

デバイス：コンピュータに接続される周辺機器。ハード ディスク ドライ
ブ、リムーバブル カートリッジ ドライブ、テープ ドライブなどがありま
す。このマニュアルでは、「バックアップ デバイス」という用語は、リムー
バブル カートリッジ ドライブやテープ ドライブなどのメディア セットのメ
ディアを利用できるあらゆるデバイスを指します。
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パス：コンピュータ ファイルに指定された完全な名前。ファイル システム
のディレクトリにおけるファイルの位置も、この名前に含まれています。た
とえば、Mac OS Xでは、ネットワーク ユーティリティ アプリケーションの
パスは、 /Applications/Utilities/Network Utility.appです。パス名とも呼ばれ 
ます。 

バックアップ（名詞）：1. Retrospectがボリュームをバックアップした時点で
の完全な状態。このボリュームには、バックアップの時点で存在するすべて
のファイル、これらのファイルに関連のあるメタデータ、このボリュームの
復元に必要な実際のファイルのファイル リストとフォルダ リストが含まれ
ます。Windowsコンピュータで行ったRetrospectのバックアップには、システ
ム状態の情報も含まれます。Retrospectでは、メディア セットにバックアッ
プを保存します。2. ファイルをバックアップする操作。たとえば、「今日の
バックアップを実行したところだ」のように使用します。3. バックアップ  
データで構成されるエンティティ。たとえば、「幸い、保管庫にあったバッ
クアップからファイルを復元できた」のように使用します。「バックアッ
プ」、「メディア セット」、「メタデータ」も参照してください。

バックアップ日：Mac OSのファイル、フォルダ、ボリュームをメディア  
セットにコピーした最新の日付と時刻。Retrospectでは、この日付に依存せ
ず、Macintoshクライアント オプションで適切なボックスをオンにしたとき
にのみ、ボリューム、フォルダ、ファイルにこの日付を設定します。「作成
日付」と「修正日付」も参照してください。

バックアップする（動詞）：ボリュームからメディア セット（CD-R、CD-
RW、カートリッジ、フロッピー ディスクなど）にファイルをコピーするこ
と。ハード ディスクやファイルに何らかの問題が発生する場合に備えて、定
期的にバックアップすべきです。

バックアップ セット：旧バージョンのRetrospectでは、この用語を使用し
て、バックアップを含む1つまたは複数のメディアを示します。「メディア 
セット」を参照してください。

ファイル メディア セット：この種類のメディア セットでは、カタログと、 
1つのファイル内のデータを組み合わせて使用します。メディア セットのメ
ディアは、ファイル サーバやハード ディスクなど、Mac OS X Finderからア
クセス可能な1つのボリュームである必要があります。「バックアップ セッ
ト」も参照してください。
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復元：メディア セットからボリュームにファイルをコピーする操作。

ブラウザ：メディア セットのボリュームまたはコンテンツのフォルダ/ファ
イル構造を表示できるRetrospectのツール。また、メディア セット内のファ
イルとフォルダを表示することもできます。ブラウザを使用して、ファイル
を操作したり、バックアップなどの処理の対象としてマークを付けたりする
ことが可能です。

プロアクティブ バックアップ：柔軟性の高い、リソースに基づくバックアッ
プまたはユーザーが開始するバックアップを可能にするRetrospectのテクノ 
ロジー。

プログレッシブ増分バックアップ ：コピー先のメディア セットにまだ保存
されていないファイルのみを
インテリジェントにコピーするバックアップ。プログレッシブ増分バック 
アップは仮想フル バックアップと同様に、バックアップされたボリュームを
正確なポイント イン タイムで復元できます。Retrospectは常にプログレッシ
ブ増分バックアップを実行します。「重複解除」と「一致」も参照してくだ
さい。

変更日：ファイルが最後に変更された日付と時刻。この日付は、コンピュー
タのファイル システムによって自動的にファイルに設定されます。ファイル
の変更日は、ファイルを変更して保存するたびにリセットされます（「バッ
クアップ日」と「作成日」も参照）。フォルダの変更日は、そのフォルダ内
でフォルダまたはファイルが追加、変更、削除されるたびに更新されます。

ボリューム：ハード ディスク、ハード ディスクのパーティション、お気に
入りフォルダ、ファイル サーバ、またはあらゆるデータ ストレージ メディ
ア。このボリュームは、ファイルとフォルダの保存場所がRetrospectによって
論理的に認識されます。

メタデータ：ファイル システムに保存されたファイルとフォルダの情報。 
ファイルが作成されたときの名前、そのサイズ、アクセス可能なユーザーな
どです。Retrospectでは、メタデータを使ってファイルを一意に判別します。
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メディア：ファイルのコピー先として使用可能な、ハード ドライブ、ディス
ク、テープ、カートリッジなど。このマニュアルでは、メディアとは、通常
はメディア セットに属するメディアを指します。

メディア アクション：バックアップの実行中に、Retrospectがメディアを使
う方法を判断する設定。［メディア アクションなし］は、メディア  
セットの最後のメンバーにデータを追加します。メディア セットが空の場合
は、Retrospectは最初のメンバーを使用します。［新しいメンバーにスキッ
プ］は、次に利用可能な空のメディアを使用します。［新しいメディア セッ
トを開始］は、元のメディア セットのメディアとカタログをアーカイブの目
的で完全な形で保持しながら、定期的に新しいメディアをバックアップに導
入できます。これにより、Retrospectでは、増分する名前のついた新しいメ 
ディア セットを作成し（たとえば、ディスク セットAはディスク セット
A[001]になる）、元のセットにポイントされたスクリプトをすべて新しい 
セットをポイントするように変え、最後に新しいメディア セットでアクティ
ビティを実行します。［メディア アクションのリサイクル］は、選択したメ
ディア セットのカタログの内容を削除し、そのメディア セットの最初のメ
ンバーを消去、再利用して、文字通りメディアをリサイクルして何度も再利
用します。注：メディア アクションのリサイクルは、他のメディア アク 
ションとは違い、破壊的です。

メディア セット：すべてのファイルをメディア セットに保存します。メ 
ディアとデバイスの違いによって、異なる種類のメディア セットがありま
す。ディスク メディア セットは、リムーバブル ディスクと固定ディスク
用、ファイル メディア セットは1つのボリューム用、テープ メディア セッ
トはテープ カートリッジ用です。

メンバー：メディア セットで使用される個別メディア（ディスク、テープ、
カートリッジなど）。

ライブ リストア：コンピュータをオペレーティング システムから起動して
いるときに、オペレーティング システムに属するファイルを上書きする復元
操作。前にバックアップした時点までシステムをロール バックするために使
用されることが多くあります。または、復元中のコンピュータに一時的にオ
ペレーティング システムをインストールした後に災害復旧するときにも使用
します。
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ルート：1. データ構造における最上位のフォルダ。Mac OS X Finderまたは
Windows Explorerでドライブ アイコンを選択すると、フォルダとファイルの
ルートが表示されます。また、MacとLinuxシステムでは、パスの最初のス 
ラッシュ（/）でも表示されます。2. Mac OS XとLinuxシステムのスーパー 
ユーザー アカウント。RetrospectエンジンとRetrospectクライアント エージェ
ントには、ファイル システムへの完全なアクセス権限があり、インタラク 
ティブにアクセスしてルート処理を実行します。

ルール：ある条件に一致するファイルの検索機能、またはフィルタ機能。 
（たとえば、キャッシュ ファイルを除いたすべてのファイルなど）。 
Retrospectに組み込まれたルールを使用して、独自のルールを作成すること 
もできます。

スコープ ボタン：検索や表示一覧の対象を操作または絞り込むためのボタ
ン。たとえば、Retrospectの［アクティビティ］ビューにある［スケジュー
ル］スコープ ボタンは、リスト ビューに表示されるアイテムのスコープを
変更し、スケジュール設定済み（これから実行される予定）のアクティビテ
ィだけが表示されるようにします。

レポート：Retrospectのリスト ビューを特別に構成したレイアウト。このリ
スト ビューには、バックアップ環境全体のさまざまな内容についての便利な
情報が表示されます。Retrospectに組み込まれたレポートを使用でき、独自の
レポートを作成することもできます。

ローカル サブネット：バックアップ コンピュータが存在するサブネット。
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